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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　しがない会社員の相良さがら大だい樹きは同僚で友人の荻おぎ野の謙けん也やに誘われ、ＶＲ技術とＡＩ技術を取り入れた世界初のＶＲＭＭＯ《Frontierフロンテイア Worldワールド》を購入する。彼の目的はトッププレイヤーになる事でもなく、生産者になる事でもない、自分の家族とも呼べる存在の《召しよう喚かん獣じゆう》と共に楽しく冒険することだった。

　念願の《召しよう喚かん士し》になれたダイキではあったものの……この召喚士、実はFrontier Worldにおいて不ふ遇ぐう職しよくと呼ばれる職業である。

　理由として、召喚獣の召喚に必要な魔石は値段が高く、多くのゲーム内通貨Ｇが掛かる。召喚獣の親密度がなかなか上がらず、言うことを聞かない。召喚獣がパーティの枠わくを圧あつ迫ぱくし経験値も一人分取ってしまうため、パーティに参加しづらい……という問題点があったのだ。

　知恵を絞しぼったダイキは、取得すると特殊な力を得ることができる《技能スキル》を駆く使しし問題点をなんとか改善、不遇と呼ばれた召喚士の評価回復に大きく貢こう献けんしたのだった。

　初めての召喚獣である魔族の幼女に《ダリア》と名付け溺でき愛あい、ダリアも彼に非常によくなつき、所ところ構かまわず肩車をせがむ愛らしさを見せつける。

　その後、ダリアの姿に心を奪うばわれたプレイヤー達が掲示板に続出、ダリアの事を幼い女神様という意味が込められた《幼女神様》と呼び、彼女と結婚した場合ダイキが義理のお父さんとなる事から彼を《お義と父うさん》と呼んだ。その名前は多くのプレイヤーへと広まり、しだいに皆からそう呼ばれるようになっていく。

　様々な苦労と楽しい時間を過ごしたダイキとダリアは、Frontier Worldサービス開始一週間を記念し開催されたイベントダンジョンへと参加、ボスであるブラック・ドラゴンと遭遇し、なす術すべなく敗北する。

　ケンヤ達からのアドバイス、そして生産職クラフタープレイヤーのオルからの鼓こ舞ぶを受けブラック・ドラゴンへと再挑戦したダイキ達は、ボロボロになりながらも見事ボスを封印することに成功し、その功こう績せきによってポイントランキングにおける一位を獲得したのだった。

　そして次の日、ログインしたダイキの元へ一通のメールが届く……。













　そのメールには『ギルドマスターが会いたがっている』という内容が書かれていた。

　差出人の《銀ぎん灰かい》というプレイヤーは、以前、オルさんの店の前で知り合った、日本サーバー屈くつ指しの巨大ギルドCoatコート ofオブ Armsアームズの副マスター。つまり俺おれは、そんなギルドのトップに呼び出されたという事になる。

　とりあえずメールの差出人である銀灰さんに会うべく、メールに記しるされた座標を頼りにCoatコート ofオブ Armsアームズのギルドへと向かった。







　掲示板では《紋もん章しよう》と日本語訳で呼ばれる事の多いこのギルドには、俺が調べた時点で既に四百名以上ものプレイヤーが所属していた──が、今まさに一つのパーティが本部へと入って行くのを見るに、その人数は更に増加していると予想できる。

「立派な建物だな……」

　Coatコート ofオブ Armsアームズ本部は、近接するどの建物よりも立派な三階建ての建造物であり、まるで冒険の町で一番の権力者が住むような壮そう観かんさである。

　中のエントランスで待っていてくれとの事なので、俺達は木製の扉を開いて中へと足を踏み入れた。







　ミニマップが『Coatコート ofオブ Armsアームズ本部』の内部へと切り替わり、ファンタジーゲームに出てくるような〝それっぽい酒場〟が広がった。

　広々とした空間の中に、木製の円卓と樽たるのような椅い子すが複数設置された酒場兼けん食事処に加え、装備や雑貨を売る総合百貨店のような建物も存在している。

　奥に設置されたカウンターには幾いくつかの窓口があり、雇やとったのだろうか、ＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターの姿もある。

　窓口は全部で四つあり、『入隊希望』『アイテム取引案内所』『ギルドクエスト受付』『その他問い合わせ』と、細かく区切られていた。

　中でも入隊希望の窓口には長ちよう蛇だの列が出来上がっているのが見える。

　物凄い人数だ。

「ダイキ君、ダリアちゃん」

　不意にかけられた声の方へと視線を移すと、ちょうど銀灰さんがこちらへ歩いてくるのが見えた。

　挨あい拶さつするため向かおうとした瞬間──並んでいたプレイヤー達が一気に群むらがる。

「銀灰さん！　僕らをギルドに入れてください！」

「早朝から夜中まで、三百六十五日インできます！」

「あはは、ごめんね。奥でちゃんと審査してるからね」

　銀灰さんはのらりくらりと人々をやり過ごしながら、俺達の元へたどり着く。

　表情を作っていたのか、俺達の近くに来るなりどっと疲つかれたような顔を見せた。

　一人すごい奴がいたな……。

「やあ。ごめんね、わざわざ足を運んでもらった上に待たせてしまって」

　苦笑を浮かべる銀灰さんに対し、俺は長蛇の列に目を向けながら返す。

「いえ。俺の方こそ、忙しそうな時間に申し訳ないです」

「僕ぼくが呼んだんだから気にしないでよ。それに、連日こんな感じだからさ」

　ははは──と笑いながら、のんびりとした足取りで歩きだす銀灰さん。

　窓口の横を抜け、金属製の扉の前へとたどり着く。

「ここがメンバー個人の部屋に繫つながる扉だよ。それなりに、セキュリティは硬かたく設定してあるんだ」

　と、得意げに語る銀灰さんが手をかざすと──鍵かぎが外れるような音と共に扉が開き、高級感漂ただよう絨じゆう毯たんが視界に入る。

　恐らく、メンバー以外は立ち入り禁止の扉になっているのだろう。

　このゲーム内で泥どろ棒ぼうができるのかは不明だが、鍵を付けるに越した事はない。

　そのまま、俺達は高級ホテルのような内装の長い通路を進んでいく。

「そういえば、審査ってどんな事をするんですか？」

　ダリアが天井に頭をぶつけないよう注意しつつ、銀灰さんの言葉を思い出す。

「うん。まあ、大した事じゃないんだけどね。戦闘スタイルや話せる範はん囲いでスキルを教えてもらって、パーティや《レイド》の為ためのメンバーをざっくり割わり振ふるんだよ。基本的に来るもの拒こばまずだから、審査と言うよりも確認みたいなものかな」

　俺の質問に、銀灰さんは額ひたいをポリポリと搔かき、苦笑いを浮かべながら答えてくれた──が、初めて聞く単語があったため、再度質問する。

「レイド……ですか」

「レイドっていうのは、五つのパーティを合わせた三十人パーティの名称だよ。フィールドボス以上の力を持つ《レイドボス》には一つのパーティじゃ勝てないから、公式で決められた上限人数である三十人のプレイヤー。彼らの連れん携けいのクオリティを高めておく必要があるんだ」

　組織化できれば統とう率そつして指示がし易やすい。予あらかじめパーティやレイドの為に連携を意識してもらえば戦闘を円えん滑かつに進められる──という事か。

　大勢で徒と党とうを組んで初めて挑いどめるボス……順調にレベルが上がっていけば、いずれ戦う事になるのだろうか？
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　いくつもの扉を通り過ぎていく。

　それぞれの扉のプレートに誰かの名前が吊つるされており、ギルドメンバー個人の部屋だとわかる。

　俺達はその長い通路の一番奥、細こまかな装飾が施ほどこされた観かん音のん開びらきの大きな扉に向かっていた。

「メールにも書いたと思うけど、今日は僕のギルドのトップ──ギルドマスターに会ってもらいたいんだ」

「ええ、存じております」

　銀灰さんは二度、扉を叩いて返答を待つ。「どうぞ」という返事を合図に、木製の扉を開いた。

「ダイキ君とダリアちゃん、来てくれましたよ」

　銀灰さんの口調は至いたって柔やわらかだった。

　ダリアを下へと降ろし、手を引きながら部屋へと入る。

　目の前には、腕を組んで佇たたずむプレイヤーが立っていた。

　興きよう味み津しん々しんといった様子で、俺とダリアを交こう互ごに見比べている。

「初めまして、ダイキと申します。そしてこっちが召喚獣のダリアです」

　俺達の自己紹介が終わると、そのプレイヤーは淀よどみない動きで騎士のように胸に手を当て、お辞じ儀ぎをしてみせた。

「ようこそ、Coatコート ofオブ Armsアームズへ。私がここのギルドマスターをしている《アリス》です。わざわざ足を運んでいただき、感謝致いたします」

　銀灰さんの鎧は鈍色の銀だとすれば、彼女の鎧は煌きらびやかな銀だった。

　輝く白しろ銀がねの鎧とプラチナブロンドの髪。両の耳の辺りから伸びた二又の角は、彼女の種族が『竜りゆう人じん族ぞく』であることを主張していた。

　口元は西洋の騎士のように金属で覆おおわれ、顔の全ぜん貌ぼうは摑つかめない。

「……一つや二つ謎なぞがあったほうが可愛いと思わない？」

「言わんとしている事は分かりますよ」

　こちらを覗のぞく黄き色いろの瞳が、くすくすと笑う声と共に閉じられた。

　案あん外がい、お茶ちや目めな人なのかもしれない。

　ギルドのマスターという事で多少構かまえてはいたものの、気き張ばる必要はないようだ。
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「だ、ダリアちゃん。お菓か子しあげるから私の隣に来ない？」

　対面のソファに座るアリスさんが、手をわきわきさせながらダリアを呼ぶ。

「一度でいい！　近くで見たい！」

　足が床まで届かず、ぶらぶらさせながらソファに座るダリアはどこ吹く風と興味なさそうにしている。

　発狂したように頭を抱かかえるアリスさんを尻しり目めに、俺と銀灰さんは雑談を続ける。

「マスター直じき々じきに話があるからと緊張して来てみれば、アリスさんがダリアに会いたかっただけとは」

　俺の言葉に、銀灰さんは困ったような笑みを浮かべ、後ろ頭を搔く。

「ごめんねー。マスターは大の子供好きなんだ」

「ダリアちゃん！」

　俺とダリアは、連日のギルド加入申請処理の疲れを癒いやす目的で呼ばれたらしい。

　というより、呼ばれたのは俺よりもダリアの方になるか。

　金額面でも従来のゲームハードと比ひ較かくにならないこのFrontierフロンテイア Worldワールド。種族の特徴として見た目だけ子供の《小こ人びと族ぞく》とは違い、ダリアのような純粋な子供がいるのは希レ少アなようだ。

　まあ、ダリアは召喚獣であり、プレイヤーとは違うのだが。

「アリスさん。ダリアは肉料理が好物ですよ」

「銀灰！　すぐ行くぞ！　今すぐ！」

「ダメですよ。五分後には新規プレイヤーの配属先の件で同席してもらわないと」

　やはり巨大ギルドのマスター、副マスターは業務的な部分でも色々と忙いそがしいようだ。

「ごめんねダイキ君、僕らそろそろ戻らないと……」

「ええ、大丈夫ですよ」

「嫌だ！」

「ダリアと遊んでくれてありがとうございました。今度はお茶でもゆっくり飲みながら……」

「是ぜ非ひとも。そうそう、ダイキ君達の事はみんなに言ってあるから、トーナメント前にでも、一度《訓くん練れん所じよ》でも見ていってよ」

「帰らないで！」

「ダリア、バイバイするよ」

　アリスさんの悲痛な叫びを背中に受けながら、俺達は部屋を後にした。

　厳げん格かくな人物を想像していたが……なるほど、彼女の存在もギルドの人気の一いつ端たんを担になっているに違いないな。













　Coatコート ofオブ Armsアームズを後にした俺おれ達は、オルさんからのメールを受け、露ろ店てんエリアへとやってきた。到着に気づいたオルさんはニカッと笑顔を見せ、上じよう機き嫌げんな様子で手て招まねきをしてくる。

「こんばんは」

「おう！　待ってたぜ！」

　挨あい拶さつもそこそこに、オルさんからのトレード申請を承認。ずらりと並ぶ装備達に目を通していく。




【ハイメタル・ソード】製作者：オル

　鉄よりも硬度の高い《ラビリンス・メタル》によって作られた両刃の剣。

　必要筋力：50

　筋力＋40

　耐久＋10

　分類：片手剣




【ハイメタル・バックラー】製作者：オル

　鉄よりも硬度の高い《ラビリンス・メタル》によって作られた片手用の盾。

　必要筋力：46

　耐久＋42

　分類：片手盾




　まずラビリンス・メタルを使用した《ハイメタル》シリーズの剣と盾。

　黒くろ塗ぬりの鞘さやから抜き取ると、磨みがき上あげられた両刃の剣が美しい光こう沢たくを放った。

　刃は、鍔つば、柄つか、全すべてが一つの金属から成るその形は西洋の剣を彷ほう彿ふつとさせる。

　刀身は八十センチ程で、前のアイアンソードに比べると少し重いように感じる。──が、グリップには黒革が丁てい寧ねいに巻かれ、滑すべり止どめの効果も相あいまって非常に手に馴な染じんだ。

　盾の方を胸の前に持って来れば、首元から鳩みぞ尾おちまでを覆おおえる程度の大きさだとわかる。

　表面は剣と同様、美しく磨き上げられ、縁ふち取どるように規則的な模も様ようが描かれていた。

　こちらも以前のバックラー、ビートル・シールドよりも重厚感があり、実際少しだけ重い。が、戦闘に支し障しようが出る程ではないし、厚みが増した分、高い耐たい久きゆう値ちを保ほ持じしているのがわかる。

　却なか々なか上等な装備だ。必要筋力値が設定されているのは装備の性能に影響しているのだろうか？　ともあれ、俺の素すのパラメーターでも足りているため、こちらも問題はないが。




【火偽竜サラマンダーの杖（魔）】製作者：オル

　獰どう猛もうな火偽竜サラマンダーの素材を使用した杖。魔力値にボーナスが振られている。

　必要魔力：45

　魔力＋43（33＋10）

　火属性魔法威力アップ

　分類：杖




【雷らい獣じゆうと火偽竜サラマンダーのサークレット（器）】製作者：オル

　凶暴な雷らい獣じゆうと獰猛な火偽竜サラマンダーの素材を使用したサークレット。器用値にボーナスが振られている。

　必要器用：44

　耐久値＋23

　器用値＋25（15＋10）

　敏捷値＋３

　火属性魔法耐性アップ

　雷属性魔法耐性アップ

　分類：頭装備




【雷らい獣じゆうと火偽竜サラマンダーの鎧よろい（器）】製作者：オル

　凶暴な雷らい獣じゆうと獰猛な火偽竜サラマンダーの素材を使用した鎧。器用値にボーナスが振られている。

　必要器用値：45

　耐久値＋30

　器用値＋28（18＋10）

　火属性魔法耐性アップ

　雷属性魔法耐性アップ

　分類：胴装備




【雷らい獣じゆうと火偽竜サラマンダーの小手（器）】製作者：オル

　凶暴な雷らい獣じゆうと獰猛な火偽竜サラマンダーの素材を使用した小手。器用値にボーナスが振られている。

　必要器用値：40

　耐久値＋20

　器用値＋20（10＋10）

　火属性魔法耐性アップ

　雷属性魔法耐性アップ

　分類：腕装備




【雷らい獣じゆうと火偽竜サラマンダーの腰こし当あて（器）】製作者：オル

　凶暴な雷らい獣じゆうと獰猛な火偽竜サラマンダーの素材を使用した腰当。器用値にボーナスが振られている。

　必要器用値：42

　耐久値＋22

　器用値＋20（10＋10）

　火属性魔法耐性アップ

　雷属性魔法耐性アップ

　分類：腰装備




【雷らい獣じゆうと火偽竜サラマンダーの靴くつ（器）】製作者：オル

　凶暴な雷らい獣じゆうと獰猛な火偽竜サラマンダーの素材を使用した靴。器用値にボーナスが振られている。

　必要器用値：45

　耐久値＋27

　器用値＋25（15＋10）

　火属性魔法耐性アップ

　雷属性魔法耐性アップ

　分類：足装備




　そして《雷らい獣じゆうと火偽竜サラマンダー》シリーズだが、装備してみると、黄色の毛皮に覆われた竜りゆう鱗りんの鎧という、なんとも派手な見た目に変わった。

　火偽竜サラマンダーとあるから、純粋な竜種ではなくリザード達のような派生種だろうか。艶つやのある赤い鱗うろこは高い耐久を持ち、注文通り器用値にも大きくボーナスが入っている。

　首から下だけ見れば、まるで〝風ふう林りん火か山ざん〟を掲かかげて戦乱の世を生きた武将のような、なんとも猛たけ々だけしいビジュアルだ。

　サークレットはダリアのような小さな角が、前向きに伸びており、色合いも相あいまってダリアと俺とで赤色の面積が多くなったが──数値的にも見た目的にも数段強くなったものの、相当な費用が予想できる。

「おう。似合ってんじゃねえか」

「気に入りました。とてもいい品をありがとうございます。それで、お代ですが……」

　一いち抹まつの不安を抱えながら言う俺に、オルさんはパネル状の電卓を叩たたきながら計算を進めていく。

　そして──指を弾はじくように、俺へパネルを飛ばしてきた。

【140,000Ｇゴールド】

「あれ？」

　思っていた──いや、言われていた額より幾いく分ぶんか安い？

　事前の会話では20万近く掛かると伝えられていたものが、かなり安くなっている。素材持ち込み＋素材売ばい却きやくの影響か？

「ダイキが持ってきた迷宮内の素材なんだが、俺の見立てだとレベルが低い分値段が落ちると思っていた。──が、蓋ふたを開けてみればかなりの値がついたわけよ。んで、その分安くなってるって訳わけだ──ラビリンス・メタルや雷獣のお陰かげで技能スキルもかなり育ったし、何より技アーツに《ボーナス追加》が出現した時は小躍りしたね」

　生産職クラフターの技アーツか……確たしかに、防具にボーナスという追加パラメーターがあったな。

「剣と盾にはボーナスが付けられなかったが、お陰で価格帯を一桁けた上げても問題ない性能の装備が作れるようになったぜ」

　オルさんの目が一瞬『￥』になったように見えたが気のせいだろう……。

　ともあれ、減る予定だったお金が結構余る事になりそうだ。

　オルさんに深くお辞じ儀ぎをして、足を進める。

　タイミング良く紅葉もみじさんからもメールが入っていたため、これで頼んでいた装備が今日で全て揃そろう事になる。

　──トーナメント前に装備を新調できたのは大きいな。

　ダリアも新しい杖が気に入ったのか、杖を振ってご満まん悦えつな様子である。





　　　＊　＊　＊






　紅葉さんの露店に着く──が、紅葉さんの姿はなく、代わりにクロっちが店番をしていた。

「こんばんは、クロっち。紅葉さんはどこ？」

　クロっちは『知らん』と、吐はき捨すてるように短く鳴いた。

　──相変わらず愛あい想そが無いけど憎めない。ただ、普段なら自由に飛んでいくクロっちだが、主あるじの代わりとして店に留とどまっている所を見るに、かなりツンデレの気質があると感じる。

「あら、ごめんダイキ君！　すっかり話し込んじゃって」

　俺の存在に気づいたのか、四つ向こうの露店から、紅葉さんがこちらへ向かってくるのが見えた。

　隣には初めて見るプレイヤーの姿もある。

「いえ、先ほど着いたばかりでしたから」

　当あたり障さわりのない返事をしながら、紅葉さんの隣のプレイヤーへと視線を移す。

　がっちりとしたガテン系の男性プレイヤーで、オルさんと似たような《漢おとこ》といった雰ふん囲い気きの人だ。

　オルさんが細身の色黒マッチョだとすれば、この人は色黒のゴリマッチョだな。

「お前がダイキか！　噂うわさは常々聞いているぞ。俺の名前は《港みなと》。召しよう喚かん士し仲間として、こいつ共々ヨロシク！」

　外見通りに（偏へん見けんかもしれないが）、豪ごう快かいな話し方をする人だ。

　そして、彼の言う〝こいつ〟に視線を移すと、港さんの手に抱かれた小さい黒くろ豹ひようの召喚獣が、俺の方をじっと見つめていた。

　クリンさんの金きん太た郎ろう丸まるのように、こちらも《変化》によって身体からだのサイズを変えているのだろうか？

　港さんの腕に、下半身を宙ぶらりんの状態で抱かれる黒豹は、ブレる事なく俺の目をじっと見つめている。

　ネコ科に限らず、動物全般は目を合わせたら威い嚇かくしてるように取られるって聞いた事があるんだが、そこら辺の詳くわしい知識はからっきしだ。

　獣医志望のライラさん辺りなら分かるかもしれないけど……と、黒豹と見つめ合う形で頭を捻ひねる。

「こいつは召喚獣の《キング》。今はこんななりだが、本来のサイズはもう少し大きい。それと、もう一体の方は──装備の仕立てでここには居ないが、そっちの方もよろしく頼む」

　港さんは遠くの露店へと目を向けるようにしながら呟つぶやき、キングをずずいっと近付けた。

　見方によっては黒猫のように見えなくもないな。ともあれ、名前からしてこの子は雄オスだろうか？

　──それに、もう一体。というのは、召喚獣を複数体、仲間にできるということだろうか？

「よろしくな、キング」

　細かな部分は後で聞くとして、まずは目の前にいるキングへの挨拶だな。

　俺が手を差し伸べると、暴あばれるように港さんの腕から抜け出したキングが、俺の腕の中に飛び込んできた。

　とっさに受け止めると、気持ちよさそうに顔を擦すり付つけはじめる。

　──可か愛わいいな。

「おっ！　キングが人に懐なつくとはなあ。俺にすらそんな懐き方しないんだが……」

「あたしなんか、触さわろうとするだけで嫌な顔されるのに」

　何な故ぜか港さんと紅葉さんが落ち込んでいる。キングは御お構かまい無なしに顔を擦り付け、猫とは違う低い音で喉のどを鳴らしている。

　ダリアが思い切り髪を引っ張っていたたた！

「嫉しつ妬とされてるよーダイキ君。……ていうか、ダリアちゃんの嫉妬も見み境さかいないわねえ」

　港さんが半なかば強引にキングを引ひき剝はがす事で少し落ち着いたものの、再び彼の手から離れたキングは俺の足元に身体を擦り寄せている。












　頭を摑つかむ力がいつもより強い気もするが、ダリアにはなんとか許してもらえたようだ。

「港は前に話していた召喚士の友達。ギルドは無所属だけど、最前線組の強つわ者ものなのよ」

「最前線ですか、強いんですね」

　俺の言葉に、港さんは照てれ臭くさそうに頭を搔かく。

「まあ、クラスチェンジの恩おん恵けいによるところもあるけどな」

　そのまま呟いた港さんの言葉に、気付けば俺は、食いつくように声を上ずらせていた。

　召喚士の第二段階、非常に気になる！

「クラスチェンジ！　条件をお聞かせ願えますか？」

　言い寄る俺を落ち着けと言わんばかりに手でけん制しながら、港さんはゆっくりと語りだす。

「あくまで俺の場合としか言えないが、《自分のレベルが30以上》《召喚獣にレベル20以上の個体がいる》とまあ、コレが所謂いわゆる最低条件だろうな。後は所持技能スキルだったり功こう績せきや名声だったりで、選択肢が増えるんだろうが」

　現在の俺のレベルは21で、ダリアが18だ。頑張ってレベルを上げていけば、十分に手の届く範囲だと言える。

「クラスチェンジでの恩恵というのは？」

　気になるのがその恩恵オプシヨンだ。まさかそれが二体目の召喚獣を呼び出す条件なのか？

「まあ、繰り返すようだが、これは俺の場合としか言えないのを理解してくれ。──んで、その恩恵なんだが……」

　前置きを入れ、港さんはクラスチェンジについてのあれこれを語り出す。

「俺は《力ちからの召喚士》って名前の職業に決めた。選択肢はコレと《中級召喚士》があったが、効果を見て力の召喚士にしたわけだ」

　二つ選択肢があったのか。ともあれ、選ばなかった方の効果も、確認はできるという事が分かる。

「力の召喚士は《自らの筋力を５％上昇》《パーティ内の召喚獣の筋力を10％上昇》、この二つの効果がある」

「完全に戦士職よね」

　何ど処こか呆あきれたような声で茶ちや々ちやを入れる紅葉さん。これには俺も同意見だが。

　しかし、自分の強化に加え召喚獣も強化されるのは大きいな。それに、パーティ内効果だから、召喚獣が増えた場合でも反映されるのは強い。

　──が、気になる部分は別にある。

「話を変えるようで申し訳ないのですが、召喚獣って増やす事ができるんですか？」

　勿もち論ろん、ダリア一人でも十分強い。強いのだが、この先二人で倒せる範囲のモンスターがどれ程ほどいるだろうか？

　ただし、パーティやギルドに入って集団戦闘に慣なれれば話は別だが。賑にぎやかな方が楽しいのは明白だ。

「あれ？　まだ召喚できないのか。というか、召喚士のパイオニア的存在のダイキが召喚獣の情報に疎うといとはな。掲示板見てみればかなり載ってるぞ」

「面めん目ぼく無ないです……」

「気にしないで、ダイキ君。コイツも召喚できるようになって初めて気づいたんだから！」

　面白そうに耳打ちしてくる紅葉さんの声を遮さえぎるように、港さんが大きく咳せき払ばらいをする。

「……二体目の召喚獣を呼び出せる条件は《召喚術のレベルが20以上》だな。ともあれ、装備を見るに、その条件を満たすのは秒読みなんじゃねえか？」

　確かに、現在の召喚術のレベルは18だから秒読みだ。

　──そうか、近いうちに新しい仲間が増えるのか。

「話を戻すぞ。力の召喚士の効果に対し、中級召喚士の効果は《自らの全ステータス３％上昇》《パーティ内の召喚獣の全ステータス５％上昇》《ＭマジツクＰポイント量増加（小）》の三つだ。まあ、当たり障りのない内容だな」

「満まん遍べんなく上がるのね。あたしは筋力とか使わないから、こっちの方が有あり難がたいわね」

　うん、確かに満遍なく上がるようだ。召喚士というだけあって、プレイヤーの強化よりも召喚獣の強化に比重が置かれているように思える。

　例え５％と言えど、レベルが上がって素のステータスが上がれば、終盤にいくにつれ馬鹿にできない数値になるだろう。

「とまあ、この差を大きいと捉とらえるか小さいと捉えるかは人それぞれだが、トーナメントで上を目指すなら、間違いなくクラスチェンジはするべきだと俺は思うぞ」

「頑張ってみます」

　まずは召喚術のレベルを上げて召喚獣を増やし、俺自身のレベルを30にしてクラスチェンジ。当面の目標はこれだろうな。

　港さんは満足そうに頷うなずいた後、何かを考えるように視線を外しながら、ぽつりと呟く。

「……なんなら、俺と一緒にレベル上げでもしないか？」

「えっ？　いや、申し訳ないですよ。聞いた範囲でも俺とはレベル帯が違いますし」

　突然の提案に、露ろ骨こつに狼狽うろたえてしまった俺。

　クラスチェンジを済ませているという事は、彼のレベルは少なくとも30以上になる。勿論、レベル上げを手伝ってもらえるのは有難い話だが、流石さすがにこの差は港さんに悪い。

「いやいや、俺に気を遣ってるならそれは違うぞ。俺もダイキに頼みたい事があるしな。これはその交換条件って所だ」

　港さんは一ひと呼こ吸きゆう置いた後、笑みを浮かべて口を開ける。

「トーナメントの団体戦。俺とパーティを組んでほしいんだ」

　港さんの提案である団体戦とは、六対六で戦うパーティ戦の事だ。

　確かに、クラスチェンジを済ませた召喚士同士なら召喚獣二体ずつとプレイヤー二人で合計六人。

　確かに、数のキリはいいが……。

「……理由を聞かせてもらえますか？　俺と組みたいという」

「まあ、理由は大きく分けて二つだな」

　港さんは親指と人差し指を立てる。

「一つ。クラスチェンジによる恩恵は《パーティ内》とある。つまり俺の召喚獣以外の召喚獣でも、同じパーティ内なら効果の範囲内になるという点」

　確かに、合点のいく話だ。

　パーティ内となれば、同じパーティにいる別の召喚士の召喚獣に効果が及ぶのは明確。仮に俺も《力の召喚士》になったとすれば、召喚獣の筋力は合計20％上がる事になる。

　ダリアの筋力が上がってもメリットは少ないが、港さんが筋力を重視しているという事は、キングかもう一体の召喚獣のいずれか、若もしくは両方が筋力型であると予想できる。

　それが20％上がればかなりの戦力増強だろう。

「もう一つだが──俺が知る限りダイキを除く召喚士の中で、他に強い奴は一人だけだ。そしてそいつは、絶対に人とパーティを組む人間じゃない。……ああ、消去法とかじゃ断じてないからな」

　港さんが慌あわてて否定するも、俺としては彼が評価してくれている事が素直に嬉うれしかった。

　しかし、そのもう一人というのはどんな人なのだろうか。

「流石に全ての召喚士、召喚獣を見てきたわけじゃないが、少なくとも格上のフィールドボスを召喚獣一体で倒せる召喚士はいないぜ」

「よくご存知ですね」

　掲示板を良くチェックしているのかな？　と考えていたら、視界の隅で紅葉さんが明後日あさつての方向を見ながら舌を出していた。

　──犯人はここにいたか。

「とはいっても大分昔の話ですし、レベルで見れば俺より強い人は結構いると思いますよ」

「いーや。俺はダイキに決めたんだよ。都合よくキングも懐いてるし」

　俺の足元で丸くなっているキングに視線を落とし、その後視線を上げてダリアを見る。

　真まっ直すぐ前を向き、事の成り行きを俺に委ゆだねているダリアの姿に、迷いなく返事を決めた。

「では、喜んで受けさせていただきます。よろしくお願いします」

「お！　そりゃよかった！　紅葉からは〝ソロにこだわりがあるんじゃないか〟って言われてたから、正直断られるかと思ってたぜ」

「こだわりというか、経験値の配分とかも考えるとパーティに入り辛づらかったのが大きいですね」

　団体戦に参加するにあたってパーティを探すつもりでいただけに、今回の話は渡りに船だ。

　それに、他の召喚士の立ち回りを近くで見られるのも、今後の勉強になる。

「ちなみに港さん、残りのメンバーはどんな役割の子ですか？」

「ケビンか？　あいつは純粋な魔法攻撃役アタツカーだな。属性は闇やみと氷だ」

　ケビンというのは、現在この場に居ない召喚獣の名前だろう。

　純粋な魔法攻撃役アタツカー……か、なるほど。

「じゃあ早さつ速そくレベル上げに……って言いたい所だけどよ、今日はそろそろ落ちないとだな。明日の夜になるが大丈夫か？」

「ええ、大丈夫ですよ。よろしくお願いします」

　──その後、港さんとフレンド登録を済ませると、彼は忙せわしくログアウトしていった。

　何か用事があったのだろうか？

　あれこれ質問して、申し訳ないことをしてしまった。

「まー、バカっぽいけど悪い奴じゃないわよ」

「いい人でしたね」

　紅葉さんはニコリと笑いながら、トレード申請を飛ばしてきた。召喚獣が近いうち増えるとなれば、また追加で注文を頼むことになりそうだ。

　トレード画面に並ぶアクセサリーを一つ一つ覗のぞいてみる。




【技術のハイメタル・リング】製作者：紅葉

　器用な人間が嵌はめることのできる、強度の高い指輪。

　必要器用値：38

　耐久値＋５

　器用値＋17

　分類：指装備




【技術のハイメタル・イヤリング】製作者：紅葉

　器用な人間が付けることのできる、強度の高い耳飾り。

　必要器用値：35

　耐久値＋５

　器用＋15

　分類：耳装備




【賢者のルビー・リング】製作者：紅葉

　魔力に優れた賢者が嵌めることのできる、宝石付きの指輪。火の力が秘められている。

　必要魔力：40

　耐久値＋４

　魔力値＋18

　火属性魔法威い力りよくアップ

　分類：指装備




　美しく輝く銀色の指輪と、同色のリング状の耳飾り。そして燃えるような赤色の宝石が添そえられた可愛い指輪が並んでいた。

「珍しい素材を持ち込んでくれて助かったわ！　市場に持ち込まれたラビリンス・メタルの総数がなにしろ少なかったもの」

「性能高いですね！　ダリア用に宝石使ってもらったみたいで、ありがとうございます」

　早速ダリアの右手の人差し指に嵌めてやると、気に入ったのか見せびらかすように右手を突き出している。

「似合ってるよーダリアちゃん！」

　そんなダリアを、愛いとおしそうに紅葉さんが撫なでる。

　表示された料金を払った後、俺達は全てのアクセサリーを装備する。

「ひとまずこれで、一いつ端ぱしの攻略プレイヤー風になれましたかね」

「残すはレベル上げとクラスチェンジね。新しい子仲間にしたら見せにきてね！」

　勿論です──そう言いながら、お辞儀をして紅葉さんの露店を後にする。

　それにしても、新しい召喚獣か──理想は回復や強バ化フが使える支援型なのだが、果たしてダリアは仲良くしてくれるだろうか……。













　冒険の町から離はなれた俺おれたちは、草の町の奥、植物公園へと来ていた。

　明日から港みなとさんが手伝ってくれるとはいえ、多少レベルを上げておけば後のち々のち楽だろう──という考えである。

　それに、負んぶに抱っこは本意じゃない。仕事に影響が出ない程度の時間まで頑がん張ばるとしよう。

　加えて、召しよう喚かん術じゆつの技能スキルレベル20で二体目の召喚獣を呼び出せるとなれば、早く会ってみたいという気持ちが勝まさる。

　ここのフィールドも装備が強くなった事で、以前に比べ狩りやすくなっていると予想できる。

　勿もち論ろんだが、現在オルさんと紅葉もみじさんからいただいた装備で全身を固めてあり、足装備である熟練冒険者の靴くつについては、雷らい獣じゆうと火偽竜サラマンダー装備に比べ性能が落ちるため、アイテムボックスに仕し舞まわれているが、いつかどこかのタイミングで活躍してくれると期待しておこう。

　熟練冒険者の靴にお世話になる場面は、ダメージ系の床があるフィールドやそれを使ってくる敵と戦う時だ。

「よし。じゃあ俺が集めるから順次倒してくれ」

　植物公園はモンスターの湧わきが早く、毒や麻ま痺ひといった状態異常を使う厄やつ介かいな敵も多い。囲まれれば、一体の強い敵よりも脅きよう威いになり得えるものの、ダリアがそれを許さない。

　強バ化フを掛け、俺達は駆かけ出だした。
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「……意外と早かったな」

　待望のレベルアップを告げる音に、呆あつ気けなさを感じながら呟いた。

　時刻は午後十時十二分。

　いつもなら布団ふとんに入っている時間だが──まあ、今回は特別としよう。

　狩りを始めてから一時間と少し。レベルアップが早かった理由として、装備が新調された事により、ダリアの火力が数段上がっていた事が挙げられる。

　俺達は植物公園を後にし、冒険の町から南ナット平原へと転と移ぶ──そしてダリアと初めて会った場所、平原に佇たたずむ一本の木の下で、技能スキルを確認した。




【召喚術 Lv．20】

　召喚／帰還




【召喚】

　力ある存在を呼び出す。召喚にはＭマジツクＰポイントの他に魔石を消費する。

　召喚可能数：２（残り１）




　召喚可能数がしっかり増えている。

　後は召喚したい召喚獣をざっくり決めれば召喚できるが……などと思考しながら、俺は画面を操作していく。

　召喚の部分をタップすると、召喚獣の種類を決める画面が現れる。ダリアのような人型やクロっちのような鳥とり型がた、金きん太た郎ろう丸まるやキングのような獣けもの型がたなどなど、これは最初の時と同じである。

　様々な種類から選び、そこからランダムで個体が選出される仕し組くみだ。

　しかし──。

「……ん？」

　種類の他に《タイプ》という項こう目もくが選べるようになっている事に気付く。

　新たな項目が気になり、俺は半透明のプレートをスライドさせながら、タイプの部分を下げていった。

「物理攻撃役アタツカーに盾役タンク、魔法攻撃役アタツカーに魔法支援サポーターに……結構選べるようになってるな」

　召喚獣の役割のダブり防止だろうか？

　確かに、俺のパーティに盾役タンクタイプの召喚獣が来ても、正直困る。

　勿もち論ろん、二人盾役タンクがいれば、それはそれで安定感は増すものの、その後の召喚で全すべて盾役タンクタイプが当たった場合目も当てられない。

　超低火力パーティになるだろう。

「決められるのは種類とタイプだけだな。……うーん」

　港さんは残りのメンバーのタイプが魔法攻撃役アタツカーだと言っていたし、とりあえずタイプは回復役ヒーラーにすれば間違いないだろう。

　現状、俺もダリアも回復役ヒーラーとしての技能スキルは無いし、薬で賄まかなうにしろ限界があると感じていた。ランダムで出れば御おんの字だなと考えていただけに、渡りに船な仕様と言える。

　召喚獣の回復役ヒーラーならクラスチェンジでの恩恵も受けられるし、野や性せい解かい放ほうでも強化できる。

　ダリアのようにＭＰ管理ができなくなるようなら今一度考えた方が良さそうだが──。

「……よし。決めた」

　魔石を取り出し、召喚を開始する。

　ただならぬ様子を察したのか、背中をするすると降りたダリアが、興きよう味み津しん々しんな様子で俺を見上げてきていた。

「『来たれ我が僕しもべ、召喚サモンモンスター』！」

　手に持っていた魔石の内の二つが光り、現れたスロットに吸い込まれていく。

　そして、ぐるぐると回るスロットが、左から順々に止まっていく。

　──何が出るんだ？

【獣型：鼠ねずみ族ぞく】

【種属値：２】

【タイプ：回復役ヒーラー】

　降りてきた光が魔法陣を形取り、そこから生まれた光が四本足の獣の姿へと、形を変える。

　シルエットは犬よりも小さく、猫よりは大きい。ずんぐりむっくりとした体型である。

　光が収おさまると、呼び出された召喚獣はのそのそとフィールドを歩き、俺の足元でゴロンと横になった。

　茶色の毛に覆おおわれた、愛らしい丸々とした体に、眠たそうに潤うるむつぶらな瞳ひとみ。黒い毛で覆われた手足は細く短い。

「カピバラか」

　鼻をヒクつかせながら、吞のん気きに寝始めたカピバラは齧げつ歯し類るい最大の体を持つとされる、かなりユルい外見の鼠だ。

　召喚する際に獣型を選んだ理由として、素早い動きで敵を翻ほん弄ろうしつつ仲間の支援ができれば単純に硬い回復役ヒーラーよりも脅きよう威いになる──という考えがあった。

　そして召喚獣といえば定番とも言える《モフモフ》。

　ダリアのようにルックス的な癒いやしもアリだが、見てよし触さわってよしの癒しも欲しかったのが本音だ。

　獣タイプである分、コミュニケーションは取り辛づらいかもしれないが、しっかりと意思疎そ通つうを図って親しん密みつ度どを上げていきたい。

　とはいえ……。

「……戦闘能力の無い、外見だけの癒し役ヒーラーとかじゃないよな？　なんにせよ、名前を付けてあげないとな」

　寝息を立てるカピバラの顔を、じっと観察する。

　誰だれかに似てるんだよな。カピバラ。

「……わかった。そして決めた」




　名前　部ぶ長ちよう

　Lv．　１

　種族　鼠族

　筋力─３

　耐久値─15

　敏捷値─３

　器用値─15

　魔力─54

　召喚者　ダイキ

　親密度　11/100




　技能スキル

【回復魔法 Lv．１】【強化魔法 Lv．１】【弱体化魔法 Lv．１】【魔力強化 Lv．１】【魔力回復 Lv．１】【アイテム効果上昇 Lv．１】【分ぶん配ぱい Lv．１】【回復魔法の心こころ得え Lv．１】【支援魔法の心得 Lv．１】【緊きん急きゆう睡すい眠みん Lv．１】




　名前を《部長》としたのは、のんびりした雰囲気といい、顔といい、俺の部署の部長に良く似ていたからだ。

　妙みように貫かん禄ろくがあり、召喚されてすぐに眠りこける太々しさは大物のそれであり、なんとなくだが、この子には頭の上がらない自分が想像できた。

　なんにせよ、これから大事な仲間として一緒に過ごしていく相手だ。

　まずはスキンシップ──と、俺は部長の体毛をクシですくようにしながら撫なでる。

　──うん。

　こう言っては可か哀わい想そうだが、毛並み自体はタワシのようにゴワゴワしててあまり気持ち良くはないな。

　ただ、ポヨンポヨンのお腹なかは、いつまでも触ってられそうだ。

　和なごむ。

　ステータスは初期のダリアに比べ高い値と低い値とで、極端に偏かたよっているのがわかる。

　高い魔力は心強いが、物理攻撃や素早さに期待はできない。ただ、その点かなり強力な技術スキルを備そなえているのがわかる。

　回復役ヒーラーの心臓部分とも言える回復魔法に加え、強バ化フと弱体化デバフの魔法も備えたハイブリッドタイプだ。

　魔力強化や魔力回復に加え、回復魔法の効果を上げる回復魔法の心得や、強化・弱体化魔法の効果を上げる支援魔法の心得などのサポート技能スキルも充実していた。

　アイテム効果上昇は文字通り、自身へのアイテム効果を上昇させるPassive常時発動型の技能スキル。

　これも育てば強力な技能スキルになりそうだ。

　緊急睡眠はＭＰやＳスキルＰポイント切れを残り１で抑おさえる効果と、強制的に《睡眠》の状態異常になる代わりに、自身のＬライフＰポイント・ＭＰ・ＳＰを自然回復させる技能スキル。

　この技能スキルで睡眠した場合、耐たい久きゆうが上昇するおまけ付きだ。

　これにより、部長はＬＰ切れ以外で死ぬ事がなくなっているようだ。ただ、この技能スキルで睡眠状態になった場合、薬での状態異常回復ができないともある。

「──この《分配》は特に凶悪だな」

　部長の技能スキル《分配》は、パーティ内限定だが部長自身のＬＰ・ＭＰ・ＳＰを任意の数値メンバーに分け与えるActive任意発動型技能スキルだ。

　部長自身の限界数値以上は分け与える事ができないものの、味方のＬＰだけでなくＭＰ・ＳＰの管理までできるぞ、これ。

　野性解放でダリアがＭＰを際さい限げんなく使っても、部長がＭＰを分け与えればＭＰ切れになる心配は減る。

　部長には薬をあげればいいし、その薬の効果も技能スキルで上がっている。万が一にも、緊急睡眠が控ひかえているから、部長を死なせる結果には繫つながらない。

　これは……立ち回り次第では、相当優秀な回復役ヒーラーになるな。

「よろしくな。部長」

　聞いてるか聞いてないか、ぐーすか寝息を立てる部長を撫でる。

　こうして、俺達に新しい仲間が加わった。
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「椿つばき、Frontierフロンテイア Worldワールド始めたんだって？」

　殺さつ風ぷう景けいなコンクリートのジャングルを眺ながめるように、柵さくに手を置く謙けん也やが問いかけた。

　道路を忙せわしなく走る車や歩道を歩く多くの人が視界に映る。

「うん。始めたよ。今日も昨日に引き続き、自分専用の弓の製作と釣つり竿ざおの製作をする予定」

　バナナのイラストが描かれた紙パックのジュースをストローで啜すすりながら、椿は気の抜けたような声で返した。

　見るに、相当遅くまでプレイしていたのだろうか、本日何度目かの欠伸あくびを目を擦こすりながら嚙かみ殺ころしている。

「脳に酸素が足りてない証しよう拠こだぞ。ゲームはほどほどに、だ」

「わかってるってばー」

　かくいう俺も、普段より遅くまでゲームをしていた訳だから、これは自分への活かつも含まれている。

「そうそう。俺達のギルドさ、ようやくギルドホームが購入できたんだよね」

　ここにいる全員がプレイしていると知るや否いなや、遠えん慮りよなくと言わんばかりに語り出す謙也。

　そうか、念願のギルドホームが完成したのか。

「お！　頑張ったなあ」

「なにそれ？」

　流石にCoatコート ofオブ Armsアームズ程の巨大ギルドホームとまではいかないだろうが、それでも相当な金が必要だっただろう。あの少ない人数で建てるのだから尚なお更さらだ。

　椿はギルド自体知らないようで、謙也は簡単に説明をした後、話を進める。

「ギルドホームを持つと《ギルドクエスト》っていう特殊なクエストが受けられるようになるんだ」

「ふーん」

「具体的にどんな内容なんだ？」

　ギルドクエスト。

　Coatコート ofオブ Armsアームズのカウンターにもあった名前だ。

　謙也は煙草たばこの煙けむりを吐き出し、説明を加える。

「確か、ゲーム内に存在する《冒険者ギルド》って所から、ギルド単位で依頼が来るんだよ。中身はモンスターの大量発生からダンジョンの制覇と色々だな。そんでコレはギルドに所属してないプレイヤーでも、ギルドを介して受けることができる」

「ギルドに所属してない……じゃあ謙也達宛あてに届いた依頼を、私が受ける事も可能なわけ？」

「そうなるな。貰もらえる経験値や報ほう酬しゆうが旨うまいと聞いた事がある。そして、クエストが達成されればギルド側にも報酬が出る。大型ギルドなんかはクエストを独どく占せんせずに、一般のプレイヤーが受けられるようにしているケースが多いらしい」

　依頼の数がどれほどなのかは不明だが、他のプレイヤーはギルド宛に来たクエストを受けられ、旨うま味みがあるし、ギルドは彼らの働きで報酬が出る。

　実によく出来たシステムだ。

「失敗した場合は？」

「依頼を受けた人物、及びパーティが全滅し、リーダーが無理だと判断し破は棄きした場合。そして、受けてから二十四時間経過した場合、クエスト失敗になる。失敗すればそのクエスト依頼は消えるが、特に重いペナルティは無い。少々の罰金が科かせられるくらいだな」

　なるほどな。

　そして恐らく、罰金程度の金を、一般のプレイヤーがクエストを受ける時に契約料として受け取っているんだろうな。

「どうだ？　二人ともうちに入る気になったか？」

「今の話だと、所属してなくても特に問題ないように聞こえたけど？」

　椿が携帯を弄いじりながら、興味なさそうに返す。謙也は標的を俺に絞しぼったように、話を続けた。

「所属メンバーの契約料の負担はギルドが持つ。ホームが完成してからメンバーは結構増えたが、新規プレイヤーが多いから指導主任が欲しい。新しい召喚士の子もいるぞ」

「総務部の主任が何言ってんだよ」

　あまり期待していなかったのか、俺の返答に謙也はカラカラと笑ってみせた。

　ともあれ、謙也のギルドも徐々に大きくなってきてるんだな。一パーティに満たなかった頃が懐なつかしい。

「そういえば椿。弓の製作って言ってたけど、店売りに無かったのか？　もし必要なら知り合いの装備屋を紹介するぞ」

　正直、戦闘職とも生産職とも取れるスキル構成の椿の作品より、オルさんのような純粋な職人の方がステータスの高い武器が作れるだろう。

　それに、今のオルさんなら、装備にボーナスを付ける事もできるはずだ。

「それがね、面白い方法を見つけたんだ。店売りの弓って威い力りよくは選べるけど、引いてみると強さが結構物足りないんだ。でも自分で素材から集めて作ると色々調整できて理想の強さが作れるの」

「強さも店の人に注文できないのか？」

「駄だ目めだねー。露店の人で弓道やってて、和わ弓きゆうの作り方を理解してる人がどれほどいるのって話。私は握にぎり皮かわから弦つるまでこだわりたい。竹が生はえてるフィールドないかなあ」

　……経験者じゃない俺にわからないワードがいくつかあるが、要するに〝そういう事〟なのかもしれない。

　俺のように弓を良く知らない人はシステムに従い、武器としての弓は作れるものの、それは武道のための弓とは少し違うようだ。

「で、こだわった結果の寝不足か？」

「……そゆこと」

　苦笑しながら舌を出す椿。彼女はハマったらとことんなタイプなので、その部分はわからんでもない。

　元々、最前線に追いつくだとか、生産職の頂点に立つだとか、そんな志こころざしは無いからな。

「んで、大だい樹きの方はどうだ？　またフィールドボスのソロ討とう伐ばつでもしたか？　まあ、厳げん密みつにはダリア嬢と二人でだが」

「俺の方は新しく部長を仲間に入れた」

「部長？」

「そう。営業部の成なり田た部長」

「？」

　正確には〝に、似た召喚獣〟が入るが、近いうちに顔合わせするだろうし、ちょっと秘密にしておくか。
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　仕事から帰った俺は家事やあれこれを済ませ、Frontier Worldにログインする。

　今日は港さんと俺のレベル上げに行く予定になっているから、早めにインしてメールを打っておきたかった。

　昨日のログアウト場所である冒険の町ポータル前へと画面が切り替わり、町を歩くプレイヤーやＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターが会話を交かわしながら行き来しているのが見える。

「よ、こんばんは。ダリア、部長」

　足元にいる召喚獣達に挨拶をする。

　ふむ……ダリアの頭の上に部長が乗っているが、いつの間に仲良くなったのだろうか？

　同じ召喚士から生まれた召喚獣達だから、仲も結構良いのかもしれない。

　種族は違えど、姉と弟みたいなものだろう。

　とはいえ部長の体は決して小さくない。ダリアの頭に乗っていると言うよりは、はみ出してぶら下がってるようなイメージだ。

　上半身だけ頭の上に乗せ、下半身はだらりと背中に伸びている。

「……え？　ちょっ、この状態で肩車？」

　物思いに耽ふけっていると、ダリアがいつもの調子で背中をよじ登ってきた。

　頭に重りを乗せているためか、かなりゆっくりな速度だ。

「……」

　そして定位置に装備された。

　部長の体重も相あいまって、結構な重さになっている。

　てっきりダリアが部長に乗るものとばかり思っていたが……。

　気を取り直し、港さんにメールを送るべくメールボックスを開くと、数時間前に送られてきた運営からのメールが入っていた。

　どうやら、トーナメントについての詳細のようだが……長い、そして細かかった。

　ざっくりとまとめるなら、早めの登録をしなさい。参加しない人も別の形で楽しめます。回復アイテムは支給されたものだけ使えます。蘇そ生せいに時間が掛かかります。マナーある戦いを。

　こんなところだろうか。

　会場には回復アイテムは持ち込めないが、召喚獣の蘇生に使う魔石は例外という事だろう。

「職のあれこれは書いてなかったから極きよく端たんな話、回復役ヒーラー六人パーティとかでも参加はできそうだな。勝ち進めるのかは別として」

　今一度、メール内容を読み直しながら一人ごちる。

　イベント規定の穴を探すのも、一種の楽しみ方である。

　それに、王様直じき々じきにコロシアムに来ての戦士集めや討伐戦などなど、後のイベントを匂におわせる情報もちらほらある。

　討伐戦で連想できるのは大量のモンスターか、超巨大な強力モンスターか……それとも両方か。

　ダンジョンに続いて対人戦、そして多くのプレイヤーを巻き込んだ大規模なイベント戦……いい具合に内容がバラけているな。その次は非戦闘職向けの何か、それとも職業毎ごとの特殊イベントか。

　なんにせよ、今やるべきはトーナメントイベントに向けての準備だ。

　俺は運営からのメールを閉じ、港さんにメールを送った。
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　港さんからの返信を待つ間、俺達は近くのレストランに来ていた。

　今回は部長もいるから、肉料理専門店よりも多種多様な料理を頼める店を選ぶ。

　食の好みを知っておくのは、仲良くなるための近道だ。

　店内は異様な混こみ具合を見せ、従業員ＮＰＣ達は忙しそうに注文取りや料理運びに動き回っている。

　夕食時だからだろうか？

　客の殆ほとんどがＮＰＣのようだ。

「いらっしゃいませ。三名様でよろしいでしょうか？」

「はい」

　笑顔が可か愛わいい従業員に案内され、俺達は窓際の席へと腰を掛けた。

　ダリアはともかく、完全に獣の形である部長を〝一人の客〟として扱ってくれたのは嬉うれしい。

「部長って、食べ物は何が好きなんだ？」

　メニュー表に涎ヨダレを垂たらしながら、肉料理が並ぶ写真に釘くぎ付づけのダリア。

　俺は部長を膝ひざの上に乗せてやり、メニュー表を開く。

　因ちなみに俺達はテーブル席の片側に全員腰掛けている、所謂いわゆるカップル座りの状態。空席となっている向かい側が寂さびしそうだ。

　部長は鼻をヒクつかせ、理解してるのかしてないのか、メニュー表の上から下まで目を通すように頭を動かしている。

　カピバラって齧歯類だから、王道な所でチーズとかか？

「部長……それは料理じゃなくて材料の一覧なんだけど……」

　一通りメニュー表に目を通した部長は、様々な料理達ではなく、材料として並ぶ人にん参じんや林りん檎ごなどの写真に釘付けになっていた。

　料理した物は動物の口に合わないかもしれない……が、果たしてそのままの野菜や果物を提供してくれるかどうか。

　ダリアも決まったらしく腕をつついてきたので、注文を取りに回る従業員に声を掛けておいた。

　しばらくして、注文を取りに来てくれた従業員は一組の老夫婦を連れ、申し訳なさそうに頭を下げる。

「申し訳ありませんお客様。ただいま店内、大変混み合っておりまして、相あい席せきをお願いしてもよろしいでしょうか？」

「もちろん構いませんよ」

　座る席がなくなるほどの混み具合とはすごいな。初めてくる場所だったが、かなり人気の料理店なのかもしれない。こりゃ料理が楽しみだ。

　ニコニコと笑顔を見せてお礼を言う老夫婦に会え釈しやくで返し、俺は従業員に料理を頼んでいく。

　部長用の人参と林檎も、嫌いやな顔一つせずに了りよう承しようしてくれた。

「メニュー表どうぞ。私はもう注文を済ませましたので、気にせず使ってください」

「ええ、ありがとう。お兄にいさん」

　にこやかにメニュー表を渡すと、お婆ばあさんはお礼を言いながらメニュー表を受け取る。笑顔を見せるお爺じいさんは、俺に大人しく撫でられている部長とダリアを興味深げに見ていた。

「若い方。もしかして貴方は《異い人じん様》ですかな？」

　お爺さんは召喚獣達から視線を外し、俺へと向き直る。

　異人……か。

　この老夫婦もＮＰＣだ。俺達がプレイヤーとＮＰＣとを見分けられるように、ＮＰＣ側も俺達の事を自分達とは別の存在だと認識しているのだろうか。

　となると、《異人》というのは《異世界人》か《異星人》か。

　宇宙船のような高度な科学技術のないこの世界で異星人は無いか……ならば、全く別の世界から魔法のような力で来た異世界人のような設定の方が、この世界ではしっくりくるかもしれない。

「そうですね。恐らくそうだと思います」

　世界設定に自信が無いので、なんとも曖あい昧まいな返答となってしまった。

　しかし、老夫婦は疑問が解消されたのか、納得した表情で頷うなずく。

「おお、やはり」

「古くから話が伝わるくらい、有あり難がたい存在なんですよ。異人様は私達とは違う、大きな力と使命を持ってやってくる存在。剣を抜けば巨大な敵をも斬きり伏ふせて、杖を掲かかげれば数多あまたの敵を討うち滅ほろぼす。槌つちを振るえば奇跡の鎧よろいが生み出され、苗なえを植えれば甘かん美びな果実が大きく実る……とね」

　お婆さんは、まるで御お伽とぎ噺ばなしを語るかのように異人について語る。これは、俺達の《職業》だったり《ステータス》だったり、《技術スキル》だったりを指さしているのだろうか。

「私はそんな大層な存在ではありませんが、過去に大たい成せいした異人がいるのですね」

　お婆さんの話は何かに基もとづいているように聞こえた。話のルーツとなる何か。

「ええ。その昔、人々を攫さらっては食らう蜥蜴トカゲの一族が今の風の町を根ね城じろとして悪行の限りを尽つくしていましてね。そこに六人の異人様が現れ、灼しやく熱ねつの活火山の麓ふもとにある大きな洞窟に蜥蜴族の親玉を封印したんですよ」

「あれほどの化け物にも異人様は勇ゆう敢かんに立ち向かわれた。お陰でワシらはこうして平へい穏おんに暮らしていられるでの」

　感謝するように頭を下げる老夫婦。

　俺が成なした偉い業ぎようじゃないんだが、彼等は異人全体に対してお礼を言っているんだろう。

「最近聞くのは平原にのさばっていた巨人を倒してくれたとか。高級な蜜みつが採れる木に住み着いた昆虫を追い払ってくれたとか。どこにいても異人様の噂うわさは耳にしますよ」

　うん。それは心当たりがあるけど黙だまっておこう──なんにせよ、俺達プレイヤーが行った数々の行動はＮＰＣ側にも情報として行き届いているようだ。

「そういえば、最近風の町で蜥蜴の一族の目撃情報があるようじゃ。異人様も旅の際は、くれぐれもお気をつけなさるようにのう」

「ははは。肝きもに銘めいじ……ておきます」

　お爺さんの言葉に返答する途中で、鐘かねを鳴らしたような音と共に、視界の端はしに半はん透とう明めいのプレートが出現した。

　老夫婦には見えてないようなので、俺は目だけ動かして内容を確認する。




【クエスト：リザード族の住処すみか】推奨Lv．20




　クエストか……。

　ＲＰＧだとお馴な染じみの、ＮＰＣからのクエストだろうか。そういえば、ＮＰＣの人達とこうやってしっかり話したのは初めてだったな。

　ギルドクエストがあれば、通常のクエストもあるという訳か。
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　クエストを受けるという初の体験をした俺達は、食事を済ませて老夫婦に別れを告げる。

　やはり混んでいるだけあって人気の店だったようだ。料理もなかなか美お味いしかったな。

　適当なベンチに座りながら、視界の端にあった半透明のプレートをタップして詳細を確認する。




【クエスト：リザード族の住処】推奨Lv．20

　風の町付近に現れたリザード族を倒しつつ、住処とされる活火山の洞窟へ向かいましょう。※報酬はその場で貰えます。

　◯リザード・ランサー［0/10］

　◯リザード・ファイター［0/10］

　◯リザード・アーチャー［0/10］

　◯リザード・クレリック［0/10］

　◯灼熱洞窟［未到達］

　報酬：経験値［1,280］

　報酬：Ｇ［7,600］

　開放クエスト：洞窟のリザード族




　風の町の奥にある《温おん風ぷうの抜け道》にいるリザード達を倒す事と、その先にある火山まで行くのが一連のクエストか。

　達成するとその場で報酬が貰え、更さらに派生するクエストの開放……か。

　もしかすると、このクエストの終着点って老夫婦が言っていた蜥蜴族の親玉なのかもしれない。

「となると相手はフィールドボスになるのか」

　お婆さんの話にあった《六人の異人》っていうのは、倒せる最大限の人数を表しているのだろう。

　この話にある親玉は一パーティでの討伐が推奨されている〝フィールドボス〟であると考えられる。

　港さんにも来てもらって、その親玉とやらの討伐をするのでも良いが……灼熱洞窟、やたらと暑そうな名前だ。













「いやー、悪いな待たせちまったみたいで」

「いえいえ。クエストを受けたりしていたので待ちぼうけって程ほどじゃありませんでしたよ」

　ポータル前で待っていると、どこからか転移してきた港みなとさんが頭を搔かきながらやって来た。

　傍かたわらには猫のようなサイズの黒くろ豹ひようのキングと、ボロのフードマントを着た人じん骨こつが宙に浮いていた。

　死神を想像すれば、この召喚獣の容姿をほぼ把は握あくできるだろう。

　死神と違う点を挙げるとするなら、手に持つ得物が鎌かまではなく、蔦つたが絡からみ合ったような大きな杖つえという部分だろうか、ぽっかりと開く眼がん窩かの奥に青色の炎が灯ともっている。

「こいつは屍し人びと族ぞくの《ケビン》。昨日言ったように、攻撃魔法を得意とする魔法攻撃役アタツカーだ」

　宙に浮くケビンに目を奪うばわれている俺に、キングが犬のように尻尾しつぽを振りながら飛びついてきた。

「キングは本当にダイキを気に入ってるようだな……俺がログインした時でもここまではしゃがないぞ」

　この光景に苦笑する港さん。

　キングは寂さびしがる主あるじには目もくれず、俺の胸に顔を擦すり付つけ戯じやれついてくる。

「いてててて！　ダリア痛い！」

　駄だ目めだ。キングが戯れるとダリアが嫉しつ妬とする。部長を抱っこしても一切嫉妬しなかったのに！
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　黒豹と少女とカピバラに囲まれながら、ケビンを連れて港さんと歩く。

　部長が増えた事により雑談の話題が絶えることは無かったものの、賑にぎやかになったお陰かげで道行くプレイヤーにいつも以上に注目される結果となった。

「んで、当面の目標なんだが──王都に居る、あるＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターのクエストを進めていくのが良いと思ってる」

　ケビンに魔ま石せきを与えながら、港さんが今日の予定を語りだす。

　話を要約するに、王都には職業毎ごとに一人ずつ《師匠》が存在し、彼らの出す課題クエストをクリアするのが、レベルアップの近道だという。

「でも俺、まだ王都に行った事ないですよ」

「俺が開かい拓たく済ずみだから大丈夫だ」

　以前俺がケンヤ達を風の町へと運んだように、未開の地でも、パーティ内に開拓済みのメンバーが居れば転移に便乗できる。非常に便利な仕様だ。

　冒険の町のポータル前へとたどり着き、港さんが手をかざす。

　視点がぐるりと暗転し──三秒後には、目の前いっぱいに《王都》が広がっていた。

「に、賑わってますね」

　まず最初に目に付くのは──ポータル前のプレイヤー、そしてその数だ。

　Frontierフロンテイア Worldワールドのサービス開始日にも似た人口密みつ度どに、思わず酔よう。

「冒険の町に代わり、王都がプレイヤー達の活動拠点になってるからな。面積も敵の出ない場所セーフテイエリアとしては最大だ」

　と、港さんが得意げに語る。

「クラスチェンジができる《職しよく業ぎよう安あん定てい所じよ》や、ゲーム内では最大規模の《居きよ住じゆう区く》もある。王が住んでいる土地だから当然だが、重要度の高いエリアだな」

　冒険の町同様に石造りの建物が多く立ち並んでいるが……その殆ほとんどに、複雑な機械が組み込まれている。

　むき出しの歯車や飛行船などなど、風景は他の町よりも近代的と言えるだろう。

　モンスター……もしくは他国からの襲撃に備そなえているのか、途と方ほうもなく広い王都をぐるりと囲む分厚い壁も印象的だ。

　壁の上には大たい砲ほうと、二又の槍やりのような巨大な装置が等とう間かん隔かくで設置されているのが見える。

　道行くＮＰＣを見ると、猫の耳を生やした女性や全身が機械の男性、三メートル程の巨体を持つ女性や、身長はダリアより低いが逞たくましい筋肉を持つ初老の男性などなど、様々な種族が暮らしている事がわかる。

　中には首輪をつけられ重そうな荷物を持たされている獣けもの姿すがたの人が、でっぷりと脂し肪ぼうを蓄たくわえた男性に罵ば声せいを浴びせられながら歩いている姿も見える。

「奴ど隷れいか……」

　少なくとも現代の日本には存在しない制度なため、プレイヤーによっては激げつ昂こうし、太った男性に攻撃を仕掛ける可能性もありそうだ。

　ともあれ、言い方は悪いが奴隷は所有物扱あつかいだろうし、ただ虐しいたげられていると考えるのは危険だな。太った男性が正当な契約で奴隷を連れているなら、下手すれば攻撃した瞬間、プレイヤーの方が罪人として処しよ罰ばつされるかもしれない。

　どちらにせよ、見ていて気分がいい物ではないのだが……。

「目的の召喚士は王宮に居る。性格に難なんありだが、クエストで取得できる経験値量は相そう当とうなもんだぜ」

　そう言って、正面にそびえ立つ立派な城へと歩き出す港さん。

　立ち並ぶ店や奴隷の事も気になるが、今優先すべき事を考え、彼の後に着いて行った。
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　門番と軽い挨あい拶さつを交かわし、そのまま城内へ。そして、中央にある純白の階段を登りながら──我が慢まんできず、ツッコミをいれる。

「警備甘すぎませんか!?　ここ、王様が住む城ですよね!?」

　問題なく進めるに越したことはないが、それにしても不安になる程の呆あつ気けなさだ。特に門番のあの警けい戒かいの無さは問題ではなかろうか？　あれではまるで友達への挨拶だ。

「あー、本来なら相当面倒くさい審しん査さを終わらせる必要があるんだが……これもポータル転移と一緒で、俺と一緒だったから簡単にパスできたわけだ。一定量の《名声》さえ維い持じしてれば、ここは友達の家同然に入れる」

　確かに警備が甘すぎだよな──と付け加え、苦笑する港さん。

　便利な仕様ではあるが、色々と不安になるなあ……。

　階段の先は大広間となっており、等間隔で設もうけられた部屋の入り口には職業毎の名前が書いてある。

　そして、《召喚士》と書かれた部屋の前まで移動したところで港さんが振り返る。

「ここに居るのは王都騎士の召喚士《フレイル》。さっき言ったように、性格に難のある人物だが得えられるものは多い……奴から多くを学び、盗む事がトーナメントで勝ちを稼かせぐ近道だと俺は思う」

　その真剣な表情と言葉に対し、俺は大きく頷うなずく事で返事をする。

　王都騎士のフレイル──果たしてどんな人物なのだろうか？

　ドアをノックし返事を合図に中へと入ると……そこには紋もん章しようギルドにもあった戦闘用のフィールドと武器の数々、そして、腕組みをしながらこちらを睨にらむ一人の男性が立っていた。

「よく来たな、見習い召喚士諸君」

　鎧よろいを身に纏まとった若い男。金色の前髪を上げたツンツンヘアーで、獣のような鋭い眼光が印象的だった。

　傍らには、眠たそうに目を細めながら腰に下げた剣の柄を撫でる女騎士が立っており、足元には絶ぜつ賛さん毛づくろい中の黒猫が居る。

　挨拶を交わし、ここへ来た理由を話すや否いなやフレイルさんは「全員フィールドに上がれ」と言い放つ。

「俺様は弱い奴に教えるほど暇ひまではないからな。まずは実戦にてお前達の実力を測はかる」

　出会って即戦闘とは予想外である。

　港さんの方へと視線を向けると「予想してた通りだな……」という呟つぶやきが聞こえ、肩を竦すくめているのが見えた。

「なんにせよ俺達とダイキ達の初パーティ戦闘だ、敗北から多くを学ぼうぜ」

　開き直るような口調で言った後、フレイルさん達が待つフィールドへと歩き出す港さん。

　なんだろう？　やけに弱気だな。

「やるからには負かすつもりでいきましょうよ！　こっちは六人フルパーテイなんですから」

　俺の言葉に同調するように、ダリアと部長もやる気を見せている。とても心強い。

　俺達の様子を見て港さんは申し訳なさそうに「あー、なんだ」と頭を搔き、フィールド上で待つ王都騎士へと視線を向けた。

「言い忘れてたが、フレイル達のレベルは……」

「おい！　何をモタモタしてるんだ！」

　港さんの言葉を遮さえぎるようにフレイルさんが声を張る。

　恐る恐る彼の方へと視線を向け、そこに表示されたステータスを確認──戦せん慄りつした。

「俺様は気が短い、早く来い」

【王都騎士召喚士フレイル Lv．】

【召喚獣ローズマリー Lv．】

【召喚獣ビビアン Lv．】
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　空中を舞うハイメタル・ソードが虚むなしく地面に突き刺さり、喉のど元もとへ突きつけられた剣先に、動どう揺ようで揺れる俺の瞳ひとみが映る。

「『敵の動きに備そなえよ』……まあ、及きゆう第だい点てんだな。一応合格だが、次は更さらに難なん易い度どが上がるぞ」

「は、はい」

　片かた膝ひざをつく俺をひと睨みし、ふんっと、不機嫌な様子を隠さず剣を鞘さやに戻すフレイルさん。隣に立つ女騎士──ローズマリーもまた、二本の剣を腰に戻した。

　辺りには大の字になり呼吸を荒くするダリアと、地面に沈しずむように倒れる部長。港さん達も全く余よ裕ゆうが無い様子だ。

「強い……これが、王都騎士」

「レベル１００カンストは伊だ達てじゃないってか。負けてしかいないが、いい練習にはなってるな……」

　あまりの実力差にもはや笑うしかないが、港さんは今までの戦闘の中で着実に何かを摑つかんできているようだった。

「もうやめるか？　俺様は別にどちらでも構かまわん」

　戦闘の後、必ず彼はこの質問を投げかける。一応、途中終了ができるよう配はい慮りよしてくれているようだ。

　とはいえ、あれからかれこれ二十戦近くも戦闘しているが一向に勝てる兆きざしは見えない。

　戦闘の一回一回がクエスト扱いになっているため経験値は貰もらえる。結果として戦闘途中に部長の進化が行われたのだが──見た目上の変化はあまりない。




　名前　部長

　Lv．11

　種族　魔ま鼠そ族ぞく

　状態　野性解放

　筋力─16［20］【36】

　耐久値─34［20］【54】

　敏捷値─16［20］【36】

　器用値─34［20］【54】

　魔力─86［20］【】

　召喚者　ダイキ

　親密度　13/100




　それでも進化によるステータス上昇は相当な数値であり、特に魔力がかなり伸びているのが分かる。種族名も鼠ねずみ族ぞくから魔鼠族へと変化していた。

「──とりあえず個人への宿題だ」

　まだまだ余裕がある様子のフレイルさんはフィールドに倒れこむ俺達をぐるりと見渡し、まずは俺へと視線を向けた。

「ダイキ、お前は味方が窮きゆう地ちに追いやられると無理にカバーしに行こうとする傾向が強い。普段の冷静さが保てれば向上の余よ地ちはあるが、パーティ唯ゆい一いつの盾役タンクとして、最優先事項を考えろ」

　言い方こそ高圧的な彼だが、アドバイスは相当為ためになる。乱暴な口調とは裏腹に、俺達の事をしっかりと考えてくれている事が伝わってくる。

「それと──男によくある事だが、ローズマリーに攻撃する時だけ一瞬迷うのを止やめろ。彼女に失礼だ」

「す、すみません」

「き、気をつけます」

　フレイルさんのため息まじりの言葉に、俺だけでなく港さんも、ローズマリーさんに頭を下げた。

　金色のショートヘアに、トロンと眠そうな目。おっとりした表情の美女。

　彼女はフレイルさんの召喚獣で、二本の剣を操あやつるスピードファイターだ。実力は俺達とは比ひ較かくにもならないのだが……それでもなお遠慮してしまう。そして、フレイルさんには全すべてお見通しのようだった。

「次にダリアだが、お前もお前でダイキへのカバーが過か剰じようだ。何度も言うが、優先すべきは回復役ヒーラーたる部長の援護。それと、港に目もくれないのは何事だ？」

「待ってくれダリアちゃん。俺も仲間だよな!?」

　呆あきれるように注意するフレイルさんと、焦あせりながらダリアを見る港さん。

　ダリアはダリアでプイと顔を逸そらし、不機嫌そうに顔をしかめている。

「ダリア、フレイルさんの言う事は正しいよ。ちゃんと意識して戦うんだぞ」

　俺の言葉に、コクリと頷く。

　他人の言う事を聞かないのも考えものだな……。

「部長は明らかに手を抜いてる。俺様には分かるぞ？　回復役ヒーラーはチームの要かなめ、分かるか？」

　フレイルさんの言葉に、部長は短い前足を力なく上げる事で返事としていた。

　表情は摑みにくいが、フレイルさんが言うようにかなり余力がありそうだ。

「部長は役割的に一人だけ動きが全く違う。当分はビビアンの立ち回りを覚え実戦に反映させるのが目標だ」

　と──フレイルさんは、足元で大人しく座る黒猫へと視線を移す。

　ビビアンは部長と同じく回復役ヒーラーであり、部長は役割的に彼女の動きを真ま似ねるのが一番成長できると考えられる。

　分かっているのかいないのか、フィールドの上にごろりと横になる部長。

　その丸いお腹をポンポンと撫なでながら、反省点を踏ふまえ、次なる戦略を頭の中で考えるのだった。













　昼休み──屋上。

　弁当を取り出し、プラスチック製の蓋ふたをあけるだけの作業に手こずる俺おれを見て、隣に座る椿つばきが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「何してんのよ。私が開けてあげよっ……うーわ、なにそのどす黒いクマ」

「成せい績せき不ふ振しんで不眠の日々かー？　営業部のエースは理想が高いな」

　俺の顔を見てドン引きの声を上げる椿に反応し、携帯を見ていた謙けん也やもこちらに視線を向けた。

　仕事の方は順調そのものだ、余計なお世話である。

「あー……ちょっとトーナメントに向けた特訓をね」

　重くなる瞼まぶたを擦こすりながら答える俺に、二人は呆あきれたようなため息を吐つく。

「ついこの間ゲームのやりすぎに注意しろって言ってた本人がそれ？　流石さすがの私も、ここまで夢中になってやってないよ」

　椿の言葉はごもっともで、彼女の寝不足を注意したのは四日前である。俺はその後、連日夜よ更ふかしをして作戦や陣形を考えてこのザマだ。

　ぐうの音も出ない指摘に、ただ苦笑いするしかなかった。それを見た謙也が気を利かせ、話の流れを変えてくれる。

「……それだけ追い込んでやってるって事は、トーナメントの方も相当良いところ狙えるんじゃないのか？」

「狙いはもちろん上位入賞だよ。助すけっ人との人との連携も様さまになってきたし、今日あたりでクラスチェンジできそうだ」












　最初はぎこちなかった連携も回数を重ねる毎に改善され、フレイルさん達との訓練に次つぐ訓練によってレベルも相当に上がっていた。

　クラスチェンジができれば、また更さらに違った戦い方も可能となってくるだろう。

　トーナメントの日は近い。この短期間で技術をどれだけモノにできるか……。
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　鋭するどく振り払われる剣を盾たてで受けながら勢いを殺すように横に跳とび──俺が直線上から消えたタイミングに合わせ、ダリアの魔法が宙を駆かける！

　隙すきを作ったローズマリーに、螺ら旋せん回転する炎の槍やりが迫り──。

「ほぉ……」

　炸さく裂れつするその刹せつ那な、発生した半透明の膜まくによって防ぼう御ぎよされ、奇くしくも魔法は打ち消される。

　黒猫ビビアンの隙のない援えん護ごによって不意打ち作戦も失敗に終わり、フィールドに時間切れを告げる音が響き渡った。

　まだ届かない……か。

「今のは悪くなかったぜ」

　剣を鞘さやに納おさめながら歩いてくるフレイルさんが満足そうに腕を組んだ。

　毎日のように戦っているにもかかわらず、未いまだにまともな攻撃を一撃も与えられていない事に焦あせりすら感じていたが……褒ほめられたのは初めてだった。

「駄だ目めだったか、ダイキ。タイミング的にも良い線行ってたと思ったけどな」

　と、残念そうに寄ってくる港さん。彼の表情からも、流石に疲つかれの色が見て取れる。

「10が最高得点だとして、今のお前らはオマケしても３ってところだな。突破口である人数差も生かしきれてない」

　相変わらず、息一つ乱していないフレイルさんが反省点を淡たん々たんと述べていく中で、最後に思い出したかのように俺へと視線を向けた。

「……っと、お前も時期が来たみたいだな」

「おかげさまで、なんとか」

「なら今日の訓練はここら辺で終わりだな。早さつ速そくだが今から《砂の町》に向かってもらう」

　フレイルさん曰いわく、クラスチェンジには満たさなければならない条件の他に必要な物があるらしい。既すでにクラスチェンジを済ませている港さんもそれは承知済みのようだ。

　砂漠の花──通称、力の印。

　危険な魔物の巣に囲まれた過か酷こくな地に自らの足で赴おもむき、その花を調達する事が一種の《試験》になっているとの事だった。

「まあなんだ、町も含め周辺は危険な場所ばかりだ……気をつけて行ってこい」

「あれ？　もしかしてダイキっち達の事心配してます？」

「うるせえ!!」

　ローズマリーに茶化され憤ふん慨がいするフレイルさん。

　鬼教官から心配されるというかなりレアな体験をした俺達は王都を後にし、危険な地と言われる砂の町へ向かうのだった。
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　しばらく歩いて森を抜けると、一面に砂漠が広がった。少し遠いが、小さく町も見える。

　砂漠は人間が住むにはあまりにも過か酷こくな環境だと言われている。最高気温五十度以上、最低気温は氷点下二十度という恐ろしい振り幅はばだ。

　今は夜だから本来であれば温度は極めて低い筈はず。それが、肌寒い程度で済んでいるのは温度制限が掛けられているのだと考えられる。

　そこまでリアルに再現されたら、ゲームどころの騒さわぎじゃ無くなってしまうのだろうが……。

「あそこが《砂の町》。色々と癖くせのある町で、野や蛮ばんなクエストが多く集まっている」

　港さんは敬礼のように目の上に手を当て、遠くに見えるその町に視線を向けた。

　俺のクラスチェンジが近いという事でフレイルさんから言われ、必要アイテムの購入のため辺境の町──砂の町へとやって来ていた。

「因ちなみに、どんなクエストですか？」

「俺が今まで受けたクエストは三つだが、クリアしたのは一つだけだ。まあ、なんだ。かなーり胸むな糞くそ悪わるいシナリオでな。他はパスしたんだわ」

　クエストと言えばレストランで相あい席せきとなった老夫婦から受けたリザード族の討とう伐ばつが頭をよぎるが、他のゲームでもあるように、お使いクエストの類たぐいや採取クエストもあると予想できる。

　中には人を殺したりといった過激なクエストも過去のゲームにはあったが……港さんの言う〝胸糞悪い〟内容のはそのあたりのクエストだろう。

「ただ、飯は旨うまいし周りの狩り場は経験値が多い。平均レベルも高いからライバルも少ないし……ちょーっと、治安が悪いだけだな」

　港さんの言うちょっとと、俺の知るちょっとの差がどれほどあるのかはさて置き、風の町のように穏おだやかな場所もあれば、砂の町のような場所もあると言う事だろう。

　俺も胸糞なクエストはノーサンキューだが、せっかくの町だ。是ぜ非ひとも足を運んでおきたい。

　町へ向けて歩いていると、砂の中からウナギと蛇ヘビの中間のような生物が現れ、行く手を阻はばんだ。

　見上げるほどの巨体をうねらせるその姿を見て、アマゾン川に生息する《カンディル》という恐ろしい生物を連想した。実際それに近い形状をしている。

　分かる人には分かるトラウマ物の生物だ。俺は無意識の内に前と後ろを隠していた。

【サンド・デビル Lv．35】

　流石にレベルが高い。俺達は勿もち論ろん、港さんも倒すのには苦労しそうなレベルだ。

　サンド・デビルはその巨体を捻ひねり、地面に潜もぐっていく。数秒の揺れの後、完全な静せい寂じやくが訪れる。

　まさか、Nonactive攻撃しない限り monster襲つてこない敵？

「……ダイキ、あれはヤバイ。走れ！」

「えぇっ!?」

　そう言い残し、今まであれほど頼もしかった港さんは砂の町に向かって一いち目もく散さんに逃げ出した。

　つられるように移動するケビンを見送り、ワンテンポ遅れて俺達も逃走を開始する。

　何な故ぜか小さくなって俺の足元でじゃれついていたキングと、部長を頭に乗せ砂遊びをしていたダリアを抱かかえる。

　──あの人もうあんな所まで逃げてる！

「おいコラ港おぉぉ!!」

　先に言え。と、恐るべきスピードで先を行く港さんをキレ口調で追いかける。

　俺達が居た場所では砂の煙けむりが舞い、ダリアが作ったお城を飲み込むようにサンド・デビルが姿を現した。

　どんどん増えるその数は八匹。まるでイルカが海を優ゆう雅がに泳ぐかのように、跳とんでは潜り跳んでは潜りと八匹のサンド・デビルは体をうねらせ迫ってくる。

　走っている最中、走そう馬ま灯とうのように学校での風景が脳内をよぎった。

　体育の時間や部活の時間、これほど本気になって走った事があっただろうか──と、今人生で最も速く走れているような錯さつ覚かくを覚えつつ、一つのパーティとすれ違う。

　ＰプレイヤーＫキラーの中には、大量のモンスターをわざと引き連れ他のプレイヤーへとそれらをぶつける迷惑行為──ＭエムＰピーＫケーというものが存在する。そして、今の状況がまさにその行為に該がい当とうしていた。

　咄とつ嗟さに立ち止まり、振り返る。

　判断が遅れた所せ為いで、既すでに標的は俺ではなくそのパーティへと移っていた。

　薄暗くて良く見えないが、一人のプレイヤーが放った魔法によって周囲に光が発生し、その姿が露あらわになる。

　魔法を使ったのは──女性だ。

　栗色の髪を靡なびかせ、身の丈程の杖つえを大きく振るっている。












　傍そばには、羽根のついた騎士風の女が黄金の剣を掲かかげて何かを叫んでいた。

　瞬間──周囲の音が、消える。

　降ふり注そそいだのは極太の光線か、はたまた雷撃か──空に浮かぶ雲に穴を開け地上に落下した高出力の光が、彼女達とサンド・デビルを巻き込み爆発した。

　生まれた衝撃波は砂嵐を巻き起こし、着弾点には巨大なクレーターが出来ている。

　およそ数字では表せない威い力りよくのエネルギーは、周囲にいたサンド・デビルの群むれを跡形もなく消し去った。

　クレーターの上に立つ影達は、光が失われると共に何ど処こかへ転移していった。

　なんて威力だ……最前線組である港さんも恐れるあのモンスター複数体を一撃で葬ほうむるなんて……。

　結局──戦闘に加勢することも、あのパーティに謝ることもできなかった……という罪悪感により、沈しずんだ気持ちのまま俺は砂の町へと入っていった。
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　町行くＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターは皆頭にターバンを巻き、中には六本足のラクダのような生き物を引く町民の姿もある。

　ラクダもどき然しかり、町民の腰に下げられた抜き身の独特の反りがある剣カツトラスが無ければ、観光地そのものに迷い込んだ気分を味わえただろう。

　大人しく両手に抱えられているダリア達はそのままに、町の入り口付近でこちらに手を振っている港さんを見つけ、歩み寄る。

「いやー、無事でなによりだな！」

「まさに脱だつ兎とのごとく、でしたね……」

　港さんは必死に誤魔化そうと高笑いを続けている。隣を漂ただようケビンが申し訳なさそうにしているのが伝わってきた。

「港さん。洒落しやれになりませんよ」

「はは……は……すまん」

　がっくりと、頭を下げて片手を上げる港さん。彼には怖いもの知らずなイメージがあったが、先程のサンド・デビルには何か特別な思い出でもあるのだろうか。

「実はさっきのサンド・デビルってモンスターとは対戦経験がある。まあ、クエストの依頼内容がそれだったんだがな」

「胸糞悪いって言ってた中の一つですか？」

「いや……うーん、違くもないがそれじゃないんだ。ともかく俺はサンド・デビル五匹の討伐依頼を受けて意い気き揚よう々ようと戦いに行ったわけだ」

　うん。怖いもの知らずなイメージのままで再生すると、キングやケビンを連れて得意顔の港さんがサンド・デビルに向かってテクテク歩いていく図が想像できた。俺の脳内での絵柄はクレヨンチックになっているが。

「が、このサンド・デビル。一度砂に潜れば一切の音を立てぬまま砂中を泳ぐ事ができ、俺達の足音を聞いて一気に食らいつくんだ。そして極め付けに、奴らは仲間を呼び寄せる」

「そして食われたと」

「そうだ。しかもそれぞれのサンド・デビルに四し肢しをしゃぶられるっていうサービス付きだ。麻ま痺ひになって動けない所を吸われるのは生きた心地がしないぜ……」

　クレヨンチックの港さんが目をバッテンにし、四肢をしゃぶられている姿が脳内再生された。どこかに油断があったのだろうが、これは体験したくない。

「なんにせよ、二度目はありませんよ。俺だけならまだしも召喚獣も巻き込まれるんですからね」

「……すんません」

　条件反射で逃げてしまったんだろうから、あまり責めるつもりもない。

　お説教はこのくらいにして、今度は俺の懺ざん悔げタイムである。

「それで──ここに来る途中に凄すごく強い人達に会いました。結果として、その人達にとんでもない迷惑を掛けてしまったのですが……」

　俺はそのまま、町に着くまでの間に起こった事についての説明を始める。

　万が一、港さんの知り合いなら、一度会ってしっかり謝っておきたかったからだ。

「どんなプレイヤーだったんだ？」

「長い杖を持った魔法職と騎士風の防具と黄金の剣を持った戦士職──だけは確認できましたが……複数体いたサンド・デビルを一撃で倒してました」

　俺から特徴を聞き、港さんは記憶を辿たどるように首を捻り、ハッとした顔で口を開く。

「……そりゃ『戦乙女ヴアルキユリア』だな。剣が黄金なら『銀騎士』じゃないし、サンド・デビルを一いつ掃そうできるとなれば、ほぼ間違いない」

「戦乙女ヴアルキユリア……」

「もしそうなら、そいつらはトッププレイヤーだぜ。最前線の中でも特にレベルやＰプレイヤーＳスキルが高い連中の名称だ」

　最前線組より更に強いトッププレイヤー。レベルだけでも、俺とどれ程の差があるのだろうか。

「トーナメントで上位を狙うなら、こいつらを最も用心すべきだな。奴ら、そこら辺のフィールドボスなんて通常モンスターを狩る感覚で倒しちまうからな」

　あまりにもレベルが離れていると、テクニックでも埋められない大きな差が生まれる。その戦乙女ヴアルキユリアと呼ばれるプレイヤー達のレベルは、低く見積もっても40以上か……。

　相当レベルを上げなければ打ち合いにすらならずに勝敗が決まる可能性もあるな。

「あ、そうだ」

　歩き出した所で、港さんが何かを思い出したかのように呟く。

「戦乙女ヴアルキユリアは俺達と同じ召喚士だ」
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「スリには気をつけろよ」

「スリ……ですか」

　辺りを警けい戒かいするように視線を動かす港さんが、釘くぎをさすような鋭い口調で言う。

　見れば、賑にぎわう商店街の建物の間にある裏道のような場所から、物もの欲ほしげに俺達を覗のぞく子供の姿があった。

　まともな服装ではなく、孤児とか奴ど隷れいとか……時代背景が定まらないと何とも言えないが、見た目はそれらが当てはまる。

「もしスられたらクエストとかイベントとかが始まったりしますかね？」

「どうだろうな。俺はスリを許した事がないから派生するクエストについては分からないが、知人によると酷ひどい時は所持金の四分の一奪われた奴もいるらしい」

　俺の所持金が現在十二万程だから、一気に三万も盗まれる計算になる。流石にホイホイやれる額じゃないな。

　──まあ、額ではなく行為そのものが問題なのだが。

　通りの向こうからボロを纏まとった少年が、俺たち目掛けて駆けてくる。もう見たまんまだが、一ひと芝し居ばいしてみよう。

「おっとごめんよ！」

　少年は俺をすり抜けるように走り去る。視界の隅すみには【30,106Ｇが盗まれました】と出ている。絵に描いたようなスり方だ。

「おい今の……」

「分かってます、少しこの町の裏側が気になりました。追いますね」

　追い掛けるのを想定してあるのか、少年の足はそこまで速くない。

　俺達は少年を追うように裏うら路ろ地じへと入っていく。

　裏路地は薄暗くてどこかジメジメしていた。壁際には力なく座り込んだり、寝込んだりする人の姿もあり、気分のいいものではない。

　あまり富ふ裕ゆう層と貧ひん困こん層の差がない今こん日にちの日本だが、この町ではその差が顕けん著ちよだ。栄えている表通りとこの裏路地は、まるで別世界だった。

　少年はスルスルと裏路地の道を右へ左へ抜けていくものの、ミニマップに彼の姿が緑点となって映っているため見失う事はない。ペースを一定に保たもち、追い掛ける。

「このゲームにも身分の差のような部分は存在してるんですかね？」

「公式によれば王都では国王が絶対的な権力を持っていて議会なんかは形けい骸がい化してるらしいが、国民第一の方針のようだから奴隷は法律で守られている。孤児院や施し設せつも充実しているから、少なくとも道みち端ばたで弱ってる人間は居ないらしいな」

　まあ、現実の暗い部分をあまりリアルに取り入れてもダークさが増すだけだからな──と、港さんが付け加える。

　冒険の町のように人々が平等にのんびり暮らす場所もあれば、王都のように数多の人種が住み、王が民を守る場所もある。

　貧富の差が激しい砂の町も、運営が伝えたかった世界の一つなのかもしれない。

　そうこう考えているうちに、スリの少年がいかにも怪しい建物に入っていくのが見えた。

　彼に続き、俺達もその扉を開く。

　扉の奥には、見るからに悪そうな風ふう貌ぼうの男達が酒を飲んで騒いでいるのが見えた。スリを働いた少年は一ひと際きわ体格のいい親玉のような男に、怯おびえた表情で布の袋を渡している。

「なんだてめぇら！」

　俺達の姿を見た男達が殺意の籠った視線を向け、腰の剣や斧を抜いた。視界の隅には『【ストーリークエスト：砂の町の盗賊団】が開始されました』と出ている。

　ストーリークエスト……普通のクエストとは別のクエストなのだろうか？

　今は詳細を確認している暇ひまはない。

　ＮＰＣ扱いだった男達の頭の上に赤色のＬライフＰポイントバーが表示され、近くの男が奇声とともに襲い掛かってきた。

「予想はしてました。すみません」

「気にすんな。スリがクエストフラグだって知る事ができたしな」

　技アーツを使い、赤色のオーラを纏った港さんが男を蹴り飛ばしたのが戦闘開始の合図となる。人型の敵は対人戦の練習にもなる。願ったり叶ったりだ。

【盗賊団 戦闘員 Lv．30】

　敵のレベルも中々に高い。

　抱きかかえていたダリアとキングを解放し、部長を頭の上に乗せる。そして顔半分を覆うような形で盾を構え、右手で剣を引き抜いた。

　マップには【盗賊団アジト】とあり、広さは大体、縦横三十メートル程であると推測する。フィールドとしては狭いが戦闘をするには十分だな。

　盗賊団の戦闘員は十人。少年と親玉の頭上にはＬＰバーが出現していない所を見るに、討伐対象外のようだ。

　鼓こ舞ぶ術じゆつ（パーティ全体強化）による強バ化フと野や性せい解かい放ほう（召喚獣達の強化）を発動したのを合図に、こちらのメンバーも動き出す。ダリアは素早く火炎の海フレイムフイールドでダメージ床を作っていく。同時進行で、近付いてきた戦闘員を火炎弾フレイムボールで吹き飛ばしている。

　港さんとキングは相変わらず、嵐のような動きで戦闘員を千ち切ぎっては投げ、千切っては投げ。部長の魔法が彼らに飛んでいき回復と強バ化フを与えている。

　ケビンは瞬間的に床を凍こおらせ、滑すべらせる事によって戦闘員の足を奪っていた。

「うらあ！」

　戦闘員が斧おのを振り下ろす。俺はインパクトのタイミングを見極め、上へ撥はね上げるように弾くパリイ。驚きよう愕がくの表情を浮かべる戦闘員に、紫と赤が入り混じる魔力の剣を振り下ろす。

　流れるように、青の閃剣ブルー・ソードの構えへと切り替えながら技アーツの乗った剣で切り上げる。上段の構えに流れ、黄の閃剣イエロー・ソードで戦闘員の肩から腰にかけて、抉えぐるように穿うがつ。

　振り下ろした状態の剣を持ち直し、切り上げる。

　金属と金属が激しくぶつかり火花を散らすのも一瞬、宙を舞う斧と、顔を絶望の色に染めた戦闘員。

　裏拳の要領で顔面を殴おう打だ、頭上にCriticalクリテイカルの文字が並ぶ。

　気絶殴打スタンバツシユの成功で文字通り気絶スタンへと陥おちいった戦闘員に、二閃剣ダブル・ソードを打ち込み回し蹴りを放つ。

「『隼はやぶさ斬ぎり』」

　──悪いが反撃させるつもりはない。

　隼斬りによる超接近攻撃により、戦闘員の僅わずかに残ったＬＰも全損させた。

　そして、十人居た盗賊団も最後の一人となり、ダリアの黒の破壊核ブラツクコアによってポリゴンの欠片かけらとなった。

　俺が一人相手に集中している間に、他のメンバーだけで全員倒してしまったのか──恐ろしい戦闘力だ。

　残るは巨漢の親玉と怯おびえる表情の少年だが……。

「わ、悪かった！　勘かん弁べんしてくれ！　自己防衛なんだ、急に襲われてびっくりしたんだよ！　このガキが金を奪ったのを知った俺がお前らにこれを返しに行く所だったんだ！」

　なんともあっさりと降伏した親玉は、なりふり構わず土下座して金の入った袋を差し出す。

　そのまま、少年を突き飛ばすように俺達の前へ転がすと、親玉は必死に続ける。

「悪いのはこのガキなんだ！　このガキに罰ばつを与えてくれ！」

　少年に視線を移すと、少年はびくりと体を震ふるわせながら呟くように「ごめんなさい」を連呼している。

　確かに、俺達の直接的な被害はこの少年からのものだ。親玉の言い分もわからなくもない。




【盗賊団のゲヘロは貴方達に謝っています】


　１．金を受け取り、この場を去る

　２．金を受け取り、ゲヘロを倒す

　３．金を受け取り、少年を倒す

　４．金を受け取り、二人を倒す

　５．金を受け取り、ゲヘロを連れて行く

　６．金を受け取り、少年を連れて行く

　７．金を受け取らず、この場を去る






　多いな……。

　現れた半透明のプレートに、思わずツッコミを入れてしまいそうになる。

　七通りの選択肢なんて他のゲームでもなかなか見ないが……。

「港さん、これって」

「だな。七通りのルート分ぶん岐きがある」

　港さんの目の前にも半透明のプレートが現れていた。召喚獣達には無いため、これはプレイヤーのみ対象の選択肢という事になる。

　一番簡単に済ませられるのが１の立ち去るだが──その後、少年がゲヘロに恨うらまれる可能性がある。

　となると２のゲヘロを倒すを選んで少年を助けるべきか？　いや、その後この少年はどうなるんだ？　俺達のパーティに加わるのか？

「難しい……」

　４を選んで二人を倒すとこのストーリーは分岐せずにここで終了になりそうだな。５と６は片方を連れて行って片方を見逃すという意味だろうか。

　７と１の差だが、７を選ぶと可能性は低いが少年の生存ルートに繫つながりそうな気もする。この金で命だけは勘弁してやる、的な。

　なんにせよ……俺の考えは決まった。

「港さん、どうですか？」

「俺は６だな。こいつに何されるかわかったもんじゃねえ」

　顎あごをゲヘロに向けてしゃくってみせる港さん。６だと少年を連れて行くこととなり、この場から救い出す事ができるが……。

「俺は５ですね」

　俺の返答に、港さんは大おお袈げ裟さにリアクションしてみせた。

「よりにもよって５かよ……理由は？」

「この男を警察に近い機関に連れて行きます」

　６を選んで少年を助ける方法も人道的でアリだとは思うが、その後の少年の扱いはどうなるのか気になった。それこそ施設に預ければいいのかもしれないが、ゲヘロが野放しになるのは気持ちが悪い。

「なんにせよ、首を突っ込んだのはダイキだ。ここはダイキに任せるぜ」

　潔いさぎよく引き下がってくれた港さんにお辞じ儀ぎをしつつ、俺は５を選択。それが伝わったのか、何も知らないゲヘロの表情がみるみる明るくなり手て揉もみをしながら近づいてくる。

　君は豚箱行きだがな。

　言葉が出ないのか、なんとも言えない表情を浮かべ俺を見上げる少年に声をかけた。

「この男には今まで行ってきた罪の罰を受けてもらう。本来なら君も裁さばかれるべきだと俺は思うけど、今回は俺と君の間の出来事だ。黙だまっててあげるから今後は犯罪なんかするなよー」

　前半部分でゲヘロがギョッとしていたが、港さんががっちりと捕まえているため脱走できずにいた。

　警察に突き出して何もなければ彼も自由になるが……まあ、可能性は無いだろう。

「……ありがとうございます、異人様」

「お、話せるのか。人が居ないからってこの建物にある物を持ち出すんじゃないぞ。これは盗まれた人達の財産で君の物じゃない」

「はい……」

「よろしい！　ご褒ほう美びに、俺が君にとっておきの情報をあげようかな。君の名前は？」

　怯えた表情は早々に消え、彼は俺の目を真まっ直すぐ見ている。

「ラルフ」

「ラルフか」

　俺は、ラルフの身長に合わせるようにしゃがんで顔を覗き込む。

　着ているものや髪、肌も汚れているが意志の強そうないい顔をしている。

「ラルフは美お味いしいものって食べたことある？」

　俺の唐とう突とつな質問に少しだけたじろぐラルフ。

「……焼き鳥とか？」

「なんでもいいさ。ただ、それが何倍にも美味しく感じる方法がある。それを教えてあげよう」

　ラルフの頭をガシガシと撫でながら、俺が小学校の頃、やんちゃした時の先生の言葉を思い出す。

「自分で汗あせ水みず垂たらして稼かせいだ『綺麗なお金』。これで買った食べ物は、何でも美味しく感じる魔法にかかるんだってさ」

　盗んだ金で買った物は、自分で買った物とは言いい難がたい。働いて、大変な思いをして、両親の有り難みを感じ、頑張った自分へのご褒ほう美びとして旨うまい物を食べる。これに勝る調味料は無い。

「強く生きろよ」

　笑いかけると、ラルフも釣つられたようにぎこちなく笑みを浮かべる。

「……ありがとう、異人様。俺、異人様のような大人になる！」

　綺麗事が通じる世界ではないかもしれない──それでも、真まっ当とうに生きていればきっと報われるはずだ。

　我ながら臭くさい台詞セリフを言ってしまったと思いつつ、咳せき払ばらいをして立ち上がる。

「じゃあな、ラルフ」

「またね、異人様！」

　またね、か……今後のクエストに関するフラグか何かだろうか。

　ラルフは非行少年を卒業してくれるだろうか。

　──再び会う時が楽しみだな。





　　　＊　＊　＊






　俺達が表通りに出ると、町民から次々に悲鳴が上がった。

　彼らの視線の先には、スキンヘッドに脂あぶら汗あせをかきながら、悔くやしそうに歯ぎしりをするゲヘロがいる。

　余よ程ほどのお騒がせ者なのか、ただ単に彼の形ぎよう相そうに恐れをなしているのか。

　そこに数名の男達が町民を搔かき分けこちらへ駆けてくる。

　剣ではなく槍やりのような物を背負っているように見えた。

「貴様ら！　盗賊団の一味か！」

　俺達を取り囲むように、槍を手に持ち臨りん戦せん態たい勢せいにはいる男達──は、ゲヘロの腕を港さんが摑んでいるのを見て、状況をなんとなく把は握あくしてくれたらしい。

「……何があった？」

「少し暴力を振るわれそうになったのでとっ捕つかまえて、しかるべき場所に連れて行く所だったんですよ」

「お、おい！　待て！　違う、俺はハメられただけなんだ！　こいつらが俺を犯人に仕立て上げようとしてるんだ！」

　ゲヘロは必死に弁解の言葉を口にするが、ゲヘロの正体を知っているのか、男達は顔色一つ変えずに俺の言葉にだけ耳を傾かたむける。

「あなた方はもしかして、この町の兵士ですか？」

「そうだ……ゲヘロは町で悪事を働く盗賊団の親玉で、なかなか尻尾しつぽが摑めなかった男だ。君達も仲間という可能性は捨てきれないから、悪いが一緒に来てもらえるか？」

「勿論です」

　ゲヘロを兵士に渡し、彼らの後に続く。混乱を避さけるためか、目立つ姿をしているケビンも体を小さくして、猫サイズに縮ちぢんだキングの上に乗っている。

　デフォルメした丸みのある骨がボロのマントを着ているその姿はなかなか可愛かった。





　　　＊　＊　＊






　堅固な建物内を進んでいくと、他の兵士より立派な格好をした男がこちらへ近付いてきた。

　ゲヘロを縛しばった兵士達と入れ替わるように、俺達の前へ立つ。

「『賞金首』の捕ほ獲かく協力に感謝する。これは奴にかけられていた賞金だ、受け取ってくれ」

　賞金首？




【ストーリークエスト：砂の町の盗賊団】

　報酬：経験値［2,760］

　報酬：Ｇ［100,000］

　開放ストーリークエスト：冒険者の手引き




　渡された袋を受け取ると目の前に半透明のプレートが出現し、経験値と膨ぼう大だいな額の金が手に入った。

　恐らくゲヘロを連れてきた場合のクエスト報酬なんだろう。

　となると、ルート分岐によって報酬の内容も変更されるのか？

「結構もらえたな。『少年を連れて行く』を選んでいたら、このストーリーはどう変動していたんだろうな」

「分かりませんが、港さんの判断も一つの正解だと思いますよ」

　俺の言葉に港さんは「かもな」と、笑ってみせる。

「ストーリークエストっていうのは、この『Frontierフロンテイア Worldワールド』っていう世界の物語に直接関係するクエストだと俺は解釈している。んで、通常クエストはそれ以外だな」

「となると盗賊団のクエストは世界に関係のあるクエストだったって事ですよね」

「そうだなー。あのガキラルフ、若もしくはあの親玉ゲヘロがFrontier Worldにとって重要度の高い人物だったのかもしれないし、親玉を連れて行ったあの施設がそうなのかもしれない」

　なるほど、人物ではなく施設という可能性もあるのか。視野を広げるとあの兵士の誰かだったり、兵士の上司的な彼がそれに当たる可能性もあると。

　ますます、ストーリークエストの続きが気になってきたな。

　なんにせよ、今回はこれにて一件落着だな。













　その後、必要アイテムの入手も済み王都へと戻ってきた俺おれ達。用事ができたという港みなとさん達とは別行動となっている。

　しばらく歩いていると、右前方に大きな施し設せつが見えてきた。

　他の建物に比べ、マップ上の面積は三倍近くの差がある。半分捲めくれている紙のマークが描かれており、建物の入り口には様々な張り紙のされた木製の扉が佇たたずんでいる──掲示板にもあった王都の重要施設の一つ《王都ギルド》である。

　ここで言うギルドとは、プレイヤーが立ち上げる物とは別の、初めからゲーム世界に存在する施設であり、数多あまたのクエストが集つどう冒険者御ご用よう達たしの建物だ。

　全すべての町に存在するギルドの中でも、王都ギルドは多種多様なクエストを受ける事ができるらしくここら一帯に出現している《ダンジョン》関連のクエストは特に人気らしい。

　そして、王都ギルドの中には俺の探している職しよく業ぎよう安あん定てい所じよがあるとの事だった。

　王都ギルド内部は騎士風の格かつ好こうをしたＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターや身軽な服装の少年ＮＰＣなど『冒険者』と呼ばれる人々が、木製の掲示板や受付の前に集まっているのが見える。

　冒険者とはこの世界でいう何でも屋的な職の人々の名称で、主にダンジョンに潜もぐって宝物を探したりモンスターを倒したりと、プレイヤーと同じ動きをするＮＰＣの事を指さす。

　クエストの内容によって一緒に行動する場合もあり、プレイヤー達とは最も関かかわりの深いＮＰＣと言えるだろう。

「ここも賑にぎわってるなあ……」

　王都ギルドにいるのはＮＰＣだけでなく、プレイヤーの姿もある。

　鎧よろいを纏まとう者など戦闘職が殆ほとんどだが、ちらほらと生産職クラフターもいるようだ。多た種しゆ多た様ようなクエストの中には、生産職向けの物もあるという事が分かる。

　雑談を交かわすＮＰＣ達をかき分け、『職業安定所』と書いてある受付へ足を進める。

　──よし。先客はいないみたいだ。

「こんばんは異人様。本日はどういったご用件でしょうか？」

「こんばんは。クラスチェンジをお願いしたいのですが」

「はい。かしこまりました」

　職業安定所の受付ＮＰＣが宙に浮く半はん透とう明めいのキーボードを叩たたくと、カウンターに埋め込まれたパネルに光が灯ともる。

　様々な文字が画面に踊り、【Name名前】の項目にダイキと文字が並び、【Job職業】の項目に召しよう喚かん士しと並んだ。

「あ、あとこれ使えますか？」

　忘れる所だった。

　俺はアイテムボックスの中から『職安からの推薦状』を取り出し、受付に渡す。受け取った受付は柔やわらかな笑みを浮かべ「確かに、承うけたまわりました」と、短く答えた。

「こちらがダイキ様のクラスチェンジ可能なクラスの一覧です。ここに表示されているクラスは既すでに条件を満たしてあるため、選択された時点でチェンジすることができます。クラスの効果はその名前を触さわっていただくと、詳しい詳細を見ることができますので」

「ありがとうございます」

「尚なお、クラスは条件を満たしていなければここには表示されませんので、ご了承ください」

　受付に促うながされるままに、俺はパネルに表示されたクラスの一覧に目を落とした。




《中級召喚士》

　詳細：召喚獣と共に度たび重かさなる苦労を乗り越えた、優秀な召喚士のみ成ることができる召喚士の二次職。

　出現条件


　①職業が『召喚士』であること。

　②レベルが30以上であること。

　③召喚獣にレベル20以上の個体がいること。






《力の召喚士》

　詳細：召喚獣と共に度重なる苦労を乗り越えた、類たぐい稀まれなる腕力を持つ召喚士のみ成ることができる召喚士の二次職。

　出現条件


　①職業が『召喚士』であること。

　②レベルが30以上であること。

　③召喚獣にレベル20以上の個体がいること。

　④『筋力』のステータスが50以上あること。






《技の召喚士》

　詳細：召喚獣と共に度重なる苦労を乗り越えた、巧たくみな技術を持つ召喚士のみ成ることができる召喚士の二次職。

　出現条件


　①職業が『召喚士』であること。

　②レベルが30以上であること。

　③召喚獣にレベル20以上の個体がいること。

　④『器用』のステータスが50以上あること。






《存在愛の召喚士》

　詳細：召喚獣を愛し、愛された召喚士のみ成ることができる召喚士の特殊職エクストラジヨブ。

　出現条件『アイテム使用によりランダム解放』


　①職業が『召喚士』であること。

　②使役する召喚獣の内『親密度１００』の個体が一体以上存在すること。






　職安からの推薦状で出た最後のクラス以外は、なんとなく予想のつく名前だな。

　とりあえず上から順に詳細を開いていくか。

　まず中級召喚士だが、港さんが言っていたように『自らの全ステータス３％上昇』『パーティ内の召喚獣の全ステータス５％上昇』『ＭマジツクＰポイント量増加（小）』の三つの恩おん恵けいがあるようだ。無ぶ難なんだが相当強力な恩恵だと俺は思う。

　次に力の召喚士だが、こちらも港さんの言っていた通り『自らの筋力を５％上昇』『パーティ内の召喚獣の筋力を10％上昇』の二つの恩恵になっている。仮に力の召喚士五人と召喚獣一体でパーティーを組めば、召喚獣の筋力は50％上がる事になるな……。

　そして技の召喚士だが、性質は力の召喚士と似ている。内容は『自らの器用を５％上昇』『パーティ内の召喚獣の器用を10％上昇』の二つ。とはいえ、器用が必要な召喚獣って想像し辛づらいんだが……これは相当癖のあるクラスかもしれない。

「──最後は」

　存在愛の召喚士。存在愛とは、確かキリストのように存在そのものが愛とか、そんな神的なレベルで愛を持っている者を指す言葉だった気がするんだが……。

　特殊職エクストラジヨブの詳細を開くと、特殊な条件を満たした者にだけ与えられるクラスであり、それに準じゆんじた技能スキルを得ることができる──とあった。

　他にもいくつか存在するのだろうか……なんにせよ、希レ少アな職だという事はなんとなく分かる。

　職安からの推薦状による出現のため、全ての条件をクリアした扱いになっているものの、召喚獣の親密度をカンスト上限一杯って……普通なら相当やりこまないと出現しないクラスではないのだろうか？

「内容は、と」

　肝心の内容だが『召喚獣の親密度上限突破』『使役する召喚獣の親密度上昇率ブースト（大）』『技能スキル【シンクロ】を習得する』の三つとなっており、そのままシンクロの詳細を開く。




【シンクロ Lv．１】Activeアクテイブ

　使役する存在と心を通わせる事ができる。




　──説明が少ないとは思うものの、恐らく内容にあるように親密度依存の技能スキルという事になるな。

　上限突破とあるから、限界値のを超えるという事だろうか。

　それだけ召喚獣達に懐なつかれると考えると、顔が緩ゆるんでしまう。

「うーん」

　表示されたパネルを見て唸うなりながら、もう一度最初から見直してみる。

　器用が上がる技の召喚士は、ちょっと無いな。召喚獣の器用を上げるメリットが今の所存在しない。となると残るは三つ。

　中級召喚士が最も無難かつ強力だとは思う。力の召喚士で港さんと共に筋力の底上げも可能性としてはアリだが、思えば筋力タイプってキングしかいないんだよなあ。

　いや、寧むしろキングは筋力より敏びん捷しような気もするけど。

　となると中級召喚士と存在愛の召喚士だが……。恩恵の中身が読めないのが存在愛の方だよな。ともあれ、こっちは職安からの推薦状の効果で出現した方だ。クリアする条件も序盤向けじゃない。

「召喚士に決めた時……いや、このFrontier Worldの世界に来た時から追い求めている『ロマン』。男なら、手て堅がたい職よりロマン職だ」

　いや、職安からの推薦状が勿もつ体たい無ないとか思った訳ではないが、結果として俺は『存在愛の召喚士』を選択したのだった。













　時刻は午後十二時十二分。

　出張から戻った俺おれは、弁当片手に屋上の扉を開けた。

　これでもかという程に暖房の効いた屋内は、会議で疲つかれた俺を夢の世界へと誘いざなってくる。

　やはり遅くまでログインしていたのが祟たたったか……。

　コーヒー相棒をもってしても無理となれば、外気に当たって目を覚ますしかない。

「お、大だい樹き。随ずい分ぶん早かったな」

「お疲れー」

「おう、お疲れ。実のない会議だし長引かれるのもゴメンだな」

　視界右に並ぶようにしてベンチに腰掛ける謙けん也やと椿つばき。

　奥にある自動販売機に並ぶコーヒー相棒達の半数が、売り切れランプを灯ともしている。

　補ほ充じゆうしてくれよ、業者さん。

「わざわざ茨いばら城きまで行って、実のない会議とはねえ」

「それだと語ご弊へいがあるな。少なくとも、俺には。と、付け足しておこう」

「あまり変わってないけど」

　それに会社の車、誰だれだアイドルの曲入れまくった奴！　俺が入れておいた懐なつかしの洋楽シリーズが追いやられてたじゃないか！　──と、心の中で不満をぶちまけながら、黙もく々もくと弁当を食べ進めていく。

「そうだ、出張と言えば……最近、会社の車を私物化してる馬ば鹿かが勝手に音楽入れてやがるんだけど、大樹じゃないよな？」

「さあ？　俺、音楽とか聞かないし」

「え？」

　椿、余計な事を言うなよ？　俺は部長に怒られたくないんだ。

　息を吐くように噓うそを吐つき、しれっと弁当を食べながら黙秘を続ける。

　俺の後にアイドルの曲を入れた名も知らぬ社員、奴のせいにしよう。

　──この世は賢かしこい人間が生き残る。

「あ、そうそう。昨日やっと自作の弓が完成したんだよね」

「お、やったな。納得のいく重さに出会えたか？」

「うん。ちゃんと八節弓を引く基本の型に基もとづいて引くと、やっぱり一射一射に掛かる時間は長いけど、絶対そっちの方が楽しい。現実だと、動く的を狙ねらうなんて邪じや道どうだし貴重な体験だね」

　車の話は危険なので椿の話に乗っかろう。

　彼女は彼女で我が道を行っている。確か技能スキルでサバイバル術とか取っていた記憶があるが……。

「昨日は完成した弓と竿さおで、魚を獲とって料理したんだ。技能スキルも色々上がって、やっと私のFrontierフロンテイア Worldワールドが始まったって感じ」

　戦闘職でも生産職でもない、採取職でもない彼女こそ『冒険者』的な位置付けなのかもしれない。これで専用のクエストでも発生したら、運営もなかなかなロマン思考と言える。

「俺達は専もつぱら対人練習だな。勿もち論ろんトーナメントに勝ちたい気持ちもあるが、今は新規プレイヤーにあれこれ教えるのが主おもだな。女性陣がなかなか面倒見がいいからな」

　謙也は満まん更ざらでもなさそうな顔で、煙草たばこの煙けむりをぷかりと吐いた。まだ見に行けていないが、謙也達のパーティも……本格的にギルドとして機能し始めているようだな。

　女性陣は納得だが、謙也自身も面倒見がいい部類なんだよなあ。

「トーナメント終わったら、召喚獣達を連れて顔出しに行くよ」

「おう。皆会いたがってるよ。基本はダリア嬢目当てだけどな」

「達？」





　　　＊　＊　＊






　王都ギルドの中は今日も多くのＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターや、プレイヤーで溢あふれていた。

　ファンタジーに出てくるような賑にぎやかな酒場を限界まで引き延ばしたかのような広いエントランスにて、プレイヤー達がクエスト同行者やダンジョンへのパーティを募っている。

　視線を移すと、俯うつむきながら手を繫つないでくるダリアとその頭に乗って俺を見上げる部ぶ長ちよう。

　ヒクヒクさせた鼻を優しく撫なでてやると、部長は満足そうに鼻を鳴らした。

「ダリア、どうした？」

　そういえばクラスチェンジした時からずっとこんな調子だ。

　存在愛の召喚士は親密度が上がるのに補正が掛かる職業だと思っていたが、それに関してなにか気にくわない事でもあるのだろうか。

　部長はいつも通り、のんびりとした雰ふん囲い気きに変化はない。

　ふむ、腹が減ってご機き嫌げん斜ななめなのか？　とりあえず食事がてら、紅葉もみじさん達に会いに冒険の町に戻るか。

　王都ギルドを後にし、中央のポータルから冒険の町へと転移する。珍めずらしくダリアは肩車いつもの場所へ登らず、手を繫つないだまま自分の足で歩いていた。





　　　＊　＊　＊






　冒険の町に着いた俺達は、まず紅葉さんのいる露店の方へと足を進める。

　港みなとさんにはログイン時にメールを飛ばしてあるが、未いまだオフラインだ。返信が来るまでには時間がある。

　紅葉さんの露店前まで行くと、数人の女性プレイヤーが雑談するその中に、紅葉さんの姿を見つけた。

　紅葉さんも俺に気がついたのか、大きく手を振っている。

「ダイキ君！　こんばんは」

「こんばんは、紅葉さん」

　挨あい拶さつを返す──と、紅葉さんと漫まん談だんしていた女性陣からの視線が一気に集まり、瞬またたく間に囲まれた。

　キラキラと目を輝かせる彼女達の視線は、ダリアと部長に向けられている。

「可か愛わいい！　この子が噂うわさのダリアちゃんね」

「見て見て！　この子頭にカピバラ乗せてるわよ！」

「カピバラも超可愛い、癒いやされるなあ」

「本物が見られる日が来るなんて……」

「お姉さんと一緒に写真撮ってくれないかな？」

「ずるい！　私も入る！」

「私も私も！」

　大人気だな、召喚獣達。俺の目から見たらこの子達は我が子同然だから、可愛さに脳内補正が掛かっている部分もある。が、他の人から見ても可愛いようだ。

　片や表情こそ殆ほとんど変わらないが人形のように顔の整った美幼女と、片や癒し系動物の一角であるカピバラだ。人気にならない要素がない。

　ダリアも部長も特別嫌な顔はしていないので、止める必要もなさそうだな。

　女性陣に召喚獣達を託たくし、近くで微笑ほほえんでいた紅葉さんに声をかける。

「俺は人気ないんですね」

「あら？　あたしは好きだけどな」

「敵かなわないっすわ……」

　大人の余裕ってやつだろうか。紅葉さんからの小こ慣なれた切り返しに、苦笑いしながら頭を搔かいた。

「ところであのカピバラちゃん。ダイキ君の新しい召喚獣？」

「そうです。名前は部長で、タイプは回復支援型ですかね」

「あの子も可愛いわね。ダイキ君って可愛い召喚獣が集まる何かを持ってるのかな？」

　どうだろうな。いや、召喚は完全にランダムだから特に関係ないとは思うが……。

「ここに来たのは、さしずめ部長ちゃんのアクセサリー探しって所かしら？」

「ご名察です」

　思えば部長にはまだ何も装備を与あたえていない。装備の有る無しでかなり変わってくるだろうし、なるべく早めに揃そろえるのが望ましい。

「既き存そんのものになっちゃうけど、種類は色々あるわ……というか、ごめんねダリアちゃん達に群むらがるアレ」

「嫌がってないので、大丈夫ですよ」

「彼女達、自分達のことお姉さんとか言ってたけど、いい歳とししたリアルママさん軍団なのよ。ついでに可愛いものには目がないの」

　確かに、Frontier Worldは遠くの友達と話すだけでも十分楽しめるゲームだ。トルダ椿みたくレクリエーション感覚で釣りや山登りするのも一興だろう。

　翻ほん訳やく機き能のうで海外のプレイヤーとも言葉の壁無く会話もできるし。

「かくいうあたしも結構のんびりプレイしてる。アクセサリー作ったりクロっちと散歩したり、友達と喋しやべるだけで一日終わる時もあるなあ」

「俺もトーナメント終わったら、召喚獣達とキャンプでもして遊ぼうかなと思ってる所です」

「いいわね！　その時はあたしも誘ってね！」

「勿もち論ろんです」

　楽しみが増えた──と、スキップするように露店に向かう紅葉さん。

　送られてきたトレード申請を承認すると、画面にアクセサリーが次々に並んでいく。

　見た所、どれも回復や強化等に関係する効果のあるアクセサリーだったが……いい値段するな。

「トーナメントに向けて、回復役ヒーラーの装備品が今、高こう騰とうしてるの。回復役ヒーラーはパーティ戦闘の要かなめだから仕方ないといえば仕方ないんだけど……」

「常連という事で多少オマケもありそうなので、俺は紅葉さんから買いますよ」

「そうね。あたしの愛が入ってるわ」

「それは何物にも変えがたい……」

　満まん面めんの笑みを浮かべる紅葉さん。どうやらまけてくれる気はなさそうだ。──まあ、そういう時もあるだろう。

　俺はその中から『回復魔法効果微び量りようアップ』と『魔力＋15』の効果がついた腕輪を購入した。効果の高い物だと値段が六桁の物もザラにある。

「紅葉、また来るねー！」

「ダリアちゃん、部長ちゃん、またね！」

　お開きとなったのか、ママさん軍団がログアウトしていく。

　俺と紅葉さんの会話を聞いていたのか、メニューの鑑定機能を使って調べたのか、彼女達は部長の名前も把は握あくしていた。

　時間的に夕飯の支し度たくだろうか？　なんにせよ、適度な時間でゲームを終了しているあたり、流石さすがは家庭持ちのプレイヤーだ。

　部長を頭に乗っけたダリアがこちらへ歩き寄り、そのまま俺と手を繫いだ。

「──ダイキ君。ダリアちゃんと何かあった？」

　その光景を見ていた紅葉さんが顎あごに手を当てながら、確認するように言う。

　ダリアとは他人である紅葉さんが変化に気づくとは、女の勘という物が働いているのだろうか？

「あたしはね、ダリアちゃんが何か困っているような、そんな印象を受けるなー」

　困っている、ねえ……。

　この状態は女性陣に囲まれる前から続くものだから、ママさん軍団はほぼ関係ないだろう。

　ご飯にまだ連れて行ってやれてないから、お腹なかを空すかせているという可能性もあるが……。

「とにかく、女の子を困らせちゃダメだよ。早く原因を見つけてあげてね」

「分かりました。それとアクセサリー、ありがとうございます」

　いいのよー。と、手を振る紅葉さんに見送られながら、露店を後にした。

　露店の並ぶ通りを進みながら、フレンド欄らんをスライドさせていく。

　……オルさんもオフラインか、とりあえずメールを送っておこう。マーシーさんは、オンラインだな、よし。

　俺達はそのままマーシーさんの露店へと足を進める。

　にしても、困っている……かあ。喋らないダリアから原因を聞くのも難しそうだし、技能スキルが内容通りの効果だとすれば、それこそシンクロで気持ちを知るしかなさそうだ。
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　露店の骨組みまで可愛くデコレーションされたマーシーさんの店では、数人の召喚士らしきプレイヤーが召喚獣達にあれこれと着せ替えを行っていた。

　主に居るのは女性プレイヤーであり、使役する犬や猫型の召喚獣に可愛い服を着せて悶もん絶ぜつしている。

「幼女神様！　ここ！　ここ！　待ってたお！」

　邪魔にならない場所で店が空くのを待っていると、それに気付いたマーシーさんがピョンピョンと跳とびはねながら俺達を呼ぶ。と言うか、ダリアを呼ぶ。着せ替えして楽しんでいた召喚士達の視線が集まった。

「お義と父うさん！　俺も召喚士始めました！」

「俺の召喚獣見てやってください」

「親密度を上げるコツとかありますか？」

「ダリアちゃん可愛い！　うちの子と一緒に……ああ！　カピバラも可愛い、なにこれ！」

「私とフレンド登録してください！」

　たちまち囲まれるも、ママさん軍団とは違い召喚士や召喚獣についてのあれこれを聞かれたり聞いたりと、数分後には情報交換の場と化していた。

　途中、召喚獣達の集合写真を頂いたが……これは癒される。携帯の待ち受けにしよう。

　それから暫しばらく召喚士達との交流を深めた後、買い物が終わったプレイヤーから解散していき、残った俺達は改めてマーシーさんの露店に近付いた。

「こんばんは、マーシーさん。大だい繁はん盛じようですね」

「お義父さん、こんばんはだお！　固定客が増えてきて、やっと黒字になってきたんだお。僕の防具は召喚獣と魔獣の両方に装備できるし」

　魔獣とは確か『魔獣使いビーストテイマー』というフィールドのモンスターを使役して操る職業の相あい棒ぼうの事だな。召喚獣のようにランダム召喚という不安定要素が無い分、理想のパーティを組み立てやすいとかどうとか。

「ワンピースを超こえる防具はまだ作れていないお」

「いえ、今日はこの子の防具を見み繕つくろってもらいに来たんです」

　ダリアの頭から部長を抱き上げマーシーさんと対面させる。マーシーさんが一瞬だけ遠い目になったのを俺は見逃さなかった。

「素材持ち込みでも大丈夫ですか？」

「うーむ、作ってあげたいのは山々なんだけど……今はトーナメントに向けて召喚獣や魔獣の防具を注文するプレイヤーが増えてるんだお。既存の防具なら幾いくつかは……」

　マーシーさんは申し訳なさそうにトレード申請を開き、画面に防具を並べていく。獣型用として括くくられた防具達は前足と後ろ足、そして尻尾しつぽを出す穴が開いており、騎士のような頑がん丈じようそうな鎧よろいから、着ぐるみのような可愛らしい物までかなりの種類があった。

「結構色々あるんですね」

「召喚獣や魔獣での一番人気は『獣型』だお。次点で『人型』そして『鳥型』『爬は虫ちゆう類るい型がた』と、需じゆ要ように合わせた量を作っているから、獣型の既存の防具は潤じゆん沢たくなんだお」

　獣型が一番人気なのか……。家でペットが飼えないプレイヤーやライラさんみたくモフモフ好きなプレイヤーが多いのかもしれない。

　気に入った物を選んで試ためしに部長に着せてみる。

　しかし……。

「部長。全部嫌なの？」

　様々な種類を着せども着せども、部長は体を揺すってイヤイヤをしている。好みが分からん……。

「あー、その子は防具を着たくないタイプの子だお」

「そんなのがあるんですか？」

「うん、ごく稀まれにいるお。服を着せられると暴れて嫌がって、脱ぬがすと大人しくなるんだお」

　俺の祖そ父ふ母ぼの所の犬もそれだ。服着せてもすぐに食い千ち切ぎってビリビリにしてたっけなあ……となると、部長には装備付けられないのか？　だとしたら強化できない事になるんだが。

「一応そんな子用に『カラーリング：透明』っていう加工を施した防具を売っているお！　これは西ナット森林のボスから取れる素材で、着ている召喚獣達は全まつたくそれに気付かなくなるんだお！」

　鼻息を荒くし、グッと拳こぶしを作るマーシーさん。確か西ナット森林に出てくるのは幽霊型モンスターだから、透明という素材も納得できる。ただ……。

「ちょっと脱線しますが、それを普通の防具にカラーリングした場合って……」

「まっぱ全裸だお」

　いいのか運営。

「まあ全裸は噓だけど、ベータテスト時に『Ｐ・Ｐ』という悪名高いギルドが、このカラーリングで作った変態装備で冒険の町を駆かけ回まわるという恐ろしい事件があったんだお」

「とんでもない奴らだ」

　額ひたいに汗をかきながら、マーシーさんが人差し指を立てて語りだす。変態装備のプレイヤーが町を駆け回る……おぞましいな。

「流石に全年齢対象のゲームで全裸にはなれないけど、きわどいインナー状態だったお。見ようによっては普通の格好だけど、ハラスメント行為で通報された悪名高いＰ・Ｐのギルドメンバー達は、町のＮＰＣ騎士団に連れて行かれ幽閉されたんだお」

「この町にも治ち安あん維い持じのＮＰＣがいるんですね」

　砂の町にもいたＮＰＣ達だ。プレイヤーを裁さばくＮＰＣとはなかなか面白い要素もあるもんだな。敵対すれば町に入れなくなるとか、そんなシステムもあるのだろうか？

「ＮＰＣ騎士団は恐ろしい強さだお。レベルにして……そこら辺のレイドボスより強いんだお」

「強っ！」

「幽閉されればゲーム内で十時間の牢ろう獄ごく生活が待っているんだお。その時間はログアウトすればカウントが止まるからきっちりゲーム内で十時間過ごさなければ出られないんだお」

「……」

　自身を抱くようにして身震いするマーシーさんの顔色が悪い。十時間過ごさなければ解放されないとはキツイ罰ばつだな。ともあれ、罪に対する罰としては軽いのか？

　にしても……妙みように詳くわしいなマーシーさん。まるでその事件の当事者のような……いや、理由は聞かないほうがいいかもしれない。

「というわけで、プレイヤー用の防具にこのカラーリングを施すと大変な事になるけど、武器や召喚獣用の装備には問題ないんだお。性能も反映されるし、服が嫌いな召喚獣にはこれを薦すすめてるんだお！」

　そのカラーリングが施された一覧の中から布製のローブっぽいシルエットで『耐久＋20』『魔力＋10』の効果がある防具を見つけ、部長に着せてやる。すると、あんなに嫌がっていた部長が何事もなかったかのようにケロリとしていた。

　すごいな透明。

　見た目上の変化はないものの、ステータスは問題なく上がっている。手触りは部長のゴワゴワした毛並みのままなので、見る事も触る事もできないようだ。

「大丈夫そうですね」

「良かったお！　防具もカラーリングによって値段が上下するのもあるけど、コレはボスの素材だから少しだけ高いお。あ、四万Ｇになります」

　表示された額がくと所持金を見比べる……昨日のレベル上げでだいぶ稼かせげてるし、問題なさそうだな。

「じゃあこれで……ありがとうございました」

「トーナメント終わったら幼女神様の防具を作るお！　必ず来て欲しいお！」

「是ぜ非ひお願いします」

　マーシーさんに一礼し、歩き出す。

「幼女神様！　今日もお綺き麗れいで！　幼女神様！」

　千切れんばかりに手を振るマーシーさんの声に、道行くプレイヤー達からの視線が刺ささる。俺に手を引かれたダリアがマーシーさんに小さく手を振り返すと、マーシーさんは謎なぞの音を立てて爆発した。

　原理不明だが、ＬライフＰポイントは減っていなかった。
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　港さんもオルさんも未だオフラインのままだ。リアルが忙しいのも仕方のない事だろうな。俺も出張が重なれば数日ログインできなくなるだろうし。

　道中見つけた食事処に入る。美お味いしそうな匂いに誘われ、ぐいぐい手を引くダリアが決めた店だ。恐らく肉料理を扱あつかっている店だろう。

　ＮＰＣに通され店内を移動していると、ボックス席で食事をとるCoatコート ofオブ ArmsアームズのＧギルドＭマスターであるアリスさん、そして銀ぎん灰かいさんと遭遇。二人も俺達に気がついたようで相席する事になった。

　アリスさんが鼻息を荒くしながらダリアとの横並びを懇こん願がんしてきたので、左の奥から銀灰さん、部長、俺。右の奥からアリスさん、ダリアの順で改めて席についたのだった。

「いやー、こんな所で会うなんて奇き遇ぐうだねえ」

「全くですね。ギルド加入希望のプレイヤーの方は落ち着いたんですか？」

「ぼちぼちかな。イベント前は六部隊程度だったのが、今は八十部隊だよ。ギルドホームの移動と改造も視野に入れないとだね」

　苦笑いしながら額ひたいをぽりぽり搔かく銀灰さん。聞くと、一部隊は六人パーティずつＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅと五つに分かれた計三十人編成であり、それが八十部隊となればその人数は単純計算で二千四百にも及ぶ。

　イベントで活躍すると、ここまで知名度が上がるのか……紋もん章しようギルドだけで戦争が起こせそうな勢力だ。

「ダリアちゃん！　お姉さんがあーんしてあげる！　うっわ可愛い、もっと食べて！　あら、口元が……」












　何な故ぜか恍こう惚こつの表情を浮かべ、忙しくダリアの世話焼きをしているアリスさん。巨大ギルドのトップ、そしてナンバー２と食事ができるのはかなりレアな体験かもしれない。

「部隊をまとめる『隊長』を八十人決めたお陰かげで、僕らが戦闘指導やレベリングに駆り出される事が無くなったんだ。それでこうやって息抜きに食事したりする時間もできた」

「お疲れ様です、ほんとに。アリスさんや銀灰さんは、自分達のレベル上げができているんですか？」

「ええ。職業のレベル上げと技能スキルのレベル上げも問題ないの。ギルドクエスト等で効率良く上げているから」

　ダリアを撫なでながらアリスさんが満面の笑みで答える。あまりの溺でき愛あいっぷりに銀灰さんの顔が若じやつ干かん引きつっているものの、ダリアは特に気にした様子もなく食べ続けている。

　最も早はや食べるのに夢中でどこに誰がいるかすら頭に無いのかもしれない。恐るべき食いしん坊だ。

「Coatコート ofオブ Armsアームズは隊長達をまとめる中間管理職を探しております。今なら麗うるわしい幼女と可愛い動物を連れた召喚士の方限定で、中間管理職に大だい抜ばつ擢てき……」

「いや、完全に俺じゃないですか。何ですかその商売口調は。それに、途中から入ったプレイヤーが隊長格の上に立つって反感買いますよ」

　もくもくと野菜スティックを食べる部長の頭を撫でながら、銀灰さんに苦笑いで返した。

「そんな事はないよ。ダイキ君は召喚士として、そしてイベントの獲得ポイントランキング１位のプレイヤーとしても注目度は高い。マスターもそうだけど、ダリアちゃんのファンも多いしねー」

「一日中ダリアちゃんと遊ばせてくれるなら、ギルドマスターの座を渡してもいい」

「軽いんだよなあ」

　ともあれ、高く買ってくれているのは有あり難がたいな。トーナメントが終わって落ち着いたらギルド所属も真ま面じ目めに考えよう。入るとすればケンヤ達のギルドか紋章ギルドだろう……。

　クエストやダンジョン、そしてイベント。特に大規模な戦争イベントでもあった場合、ギルド単位の参加もあり得そうだな。港さんもまだ無所属みたいだし、その時は誘ってみようかな。
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　アリスさん、銀灰さんと別れた俺達はトルダ椿と合流するため、冒険の町ポータル前で待機していた。

　時刻は午後八時四十分。

　この時間になって来ないとなれば、港さんもオルさんも今日はログインしない可能性が高い。他の人でも誘おうかとフレンド一覧をスライドさせてみたものの、ケンヤ達はケンヤ達で現在地に『試練の洞窟 Ｂ２』と表示されていた。

　皆の言うダンジョンへと挑戦しているのだろうか。ケンヤは対人戦を主にこなしているような発言をしていたから、もしかしたら対人戦の練習場のような場所があるのかもしれない。

「おーい」

「お、きたきた」

　人混みの中に、アイスグリーンの髪が揺れているのが見えた。

　彼女曰いわく、ナチュラルショートという流は行やり所を完璧に再現したという髪型は、現実リアルよりやや優しげな顔つきのトルダによく似合っている。

　背中に約二メートルの曲線を描く何かが布に巻かれて背せ負おわれているが、コレは彼女の手によってこだわり抜いて作られた和わ弓きゆうだろうか。弓にコストを掛けすぎたのか、防具の方は革製品とあまり良い品ではないように見える。

「呼んでおいて言うのもアレだが、今から行くのはボスの所だぞ？」

「メールにも書いてあったし分かってるってば。死んだりとか経験値が減るとか、私としては割とどうでもいいし」

　それはどうなんだ？　ＲＰＧをやる者として。

　暇ひまそうだったから誘ってはみたものの、挑戦しようと思っているのはリザード達の親玉のフィールドだ。老夫婦から受けたクエストでボス指定ではないものの、最終的にボス討とう伐ばつまで派生するクエストだと俺は踏ふんでいる。

　温風の抜け道に出てくるリザード達のレベルは平均して15程度。俺は勿論、部長でも余よ裕ゆうあるフィールドと言えるが、トルダのレベルは現在12。パーティで攻略するため無む謀ぼうとまではいかないものの、結構ギリギリなレベルなんだよな。

「まあ死にそうになったらダイキが体張って庇かばってよ。ねー、カピ子ちゃん！」

「おいおい、勝手に名前付けんなよ。この子には部長っていう名前があるんだから」

「部長って……っぷ！　成なり田た部長が仲間になったってこの子の事かあ！　確かに似てるかも……ぷぷ」

　俺の直属の上司である成田部長はカピバラに眼鏡めがねを掛けさせたらそのまんまな顔をしている。彼を知る椿には分かる身内ネタである。

「なんにせよ、部長が回復支援の要かなめだから俺が庇うというより部長が援えん護ごする形になると思う。だから今日はトルダが部長を頭に乗せてくれ」

「援護するからって、何で頭に乗せる必要があるの？」

　そう言い、不思議そうに首をひねるトルダ。

「部長は自分で歩かないんだよ」

「殿との様さまって事ね、了解。部長ちゃん、今日は私が直属の部下だよ」

　ダリアの頭から部長を抱き上げ、トルダの頭の上に乗せる。部長の体は少し大きいのでダリアの時と同じように、トルダの頭に上半身を乗せ、下半身は宙ぶらりん状態になった。

「じゃあダリアは俺に肩車かな？」

　が、しかし。

　握にぎった手がピクリと動いただけで、登ってはこない。まさか、時間が経たつにつれ肩車が恥はずかしくなったとか……お父さん嫌い的な……いや、まさかな。

「何一人でぶつぶつ言ってんの？　早く行こう」

「お、おう」

　トルダに促うながされた俺は彼女にパーティ申請を送り、風の町へと転移する。
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　風の町に着いた俺達は、早速温おん風ぷうの抜け道へと向かう。

　すれ違うプレイヤーの多くは麦わら帽子を被っていたり、釣つり竿ざおを担かついで湖へと向かっていたりと、非戦闘プレイヤーが多いように見える。ゆったりとした時間が流れる風の町は連日、友達と話したり、ほのぼのプレイ希望のプレイヤーで溢れている。

　最近では芝が広がる広場で召喚獣や魔獣を放して遊ぶのも流行りだという。町中では攻撃技アーツなどの戦闘行為が不可能なため、召喚獣や魔獣達でのトラブルは万が一にも無いらしい。

　初めて風の町に来たトルダは、自然溢れる町を顔を緩ゆるめながら見渡していた。彼女も弓こそ装備しているものの、ほぼ非戦闘職プレイヤーだ。今の拠きよ点てんは南ナット平原であるが、近い内にここへ移動するのではないかと踏ふんでいる。その意味でも今回呼んだ訳だが。

「綺麗な町だね」

「そうだな。あそこのレストランには一度行ったんだけど、海鮮料理は旨うまいし湖は一望できるしで最高だったぞ」

「周り湖なのに海鮮料理なんだね……」

　それはファンタジーって事だよトルダさん。いや、俺も思ったけどさ。

　温風の抜け道に着くと、パーティ単位で戦闘をこなすプレイヤー達が多く見えた。後続組だろうか。こうしている間にも一人、また一人と新規プレイヤーがログインしてきているんだろうな。

　Frontier Worldの人気は止とどまる所を知らず、週間ゲーム売上ランキングでは二位に圧倒的な差をつけてのトップ独走が続いている。現在の総プレイヤー数はどれほどのものだろうか。

「じゃあ私は少し準備するから、壁役ヨロシク」

　シュッと、手を上げたトルダは背負っていた布を開いていく。

　現れたのは黒くろ塗ぬりの重厚感ある和弓。独特な曲線を描くその弓には、弦つるが張られていなかった。てっきり弓にずっと弦が張ってあるようなイメージだったが、その都つ度ど外はずすらしい。

　握りの部分には赤色の布が丁てい寧ねいに巻かれ、トルダがそれをひと撫ですると、何ど処こからか現れた弦がピンと張られ俺の知る弓のフォルムへと変化した。

「よくできてるな」

「握り皮を撫でると弦が勝手に張られる仕組みになってるんだ。素材にこだわり過ぎたせいで暫しばらくは金欠ー」

　ぶーぶー言いながらも、満足したような表情でトルダは戦闘の準備を着々と進めていく。周りに湧わいたリザード達は他のプレイヤーが随ずい時じ狩ってくれているため被弾はまだない。

　右手に指三本を覆った革の小こ手てのような装備を付け、トルダが立ち上がった。

「矢はアイテムボックスから取り出す必要はなくて、弦に触れれば勝手に出現するみたい。結構便利だよね」

「本来の弓の仕様と比べてみたい……」

　多分ゲーム内にある普通の弓はここまで凝こった作りをしていない。少なくともトルダのコレは、何も知らないプレイヤーでも気き兼がねなく使えるような弓ではない。現に俺にはあの小手が何かも分からないのだから。

　試ためし撃うち試し撃ち。と、フリーのリザード・アーチャーに向けてトルダが攻撃準備に入る。左手で弓を握り、右手で弦に手をかける。光と共に現れた矢を弦に引っ掛けながら、流れるような動作で腕を上げ、ゆっくりと引ひき絞しぼる。

　ギチギチと音を立てる弦を全く意に介かいさないまま、トルダの矢が一気に放たれた。

　ギャンと迫力ある音と共に恐ろしい速度で走る矢は、数十メートル先にいたリザード・アーチャーの胸にドスリと突き刺さり、リザード・アーチャーは訳も分からぬまま後方へと吹き飛んだ。

　魔法が届く範囲を超えてないか？　これ。

「もう一丁」

　すかさずもう一度、矢を放つモーションに入るトルダ。リザード・アーチャーはやっと俺達を認識したのか、手に持った弓で応戦するように矢を放つ。

　限界まで引き絞られたトルダの矢とリザード・アーチャーの矢が、空中で交差する。

　リザード・アーチャーの矢は数メートル前で失速し、弧を描きながらトルダの足元に突き刺さった。

　そしてトルダの矢の行方に視線を移すと、破裂音と共にリザード・アーチャーの頭が吹き飛ぶのが見えた。文句無しのオーバーキル。

　リザード・アーチャーの体が光に包まれ霧む散さんした。

「ふぅ……」

　小さく息を吐き、トルダがくるりと向き直る。先ほどまでの獲え物ものを狩る鷹たかのような目から一転、無邪気な子供のような目に変わっている。

「なかなかでしょ？」

「やるな。ていうか、リザード・アーチャーの攻撃届いてなかったように見えたけど……」

　俺の言葉に対し、何を当たり前の事を──と言わんばかりの顔で解説してみせるトルダ。

「弱い弓だと、余よ程ほど上を狙ねらわない限り重力に負けて速度が落ちるよ。私のはかなり強い弓だから、もう少し遠くでも速度は落ちないし狙い通りに飛ぶかな」

　おいおい、リザード・アーチャーがいた場所まででも相当な距離があったぞ。しかも二発目は胴体より更に小さい頭に当たってたし。

　弓道経験者は皆このレベルに居るのだろうか？　魔法を超える距離からの攻撃が可能となれば、人気の無い弓使いも相当強い職に認定されるぞ。技アーツも織おり交まぜれば威い力りよくも距離も更に伸びるかもしれない……。

「こりゃあボス戦期待していいみたいだな」

「任せなさい。それに部長ちゃんもいるし、いつも以上の力が出せそう」

　それから俺達は湧いたリザード達を時には焼き、時には斬り、時には射い抜ぬきながら進んでいく。
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　黒と紫が入り混じる四本の禍まが々まがしい柱が天に伸び、獲物を捕とらえて捻ねじれて爆はぜる。ダリアの闇の四重奏ダークカルテツトによって二体のリザード・ファイターが経験値へと姿を変えた。




【クエスト：リザード族の住処すみか】推奨Lv．20

　風の町付近に現れたリザード族を倒しつつ、住処とされる活火山の洞どう窟くつへ向かいましょう。※報酬はその場で貰もらえます。

　◯リザード・ランサー［10/10］

　◯リザード・ファイター［10/10］

　◯リザード・アーチャー［10/10］

　◯リザード・クレリック［10/10］

　◯灼熱洞窟［未到達］

　報酬：経験値［1,280］

　報酬：Ｇ［7,600］

　開放クエスト：洞窟のリザード族




　温風の抜け道のリザード達はダリアの魔法はおろか俺の技アーツでさえ一撃で倒す事ができる。少し前まで苦戦していただけに、レベルや装備の恩恵をひしひしと感じた。

　続くエリア『灼熱洞窟への道』に出現するリザード達は、平均レベル20とかなり上がっていたものの、高火力のダリアを筆ひつ頭とうに、俺達は問題なく進んでいた。

「部長ちゃん、ＳスキルＰポイント回復お願い……ありがと」

　トルダの弓は相変わらずの精度を誇ほこり、頭部が弱点と知るや否いなや頭に二射連続命中という人間離れした技を見せている。加えて、技アーツによる威力増加により一撃で倒せる事を知ったトルダは、ダリアの魔法が届かない距離のリザード達を的てき確かくに射抜いていた。

　部長もダリアのＭマジツクＰポイントとトルダのＳＰ管理に忙しそうだ。時々分配が追いついていない場面も見受けられる。

「部長、頑張ってくれ」

　トルダの頭に乗る部長を撫でながら、回復薬を口に持っていってやると『喉のどがカラカラ』と言わんばかりに、ガブガブと良い飲みっぷりを見せてくれた。

　事実、部長がいるお陰で戦闘が円えん滑かつに進んでいる。部長が分配にてトルダやダリアにＳＰ・ＭＰを送ってくれているから、回復薬は部長の分だけで済んでいる。

　しかし、装備でステータスが上がったとはいえ減へり方はかなり激しい。緊急睡眠こそ発動していないものの、ボス戦は更に消しよう耗もうする可能性があるな。
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　しばらく歩いていると目の前に現れたのは巨大な活火山。頂上付近に目を向けると、ドロっとした溶よう岩がんが流れているのが確認できる。それにしてもかなりの高さだ……。

「あれ、入り口じゃない？」

　弦を張ったままの弓を背中に引っ掛けながら、トルダは先に見える人工的な穴を指差した。硬そうな岩で縁ふち取どりされた大きな穴。そこにはまるで門番のように、金属の鎧に身を包んだリザード達二匹が槍を片手に立っているのが見える。

　あそこが灼熱洞窟か。

「じゃあ、あの二匹倒しちゃうね」

　二匹を見据えながら背中の弓に手をかけ、素早く構えるトルダ。当然ながら、この距離では二匹に反応はない。

　トルダの周りに緑色の風のようなオーラが発生し、彼女に纏わりつくかのようにゆっくりと回り始める。ギリリと引き絞られた矢が技アーツを纏い、オーラが矢へと吸い込まれるようにして螺旋状に絡みつく。

「『貫く双蛇の矢ツインスネイク・アロー』」

　放たれた矢は緑に光る二匹の蛇ヘビとなり、絡み合う蛇達はリザード達目掛けて牙キバを立てる。

　的確に頭部を撃ち抜かれたリザード達は吹き飛ばされ岩に激突し、頭の上にCriticalクリテイカルの文字が踊った。

「道中のリザード達とは格が違うのか？」

「もう一発中あてれば分かること」

　今までのリザード達は今の一撃で確実に消し飛んでいたが、門番らしき二匹のリザード達が消える様子は無い。片方は既すでに槍を構え直し、此方こちらへと向かってきている。

　向かってきている一匹は、再び放たれた貫く双蛇の矢ツインスネイク・アローを槍で弾はじき、尚も突進してきている。奥の一匹は気絶スタン状態にでもなっていたのか、回避行動をとらぬまま、二度目の矢によってポリゴンへと姿を変えた。

　剣を抜いて迎え討つ。突き出された槍を盾で流しながら、相手の勢いを殺さぬように赤の閃剣レツド・ソードを繰り出す。回避できるはずもなく、これまでとは違うリザード・ランサーは胸を貫つらぬかれて爆散した。

　まだまだ苦戦するレベルじゃないな。

　ダリアが杖つえを突き出しながら『今魔法使う所だったのに』と、言いたげな顔でこちらを見上げてくる。まあ、ボス戦では彼女に頼ることになりそうだし、今の内は温存してもらうのも手だ。

　わしゃわしゃとダリアを撫でながら、改めて洞窟の入り口に目を向ける。門番が補ほ充じゆうされる雰囲気はまだない。

　洞窟内から流れ出た熱気によって、周囲の空気が歪ゆがんで見える。中は相当温度が高そうだ。
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　灼熱洞窟に入ると同時に鐘かねの音が流れ、クエスト情報が強制的に表示された。




【クエスト：洞窟のリザード族】推奨Lv．26

　リザード族の親玉が封印されたとされる灼熱洞窟に、リザード族の精せい鋭えい達たちが集まり始めました。何かの予よ兆ちようかもしれません。リザード族を倒しながら洞窟内部を調査してください。※報酬はその場で貰えます。

　◯ハイリザード・ランサー［0/10］

　◯ハイリザード・ファイター［0/10］

　◯ハイリザード・アーチャー［0/10］

　◯ハイリザード・クレリック［0/10］

　◯灼熱牢獄［未到達］

　報酬：経験値［2,390］

　報酬：Ｇ［10,600］

　開放クエスト：封印されたリザード族




　やはり派生クエストが出てきた。

　次に開放される『封印されたリザード族』ってのは、もう親玉を指していると思うが──まあ、どの道挑むつもりだから問題はないな。

　灼熱洞窟の内部は赤とオレンジが混まざった溶岩一色のフィールドだ。足場は広いが所々から熱気が噴き出し、崖がけのように足場が無くなっている場所もある。

　落ちれば溶岩にダイブだ。恐らく死亡判定になるだろう。

　暑さに弱いのか、部長が舌を出して呼吸を荒くしているのが見える。対してダリアはケロっと涼すずしい顔で尻尾を左右に動かしている。

　地形や気候は召喚獣にも影響を及ぼすのか。確かに、普通ならこんな場所に居るだけで瞬く間に脱水症状を起こすはずだ。

　カピバラは本来熱には強いとされている。しかし、火山の中にある洞窟ともなればその限度を超えているのだろう。とても動物が住める環境ではない。

　俺やトルダも温度による変化を感じる事はできるものの、フィルターがあるため蒸し暑いとか肌寒いとかの程度に緩かん和わされている。現にトルダも手で顔をパタパタ扇あおぐ程度で済んでいる。

　ダリアは種族的に熱に強いのか？　魔族は熱に強いという話は漫画や映画でも聞かないが……何か隠された『温度耐性』のような物が存在しているのかもしれないな。

「部長、大丈夫か？　辛つらかったら無理に連れて行かないぞ」

　トルダの頭にぐったりとした様子で乗る部長は弱々しく鼻を鳴らす。これは引き返したほうがいいか？

「どうする、ダイキ」

　頭越しに部長の様子が伝わってくるのか、トルダが心配そうに言う。相手がトルダのように話す事ができるなら、聞き出すのは容よう易いなんだけど……。

　試してみるか。

「……そうだな、この機会に使ってみるのもいいかもしれない」

「？」

　心の内を知る事ができれば、部長がどうしたいかを知る事ができる。俺はクラスチェンジによって得た新しい技能スキルシンクロを部長に向けて発動する。

　部長の体の中を覗くようなイメージ。

「うっ……」

　直後、視界が二つに割れた。

　目の前がぐにゃりと曲がり、酔よったような感覚に陥おちいる。視界が定まらず、思わずその場に尻しり餅もちをついた。

「ダイキ？」

「トルダ……って、あれ？」

　なんだ、これ。

　右目と左目が、まるで別々の場所を映しているかのような、奇妙な状態へと変わる。

　視界の右半分に映るのは、心配そうな顔で俺を覗き込むトルダと、頰ほおをつついてくるダリア。そして左半分に映るのは、艶つややかなアイスグリーンの髪越しに見える、赤い鎧を着た男の姿。

　右目を覆うように手を動かすと、左半分に映るグレーの髪の男も右手で右目を覆う。思わずトルダに目を向けると、左半分に映る、驚いたような表情を浮かべる男と目が合った。

「まさか……シンクロって……」




『暑いよー　喉のど乾かわいたよー　お腹なか空すいたよー』




　同時に、脳内に響くのは小さい女の子の駄だ々だをこねるような声。

　そうか、シンクロというのは……。

　舌を出しながら荒い呼吸をする部長に向け、脳内で語りかけるように念じる。

『部長か？』

『あれー？　ごしゅじん？』

　やはりそうか。

　右半分に映る部長の顔が驚きの色に染まった。

　にしても召喚獣と会話ができた。夢が叶かなったかのような……涙が出そう。

　シンクロ。親密度によって効果が変化するとあったが、これは召喚獣と心で会話することができる技能スキルだ。

　加えて、視界も共有することができるらしい。視界の左半分は部長が見ている景色であり、俺は部長を介かいして自分を見る事ができている。

　右半分だけに意識を持っていくと、視界全てが俺の見ている景色となり、左半分に意識を持っていくと、部長が見ている景色だけになった。

　デフォが二画面というのはかなり酔うな……。とりあえず自分本来の視界だけ表示するように意識を持っていこう。

『ああ、俺だ。体調は大丈夫か？』

『ごしゅじんー。ちょっと暑いけど大丈夫だよー』

　普段は太々しく振ふる舞まっている部長だが、心の内は頑張り屋なようだ。となれば、もう少し奥に入っても問題なさそうだな。

『苦しくなったら教えてくれよ』

『はーい』

　尻に付いた砂を払って立ち上がりながら、部長の頭をひと撫でした。

「ねえ、どうしたの？」

「ああ、とりあえず部長は大丈夫って言ってるから先に進むか」

「言ってるって……喋しやべれるわけないのに」

　俺が勝手に判断したと勘違いするトルダは不満そうに口を尖とがらせる。彼女には道中、シンクロの説明をしておこう。

　俯うつむくダリアの手を引きながら、改めて灼熱洞窟を進む。

　シンクロか。会話はともかく視界の方は慣れる事が必要だな……召喚獣達の視界を共有して戦う事ができれば、会話を使って離れていても連れん携けいが取れそうだ。

　なにより、部長……女の子だったんだな。
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　回し蹴りを繰くり出だし、ハイリザード・ファイターを溶岩の流れる崖下へと蹴り落とす。金属の防具に身を包み強化されたハイリザード達ではあったが、溶岩の中でも生きられるというわけではないらしい。

　数秒のタイムラグの後、全員に経験値が行き渡る。

　奥に行くにつれ地面よりも溶岩の面積が増えてきていた。今俺達が歩いている場所は、大人四人が手を開いて横に並んだ程度しかない。移動するだけなら問題はないが、戦闘するとなれば動き回るのは厳きびしいだろう。

　出てくる敵は門番と同じ装備を付けたハイリザードというリザード族の上位種。レベルも25とかなり高めで、流石さすがのトルダも数回の攻撃を余儀なくされていた。

　ただ、格上相手に雑談を交まじえて戦えているのは彼女のセンスゆえになせる事だろう。弓を使うのを止め、昔やっていたという柔道の技を活いかしてハイリザード達を次々に崖下へ投げている。

「それで。シンクロっていう技能スキルのお陰で、召喚獣達の声が聞こえるようになったの？」

「声というか、考えている事が流れ込んでくる感覚に近いな」

　説明を受け、トルダが羨うらやましそうにジロリと睨にらむ。

「……ふーん。私も部長ちゃんやダリアちゃんと話したいな」

「シンクロの取得条件は今の所召喚士の特殊職エクストラジヨブだから、厳きびしいかもな」

　存在愛の召喚士以外にもシンクロを入手する手段はあるかもしれないが、掲示板を見るに現状では見つかっていないようだ。

　ダリアに向けて飛んでくる矢を盾弾きシールドパリイにて弾きつつ、突撃してきたハイリザード・ランサーの足を払って盾突進シールドタツクルで崖下へと落とす。

　奥にいたハイリザード・アーチャーは地面から伸びた黒の大剣ブラツクブレードによって体を貫かれ、間かん髪はつ入いれずに頭へと到達したトルダの矢が炸さく裂れつ。爆散した。

「しかし……やるなあトルダ。レベルがひとまわり違うモンスターにまるで苦戦してないじゃないか」

　俺の言葉にトルダが当たり前だろと言わんばかりに腕を組んだ。

「投げ技だったり遠距離攻撃だったりで騙だまし騙しやってるけど、火力ではダリアちゃんに遠く及ばないし、崖のない場所で敵と真っ向勝負になれば多分勝てないかな」

　及ばれては困るが……確かに地形を活かし、体力の多い前衛型のハイリザードでも関係なく倒せているのは大きい。近づく事のできないハイリザード・アーチャーやハイリザード・クレリックは、ダリアが八割トルダが二割程削けずって倒している。

　俺の鼓こ舞ぶ術じゆつと統とう率そつ者しやの心得、ダリアにはプラス野性解放でのブーストで火力はほぼ最大状態だ。後は部長が復活して、ここに更に強バ化フ魔法と弱体化デバフ魔法が加われば効こう率りつは上がるんだが……。

『頑張れそうか？』

『分配だけならなんとかー』

　部長があまり機能していない。トルダの頭の上にだらりと体を乗せる部長は、溶けるような勢いでダレている。ステータスには熱による弱体化デバフの類たぐいは見られないものの、細かな支援は期待できそうにないな。
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　しばらく道なりに進んでいくと、溶岩のない地面が続くかなり広い空間に出た。壁の所々から赤々とした煙が噴き出しているものの、辺りにハイリザード達の姿はない。

　その部屋には数組のプレイヤー達が座り込み、ステータスの確認やアイテムの確認、楽しそうに漫まん談だんしたりする姿があった。なんとなくここはセーフティーエリア安全地帯なんだろうなと予想できる。

「おう、兄ちゃん達。お前らもこの先の『ハイリザードの巣』に挑戦するプレイヤーか？」

　近くで胡座あぐらをかいていた恰かつ幅ぷくのいい男プレイヤーが声をかけてきた。その周りには数名のパーティメンバーらしき姿もあり、皆が顔を緩ませながらアイテム画面を開いているのが見える。

　……うん、ちょっと危ない絵だな。

「ハイリザードの巣ですか……それは、ボスの部屋ですか？」

「ん？　いや、灼熱牢獄ならまだ先だが……金稼ぎとレベル上げならここの方が断然効率いいぞ」

　ボスよりも実入りのいいモンスターでも湧くのだろうか？　それとも、オアシスのようなインスタンスダンジョンの類か？

「この先にあるポータルに触ればハイリザードの巣に転移できる。入ったら三十分ハイリザードを狩り放題だ。次回入れるようになるには十五分の休憩が必要だが……ハイリザードが落とす鎧はそのまま装備してもかなり使えるし、今なら売っても高い。オススメだぞ」

　男プレイヤーは気前よくこの先にある物の情報を教えてくれた。聞く限りでは後者の、オアシスに近いダンジョンに飛ばされるようだな。ハイリザード達のレベルは平均で25程度だから、俺の装備と同程度のレア度はあるかもしれない。

　見るに、ここにいる皆はそれを目的に潜もぐっているようだし、人気があるなら市場に出回る率も上がりそうだが……それでも尚なお旨うま味みがあるとなれば金策にはもってこいだな。

「貴重な情報、ありがとうございます。……だってさ。トルダ、どうする？」

「んー。混戦っぽくなるなら、ちょっとレベル的に厳しいかな。道中にレベル三つくらい上がったけどね」

「あー、中は確かに全方位から湧いてくるハイリザード達との混戦になるな。見た所、姉ちゃん弓使いみたいだし、距離的にも厳しいかもしれん」

　申し訳なさそうに笑うトルダ。男プレイヤーは気を遣ったのか、やんわりとやめた方がいいというニュアンスで付け足し、苦笑いした。

　当初の目的はシンクロの効果の検証と、拮きつ抗こうした実力の敵との戦い。このレベル帯からするとボスのレベルも30手前だろう。今までのボス戦を振り返るに、丁度良い相手だと言える。

　インスタンスダンジョンの方も、レベル上げと同時に金稼ぎができるとなれば魅力的ではあるものの、少し目的から逸れる。三十分戦い続けることができれば、部長の技能スキルレベルも相応に上がるとは思うが……物量で攻められる方が危険度は高い。

「今回はやめておきます。わざわざありがとうございました」

　そう言いながら頭を下げる。男プレイヤーは特に気を悪くした風でもなく、そうかそうかとボス部屋への道を指差して教えてくれた。

　クエストも残すところ灼熱牢獄までたどり着くだけとなる。最初は狭せまくて戦い辛いフィールドだと思っていたものの、戦闘は極めて順調である。

　溶岩を挟んだ向こう側から放たれたハイリザード・アーチャーの矢を盾弾きシールドパリイでやり過ごし、ダリアの魔法とトルダの矢が追撃を決めた。

　遠距離にも中距離にも対応できるダリアと、投げ技や締め技限定ではあるが近距離もこなせる全距離対応可能オールラウンダーのトルダ。矢は俺が防ふせげるし、回復は部長がいる。

　死角のない非常に良い陣営と言える。

　ただ一つ、不安定要素があるとすれば……。

『部長、ダリアのＭＰが切れそうだ』

『ごしゅじん、ありがとー』

　気の抜けるような声を漏もらしながら、部長がダリアへ分配を飛ばした。

　暑さにやられて集中力も切れてきているな……中断してもいいんだけど、頑かたくなに拒こばむんだよなあ。

　現在はシンクロで俺が彼女の目になって指示を飛ばす事で、なんとか形になっている状態だ。

　部長が本調子ではないうえに、トルダは適正レベルを下回っている。これはいつも以上にダリアとの連携がボス攻略の肝きもとなりそうだ……。

　となれば、だ。

「戦闘の幅が広がるし──ボス戦前に、ダリアともシンクロしておこうかな」

　緊張しているのか、ダリアの口元がぎゅっと結ばれた。

　最近様子が変だし、部長のように会話ができるようになれば解決法を共に考える事もできる。まあ、何より、声が聞きたいというのがあるんだが……。

「じゃあ……」

「思ったんだけどさ」

　付近のハイリザード達の全滅を確認したトルダが俺の言葉を遮さえぎり、何か思いついたかのような口調で話し出す。

「シンクロって召喚獣には拒否権ってないの？」

「拒否権？」

　トルダの言葉を、思わず聞き返す。

「そう。だって考えてみてよ。いくら仲良しの人だとしても……いや、仲良しの人だからこそ、自分の心の中って見られたくないものじゃない？」

　見られたくない……。例えるなら、友人だが携帯は見せたくない──という、超こえてはいけないラインという所か？

　確かに、心を繫げるとなれば俺の心の声やダリアの心の声は二人の間で共有される。そこにプライバシーは無い。

　トルダはダリアの頭をゆっくりと撫でながら続ける。

「私とゲーム内で初めて会った日、ダリアちゃん、肩車されてたよね？　会社でゲームの話をする時も、娘が肩車したがって参ったとかデレてたじゃん」

「この間までは、ずっと肩車して移動してたんだ」

　いつからか、ダリアは肩車されたがらなくなってしまった。手を繫いでくるのは非常に可愛らしいが、どこか距離を置かれたかのような、もどかしい気持ちがあったのは本音だ。

「理由を考えたの？　いつも仲良しだったなら、ダリアちゃんの行動の裏にはちゃんとした理由があるって思わない？」

「反抗期だとか、成長しちゃったのかなとか……」

「反抗期なら手を繫がないよ。後ろから見てたから分かるけど、ダリアちゃん、いじらしく何度も手を出したり引っ込めたりした末に繫いでるの知らないでしょ？」

　トルダの言葉に、俺は何も返す事ができずにいた。肩車が嫌になったとか、恥ずかしくなったとか、俺は見けん当とう違ちがいの理由を考えていたからだ。

「シンクロって技能スキルを手に入れたのを境さかいに、ダリアちゃんの態度に変化があった。違う？」

「……その通りだな」

「なら少し考えれば分かるよ。その技能スキルには心を読む力がある。それは、ダリアちゃんが日々思っている事を、意い図とせず覗かれてしまう事になるでしょ」

　部長にシンクロを使った時、部長は驚いていた。なぜ会話ができているのか理解できないといった、動揺も含む声色だった。

　俺は部長の心の中に、了承もなく踏み入った事になる。それは拒否権もなく、選択の余よ地ちもない。そして今回、ダリアにも同じ事をしようとしていた。

「俺は……」

「って、いたた！　ダリアちゃん痛い！」

　見るとダリアがトルダの腕に嚙かみついていた。止めようと駆け寄ろうとした所で、腕を離したダリアが俺の顔を見上げてくる。

　俺はダリア、そしてトルダの頭の上に乗る部長に対し、素直に頭を下げた。

「……ダリア、部長、ごめんな。よく効果も知らずに軽けい率そつだったよ」

　冷静に考えて、家族同然とはいえ了承もなく女の子の頭の中に勝手に侵入した俺の罪は重い。なんて軽率な男なんだ俺は。

　下げた頭に小さな手が置かれるのを感じた。

「シンクロしてみたら？」

「え!?」

　やれやれと言わんばかりに手を上げながら、トルダがとんでもない爆弾を落とす。

「シンクロが嫌だったんじゃないのか？」

　先程とは言っていることがまるで違う彼女に食ってかかるも、トルダは呆あきれ顔のまま肩を竦すくめてみせた。

「嫌なんじゃなくて、心の準備ができてなかったって事でしょ、ニブチンめ。──ダイキがそれを理解したんだから……まあ、ダリアちゃんの顔見れば分かると思うけど」

　顔を見れば……いや、俺は鈍にぶいらしいから、直接聞くしかない。

「ダリア」

　確認するように名前を呼ぶと、ダリアはコクリと頷いた。












　ぐるりと視界が捩ねじれるような感覚の後に、俺の視界は二つに分かれた。片方に映るダークレッドの髪の女の子は、真っ直ぐ俺の瞳を見つめている。そしてもう片方に映るグレーの髪の男の方は、今にも泣きそうな、なんとも締しまらない顔をしていた。

『ダリア』

　再び、確認するように名前を呼ぶと、目の前の女の子がふわりと笑った。




『ダイキ』




　頭に響いた澄すんだ声は、昔、洞窟で聞こえたあの声と一いつ致ちする。感かん極きわまり思わず抱きしめると、小さな腕が俺を抱き返してきたのだった。













　小こ癪しやくな魔法攻撃を放つ二匹のハイリザード・クレリックが、隕いん石せきにも似た特大の火の玉によって焼かれ、跡あと形かたもなく消え去っていく。視界上にチラリと見える小さな腕が戻ると共に、俺おれの視界が再び覆おおわれる。

「打うち解とけた瞬間ベッタリとはね……溜ため込こんでたんだろうなあ」

　暗闇に包まれた視界でも、音をたどれば誰だれがどこにいるか分かる。俺の右隣を歩くトルダは、呆あきれたような声色で呟つぶやく。

『ダリア。前が見えないんだってば』

『嫌』

　頭を包む何かがモゾモゾと動いている。絞しめ殺ころさんばかりに両手両足を絡からめているダリアは、シンクロを使ってからずっとこの調子で肩かた車ぐるまされていた。

　少し前まで手を繫つなぐだけに甘んじていたダリアは、恥はじらいながらも背中を登り、定位置である肩車のポジションに到達した。それから暫しばらくはシンクロで話しかけても何も答えず、何かを確かめるように頰ほおを擦すり付つけてきたのだった。

　そして現在はこの調子である。

　体までもがシンクロしてしまったかのような、恐ろしい密着度でもって戦闘をこなしている。

　参った──ここまでベッタリのダリアもなかなか無いから新鮮なのだが、ここは町中でもないフィールドの中だ。適正レベルより低い部長とトルダがいる手前、あまり気が抜けるような状態は危険が伴ともなう。

　望み薄うすだが、試ためしてみるか。

『魔ま石せきあげるからさ』

『食べる』

　魔石を一つ取り出してチラつかせてみると、光速で伸びたダリアの手がそれをひったくっていった。頭上でむちゃむちゃと、はしたない音を鳴らして食べているのが聞こえる。

　チョロすぎる。

　これでは変な人に付いていかないか心配になるレベルだ。シンクロせずとも分かるが、この子の食に対する執着は全てを凌りよう駕がしている。

『今はモンスターのいるフィールドの中なんだから、ちゃんとしてなきゃダメだぞ』

『わかった』

　これを境さかいに蛇ヘビのように絡んでいたダリアは、平常時の肩車の形へと戻った。これで部長が嫉しつ妬と深ぶかい性格だったとしたら大変な事になっていたに違いない。そんな部長はトルダの頭の上でだらしなく体をぶら下げながら、ひたすら暑さに耐たえているようだった。

『部長、大丈夫か？』

『あついー　しぬよー　水に入りたいー』

　もはや会話すら不可能なほどにダレている。ここまで来たとなれば引き返すのも容よう易いではないため、彼女にはボス戦まで頑がん張ばってもらうしかない。

「ねえ。今も部長ちゃんとダリアちゃんと会話してるの？」

「ああ。……まあ尤もつとも、部長の方は暑いとしか言ってないけどな」

　二人とシンクロして分かった事だが、シンクロの効果は、対象をその都つ度ど切り替えなければ発揮されない。今は部長とシンクロしているため、例えダリアが何かを言っていたとしても聞く事はできないようだ。

　シンクロのレベルが上がるにつれ、召喚獣全てと同時に繫つながる事ができるようになるのだろうか？　それに伴い視界の共有も増えるのだろうか？

　どちらにせよ、かなり酔よいそうだ。

　現在シンクロのレベルは２。『この子を対象にシンクロする』という俺の意思によってシンクロが成立するため、何かを告げるために召喚獣の方からシンクロを繫いでくる事はできないようだ。

　常にどちらかと繫いでおくのが最適だと言える。シンクロ中はジワジワとＭマジツクＰポイントを消費するものの、その量は微び々びたるものであり、使い惜おしみする必要はない。

「部長ちゃん。私の事なんて言ってる？」

　唐とう突とつに、トルダは顔を赤らめながら自身の頭の上を指差した。周囲は溶岩の流れる赤々とした光に包まれているため、表情の変化は俺がそう感じただけではあるが……。

『のりものー』

「……頼たよりになるってさ」

「ほんと？　やった！」

　ごめんなトルダ。間違ってはないけど程遠いんだよな。手を叩いて喜ぶトルダから、視線を部長に向ける。

　多分この子はトルダに限らず、ほぼ全すべての人を自分が歩かないための乗り物だと思ってるんだろう。現に、『俺は？』と聞くと、『大事なのりものー』と言ってくれた。こいつめ。
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　狭せまく足場の少ないフィールドも遂ついに終点が見えてきていた。移動距離でいえばかなり膨ぼう大だいな量ではあったものの、ほぼ一本道だったため迷う事なくたどり着く事ができた。

　奥に見える巨大な扉は鎖くさりのような物が幾いく重えにも巻かれ、ただならぬプレッシャーを放っている。片方の扉が少しだけ開いており、人一人が通れる程度の幅はばがあるように見える。

　扉の両脇にある松明たいまつの火を見ると、あのインフィニティ・ラビリンスでのブラック・ドラゴン戦を思い出す。今回はレベル的にも場所的にもマトモなフィールドボスであるはずだから、一撃で死ぬような規格外ではないと思いたい。

「ボス戦だ」

　再び表示されるクエスト通知を指でスライドさせ、分かりきった内容を確認する。




【クエスト：封印されたリザード族】推すい奨しようLv．30

　灼しやく熱ねつ牢ろう獄ごくの扉が開いています。侵入したリザード族によって親玉であるキングリザードの封印が解とかれている可能性があります。仲間を集つどって戦闘に備そなえ、牢獄の調査を完了してください。※報ほう酬しゆうはその場で貰もらえます。

　◯灼熱のキングリザード［0/1］

　報酬：経験値［10,366］

　報酬：Ｇ［14,070］




　クエスト完了通知である一通目を流し、新たに開放された二通目に目を通した。ここまで連続したクエストだし、やはりボス討とう伐ばつはほほ確定だろうな。にしても経験値が旨うまい、これだけでレベルアップに必要な数値の三分の一に匹ひつ敵てきする。

　これまでの戦いで俺とダリアが一つずつ。部長が三つ、トルダが五つレベルを上げている。

　クエストの報酬はパーティメンバーで山分けであるから、俺が貰えるのは約２６００程度になるが……ボスの持つ経験値もあるだろう。報酬で良い物が出れば、装備するのもアリだ。

　全員の準備が整うのを確認した俺は、重々しい扉を抜けていく。中は広々とした円状のフィールドとなっており、東西南北に小穴が空あいているのが見えた。

　ジャラジャラという金属音に釣つられ見上げると、天井がベコリと削けずられているのが分かった。中心部分に見える鎖くさりの塊かたまりが不気味に揺ゆれている。人型に見えなくもないソレを張り付けるかのように、後ろには淡い緑色の光を放つ魔法陣が描かれていた。

「なに？　アレ……」

　既に弓の弦に手を掛け、戦闘体勢に入っているトルダが目を細め、訝いぶかしげに天井の鎖を見つめている。

　そして小穴の方からは、何かを引きずるような音と共に、無数のリザード達が湧いてきていた──しかし、身体つきが今までのリザードに比べて一回り大きい。

　身体に無数の傷が刻まれ、蜥蜴トカゲの顔は恐ろしく獰どう猛もう。目は血走っている。

　そして、その全ての個体の足に鎖が付けられ、その先に重りが付いている。まるで囚しゆう人じんのような風貌に、このフィールドの名前を思い出す。

　灼熱牢獄。

　牢獄は罪人を入れておく場所であり、牢屋である。てっきりハイリザード達がこの中で親玉を救出しようと躍やつ起きになっている姿を想像していたが、あれほど道中に居たハイリザードの姿は無い。

　真しん相そうは別にあるのか？

　……なんにせよ、敵は敵だ。倒してしまえば関係はない。

　数にして二十もの屈くつ強きようなリザード達が俺達を取り囲む。奴らが出てきた小穴からは溶岩が流れ出し、円状のフィールドを縁取るように広がっていく。

　剣を抜いた俺はすかさず鼓こ舞ぶ術じゆつによる強バ化フと野性解放を発動し、臨りん戦せん体たい勢せいに入る。ダリアも肩車から降り、赤いオーラを纏まといながら杖つえを構えた。

　かくして戦闘が始まった。混戦での要は火力の高いダリアだ。

　彼女には広範囲且かつ高威力の魔法で敵を一いつ掃そうしてもらう役目を任せてある。そして部長にはダリアのＭマジツクＰポイント管理と俺のＬライフＰポイント回復を優先事項として動いてもらう。

　近距離戦に向いていないトルダを守る形で俺が敵視ヘイトを集めていく。やり方は雑ざ魚こ狩がりと全く同じだ。

「『こっちだ』『磁力盾マグネツトシールド』」

　盾を叩きながら挑発による敵視ヘイトを集め、そして磁力盾マグネツトシールドでありったけの敵を引き寄せる。先に挑発を挟むのは敵視ヘイトの取り漏もれを避さける意味を含む。

　奥の手である磁力盾マグネツトシールドは最大で十体程度の敵までにしか効果が無い。

　俺を中心に発動した四本の黒紫の柱が捻ねじれて巨大になり、爆発する。巻き込まれたリザード達はそれでも御お構かまい無なしに俺に攻撃を続けている。

　これが敵視ヘイトによる敵集め。盾役タンクは敵の敵視ヘイト漏れに注意しながらひたすら耐たえる事になる。

『部長。回復頼んだ』

『はーい』

　混戦で敵味方が分からずとも、俺にはシンクロによる無線機能がある。たとえ遠くにいても俺の状況を逐一部長に送る事ができ、それに合わせて部長が回復魔法を飛ばす。これだけで戦闘は非常に安定する。

　尤も、俺が『体力・耐久タイプ』の盾役タンクではないのと、統率者の心得により『所有者が死ぬとパーティメンバー全てが死ぬ』というリスクを背負っているのとで、他の盾役タンクより肝きもが冷える状況にあるのは変わりない。

「『こっちだ』『磁力盾マグネツトシールド』」

　ダリアの闇の四重奏ダークカルテツトは凄まじい威力であるから、危険な存在と認知したリザード達の敵視ヘイトが俺からダリアに向く。それを俺は挑発と磁力盾マグネツトシールドによって抑え込む。

　トルダが弓を射いる音が響く。リザードの後頭部に矢が突き刺さり、凄すさまじい叫び声と共にリザードが消滅する。手を休める素振りも見せず、トルダは続け様に技アーツの乗った緑色の矢を放っていく。

　わらわらと集まるリザード達を押しつぶすように、ダリアの大いなる火炎コロナが発動。赤く発光する巨大な岩石のような、災害にも近い圧倒的な魔法の前に、後衛組の攻撃で弱ったリザード達はなす術すべなく潰つぶされていく。地形的にも火属性が効くとは到底思えないが、それを無視するかのような威い力りよくによって、残っていたリザード達は全て光となって爆散する。

「ダリアちゃんには敵かなわないね」

「うちのダリア最強だ。当たり前だろ」

　口角をヒクつかせながら額ひたいを搔かくトルダは、信じられないものを見たと言わんばかりの口調でダリアの火力を評価した。

　リザード達が全滅したのを合図に、フィールド全体が縦たてに揺れる。天井の魔法陣が徐々に光を失っていき、鎖がガチャガチャと動きだした。

　鎖に覆われた何かが目覚めようとしている。そしてそれが何であるかは、ここにいる全員が理解していた。

「くるぞ。親玉が」

　粉々に砕くだかれた鎖が雨のように降ふり注そそぎ、天井に封印されていたキングリザードがフィールドに降り立つ。

　硬そうな赤い皮膚に覆われた巨大な体は、鎧代わりに隆りゆう々りゆうの筋肉が備そなわっている。右手に炎に包まれた斧、左手に炎に包まれた盾を装備したリザード達の親玉が、復活を告げるように雄お叫たけびを上げた。
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　完全に戦闘体勢になったキングリザード。轟ごう々ごうと燃える右手の炎の斧おのが俺目掛けて振り下ろされる。咄とつ嗟さに、真横にいたダリアを抱えて退避しつつ、シンクロで二画面に切り替えた。

　左の画面に映されたのは、背を向けたキングリザードとそれに対峙する形で立つ俺とダリア。弓に矢をゆっくり番つがえる手も映っている。

　どうやらトルダ達は逆方面へ抜けたようだな……。こちらからは砂すな煙けむりでよく見えないが、無事なら問題ない。このまま敵視ヘイトを維い持じして耐たえる。

【灼熱のキングリザード Lv．31】#BOSS

　レベルだけで見ればダリアでも十分射程圏内だ。向こう側にいるトルダ達には後方支援に努つとめてもらおう。

　ダリアと少し距離を取り、挑発により敵視ヘイトを稼ぐ。キングリザードが此方へゆっくりと体を向けたタイミングで、ダリア達からの援護射撃が開始される。

　御構い無しだと言わんばかりに、キングリザードが斧を振り下ろす。

　腕の見せ所だな。俺は盾で胸部分を覆うように構え、迎え撃つ。

　技術者の心得によって、弾きパリイのタイミングを知らせる光の強弱が始まる。大きなレベル差がない為ため、速度は早すぎず遅すぎず。

　ここは勘かんと経験で叩たたく！

　ガツンという、巨大な何かと何かがぶつかったかのような破裂音と共に、空気の波が衝撃波を生み、巻き込まれたパーティ全員のＬＰがガリッと減った。

　何だ？　弾きパリイは成功しているのに、皆にダメージが入ったぞ。

　その証拠に、キングリザードは斧を撥はねあげられた状態で仰のけ反ぞっている。すかさずダリアによる黒の大剣ブラツクブレードで確定Criticalクリテイカルが叩き込まれ、キングリザードのＬライフＰポイントが15％程減少した。

　続くように、無数の矢が流星のように降り注ぎ、キングリザードのＬＰを連続して削けずっていく。黄色の光を放つ矢の群れを、鬱うつ陶とうしそうに手でガードしながら、キングリザードは巨大な体たい軀くをぐるりと回転させる。

　尻尾しつぽによる薙なぎ払はらい。

　周囲にいた俺やダリアは勿論、トルダも尻尾に吹き飛ばされ、溶岩の手前にぐしゃりと落ちた。

　キングリザードの敵視ヘイトは未だ俺を向いているからトルダへの追撃は回避できたが……まずいな、部長が殆ど動けていない。

　ここに来て部長が完全にダウン。シンクロこそ繫がっているものの、回復魔法が飛んでこない。今の攻撃と衝撃波で発生した謎なぞのダメージにより俺のＬＰは六割を下回り、ダリアは三割、トルダに至いたってはドット単位でしか残っていない。

『部長、聞こえるか？』

　しかし応答はない。

　……くそ、距離によって制限が掛かるのか？　このままだと次の衝撃波でトルダは間違いなくリタイアだ。蘇そ生せいさせるにしろ、どの道部長を復活させない事には……。

　ここが好機チヤンスと察さつしたのか、地鳴りと共に速度を上げるキングリザード。とりあえずはダリアと離れておかなければ巻き添えになる。

「『こっちだ』」

　一度挑発を入れながら、入口から見た北の小穴へと駆ける。トルダ達のいる場所は西南の位置。ダリアが南東の位置であるから、距離的にはかなり稼げる筈はず。

　未だ二画面は続いている事が、部長の意識はあるという事実を肯定している。これには部長が目で見ている光景が入ってくるからだ。

「衝撃波は弾きパリイによって生まれたのか？　……迂う闊かつに武器と接触するのは悪あく手しゆだな」

　キングリザードが燃え盛る炎の盾を振り下ろす。あまりの威力に、盾に纏まとう空気が目視でき、盾が通過した所に白の尾ができる。

　まるで巨大な槌つちの下にいるような、空気もろとも押し潰すプレッシャーに盾弾きシールドパリイは諦あきらめ、二度の横ロールでなんとか躱かわす。

　地面へと打ちつけられた炎の盾は再び赤の衝撃波を生み、波紋のように広がるそれが体を通過し、俺を壁際へと吹き飛ばす。

　原理が分からん……何かに接触したら無条件で衝撃波を生むとか、そんな鬼き畜ちく仕様じゃないだろうな？

　幸い、遠く離れたトルダ達やダリアまで衝撃波は届かないらしく、キングリザードの足元から巨大な黒塗りの大剣が突きあがる。ダリアの援護射撃によってキングリザードのＬＰが削られ、悲痛な叫びが木霊こだまする。

『部長。大丈夫か？』

『ごしゅじん。あつくてもうだめだー』

　再び部長の心に語りかけるも、ようやく帰ってきた返事は弱々しい。トルダは手持ちの回復薬を使ったのか、ＬＰを半分近くまで回復させていた。

　青色の尾を引く矢が螺ら旋せん回転しながらキングリザードの腕を射ち抜いた。ダリアの援護射撃とも相あいまって連撃ボーナスが入る。

　何度も繰り返される攻撃、防御、そして衝撃波。何度か回復薬を使用したものの、やはり攻撃されていると動作が追いつかない。ストックもそろそろ尽つきそうだ。

　体勢を立て直したキングリザードが、標的俺に向かって突進を仕掛けてきている。

　フットボールのタックルのように、肩を突き出し駆けてくるキングリザード。弾くも駄目、避けるも駄目、回復も来ないとなると……キツいな。

　直撃は何よりも許してはならない。芸もなくただロールでその場から離れる俺に、再び襲う衝撃波。装備の機能ではなく、奴自身が持つ技アーツか何かか？　厄やつ介かいな……。

　俺のＬＰが二割を切る。回復薬を用意しようにも、キングリザードの猛攻は止まらない。醜しゆう悪あくな笑みを浮かべながら、燃え盛る凶悪な斧を振りかざした。

　俺は部長に意識を向け、何かできないか探る。部長の視界には遠くの方で斧を振り下ろさんとするキングリザードの姿と、盾を構える俺。必死に魔法を使うダリアと、何度も弓で援護射撃するトルダの姿が映る。

　部長の意思に関係なく、俺に回復魔法が飛ばせれば……。

「ダイキ！」

　トルダの叫び声にハッとなり意識を戻すと、炎を纏う巨大な斧が目前に迫っていた。回避不能と判断し、ダメージ覚悟で盾弾きシールドパリイを繰り出す。

　金属同士がぶつかる甲高い音と共にキングリザードの斧が宙を舞い、回転したのち地面に突き刺さった。しかし衝撃波は防げない。既すでに生まれていた衝撃波は一瞬で俺の体に到達し、壁へと叩きつけられる。




　まずい、下に溶岩が。

　落下する前に壁を蹴り、崩れ落ちるように地面へ着地。俺のＬＰは一割を切っていた。

　先程の盾弾きシールドパリイが失敗していたら、間違いなく死んでいただろう。

　ダリアがすかさず確定Criticalクリテイカルにてキングリザードに大きなダメージを与え、奴の巨体がよろめいた。流星のように降る矢の嵐に体を撃たれ、地面に刺さる斧と共に倒れこむ。

　部長の画面へ、俺に向けて回復魔法を放つように頼む。部長の心の奥に訴うつたえるように……。

「……お？」

　今、確かに。

　視界右端にあるパーティのＬＰバーを確認すると、俺のＬＰが半分近くまで回復していることに気がついた。部長がいる場所から光が飛び、俺の体に入り込む。それと同時に削られていたＬＰが回復し、遂ついには完全回復となった。

『部長！　復活したか！』

　支援がいればなんとかなると、歓喜のあまり部長を呼ぶも、彼女からの応答はない。その代わり一通のメッセージが現れていることに気付き、キングリザードの動きに注意しつつそれを読む。




【親密度が一定量上昇したため、シンクロに『手助け』が追加されました】




　読み進めていくと、使し役えきする存在の動きを補助する事ができる──とある。要は、その存在に代わって力を発動できる技アーツらしい。

　調教術に近いものを感じるが……これが働いて回復が飛んできたのだとしたら、ダウンした部長の代わりに、彼女の体を借りて俺が回復役ヒーラーになれる。

『ごめんな、部長。もうちょっとだけ頑張ってくれ』

　ヨロヨロと立ち上がったキングリザード。奴のＬＰバーは残す所最後の一本のみ。ダリアとトルダが頑張ってくれているお陰で、相当削れている。ラストスパートだな。

　まずは部長の画面に意識を向け、乗り物となっているトルダを対象とし、部長を介かいして生命の癒しライフ・ヒールと物理攻撃強化パワー・アツプを掛ける。

　記憶を頼りに部長の技アーツを発動させていく。

　続いてダリアを対象とし、生命の癒しライフ・ヒールと魔法攻撃強化マジツク・アツプを発動させる。

　部長の残りＭマジツクＰポイントは半分。

　キングリザードを対象とし、物理攻撃弱体化パワー・ダウン、物理防御弱体化デイフエンス・ダウン。そして衝撃波の特性が分からないため、念の為に魔法攻撃弱体化マジツク・ダウンを掛ける。

　最後に俺とトルダへのＳスキルＰポイントの分配と、ダリアへのＭＰの分配にて『緊急睡眠』が発動した部長は、回復に努めるため状態異常『睡眠』となった。シンクロで繫がっていた視界がゆっくり閉じていき、シンクロが解除される。

　今は眠らせておいたほうがいい。彼女が起きる前に、ここで押し切るしかない。

　熱にやられてもなお意い地じを張はって付いてきてくれた彼女に感謝しつつ、万全の状態となった俺はキングリザードに向き直る。

　キングリザードには物理攻撃弱体化パワー・ダウン、物理防御弱体化デイフエンス・ダウン、魔法攻撃弱体化マジツク・ダウンの弱体化デバフが掛かっており、ＬＰバーの横にそれを表すアイコンが表示されていた。

　ボス相手に三つも弱体化デバフが掛けられたのは大きい。その上攻撃役彼女達には強バ化フが掛かっている。

　完全に形成は逆転していた。
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　キングリザードが巨大な光の塊となり、最後に雄お叫たけびを上げながら爆散する。小穴の一つが崩れ、奥へと通じる扉が現れた。

　結果として一人の脱落者も出さなかった俺達。スヤスヤと眠る部長は現在トルダの腕の中だ。

「私ボス戦初めてやったよ。熱かったね」

「ああ、暑いよな。とりあえずあっちの扉調べてみるか」

　ニュアンスが違うと怒るトルダを尻目に、俺は奥に現れた扉を開く。案の定奥にはどこかへ通じるポータルが佇たたずんでおり、ここで初めて安あん堵どのため息いきを吐ついた。

　今回の件で回復役ヒーラーの重要度を再認識させられた。薬を常備していれば場を繫つなげない事もないが、クールタイムに加え、アイテムボックスから出す・蓋ふたを開ける・飲むや掛ける作業をするのにかなり時間を取られる。

　そしてフィールドの環境に対応できるアイテムなりが必要だな。オルさん達に会った時にでも聞いてみようか。

「なんにしても、ボス戦お疲れ」

「ソロプレイがいかに無力なのかがよく分かった」

　もう懲こりた、と言わんばかりにトルダが大きなため息を吐いた。

「雑ざ魚こ戦せんはともかく、ボス戦は持ちつ持たれつだからな。どこかのタイミングでボスに挑いどむ時は遠慮なく呼んでくれよ」

「りょーかい」

　調子よく敬けい礼れいするトルダ。

　しかしトルダの奴、倍近くレベル差のあるボス相手に善戦したよなあ。まともな攻撃技能スキルが弓術しかないっていうのに。

　経験値やお金以上に収穫のあるボス戦だったな──と感じながら頑張ったダリアの頭を撫で、ポータルに手をかざした。
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「うし、じゃあキングリザードの報酬を山分けしようと思う」

　何事もなく冒険の町へと戻ってきた俺達はその足でレストランに寄り、食事を済ませ一息ついた。

「え？　経験値も素材も、お金ももう入ってるけど？」

　ボス戦のシステムをあまり理解していないトルダは、ステータス画面を開きながら、こちらへと視線を向ける。

「ボスを倒すと最大三つの、褒美みたいな物が貰もらえるんだ。トルダが受け取ったのは皆が共通でもらえるアイテム群だから、それとは別物だな」

　今回は初個体ではないため、当然『初個体撃破報酬』は貰えていない。

　俺はアイテム欄らんをスライドさせていく──今回は撃破報酬とＭＶＰ報酬の二つが貰え、召喚獣が多く、故ゆえに貢こう献けん度どが高い俺が総取りとなっていた。

「まあ、それがこの二つだな」

「どれどれ……」

　トレード画面に両方を載せ、彼女に詳細が見えるようにする。とりあえず俺も目を通しておこう。欲しい物があるかもしれない。




【技能スキル取得券】#ＭＶＰ報酬

　技能スキルを取得する事ができる券。

　11個目以降の技能スキルは控えに移される。

　入れ替え可能。

　分類：消費アイテム




【灼熱の盾】#撃破報酬

　灼熱のキングリザードが持つ、炎を纏った盾。盾としての性能が高く、触れた相手に火属性のダメージを与える特殊技能スキルが備わっている。

　必要筋力：75

　特殊技能スキル『炎攻撃付属』

　耐久値＋68

　筋力値＋15

　分類：片手盾




　技能スキル取得券が来たか！　貴重なためかなり入手確率の低いアイテムと聞くが、俺が目にするのはこれで二度目だ。

　好きな技能スキルを一つ選べるのは、かなり大きなアドバンテージとなる。

　そして撃破報酬の方だが……。

「悪い、トルダ。盾は俺にくれ」

「私は使わないからどうぞー。じゃあ技能スキル取得券？　とかいうの貰っておくね」

　俺の提案を、トルダは快く了承した。

　なんにせよ良かった……将来を見み据すえるなら技能スキル取得券も捨てがたかったが、この盾は熱い。装備すれば本当に熱そうではあるものの、これはなかなかのロマン装備だと言える。

　要求値がかなり高いだけに性能も良い。防具とも相あいまって中々に統一感のあるキャラになってきたんじゃないだろうか。






























































　ログインすると、いつものように多くのプレイヤーで賑にぎわっている冒険の町が目の前に広がった。

『よ、調子はどうだ？』

『ごしゅじん、大丈夫だよー』

　既すでにダリアの頭の上に乗っている部ぶ長ちようは、鼻をヒクヒク動かしながら応答する。

　冒険の町は暑すぎず寒すぎずな理想の環境であるため、気温変化に弱い生き物でも快適に暮らせそうだ。

『よ、ダリア』

『重い』

　明らかに不満そうな声色で愚ぐ痴ちるダリア。しかしながら、部長に降おりろと言わない部分に、姉ポジションとしての気き遣づかいが垣かい間ま見みえる。

　ただ、自分は別だと言わんばかりに肩車してくる所はブレない。揃そろいも揃っていい性格してるよ、本当。

　クラスチェンジによってシンクロを習得し、連れん携けい面めんが大きく強化された俺おれ達。その後もフレイルさん達と訓練を重ね、レベルは40近くにまで上がっている。

　極めて順調だ。

「いらっしゃいませ。お客様は三名様でよろしいですね？」

「はい。お願いします」

　基本的に店を決めるのはダリアだ。彼女が犬さながらの嗅きゆう覚かくでもって町中の『肉にく臭しゆう』を嗅かぎ分わけ、頭を叩たたいて誘導してくれる。

　シンクロで会話できているにもかかわらず叩いてくるのは、昔の名残りだろうか。

　昨日は功労者の部長が寝ていたから、今日はログインして真っ先に食事処を探すと決めていた。実はかなり気を回しているんだが、当の本人はリアクションが薄い。寧むしろダリアの方が喜んでいる。

　召喚獣が全すべて食いしん坊という訳わけではないらしく、前に知ったが好物も当然異ことなる。ここが親密度に関かかわるポイントなのかもしれないな。

　メニュー表を広げ、二人の反応を見る。

「二人共、決まったか？」

『決まった』

『きまったー』

　シンクロは心で会話する技能スキルだが、口に出す事でも会話は成立する。この場合は第三者に俺の声だけが聞こえる状態なので、対人戦等では作戦が漏もれる。

　現在は二人交互にシンクロを掛けてなんとか会話できている状況だ。グループ通話的な機能が追加されればいいのだが……。

「ご注文をどうぞ」

「ダリアは？　……ステーキ盛り合わせセット一つと、部長は？　……野菜スティック一つ。あとハンバーグカレーとパフェお願いします」

「かしこまりました」

　注文表にある写真をささっと指差すダリアと、鼻で押すように野菜スティックを指す部長。その姿に店員ＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターはクスッと笑いつつ、一度復唱した後のち、カウンター奥へと消えていった。

　俺が声に出してシンクロを使っている主おもな理由としては、他人から見た違和感が凄すごいからだ。他人から見える俺達は無言で黙もく々もくと食事をとる集団。ちょっと気味が悪く見える可能性がある。

　運ばれてきた料理を食べながら、隣に座る部長の口に野菜スティックを持っていってやる。

　部長はリスというか、ウサギというか、それら小動物を連想させるように、端はしからぽりぽりとイイ勢いで食べ進める。テーブルの上に顔だけ乗せ、浮いた前足が何かをかき分けるように動いている。

　ちょっと待ってほしい。

　これは明らかに誰かに食べさせてもらう前ぜん提ていのスタンスである。

　ダリアは相変わらずで、ナイフとフォークを器用に使って山盛りのステーキを食べ進めている。最初はフォークだけで突き刺して食べてた娘こが成長したものだ……口元を汚すのはお約束となっているが。

　しばらくして──運ばれてきたパフェを部長がどう食べるのか横目で確認していると、ダリアがいそいそと俺の代わりにスプーンで食べさせてやっているのが見えた。

　幼い姉妹を見ているようで微笑ほほえましいな。
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　砂の町は、昼夜関係なく賑わう他の町とは違い、夜はひっそりと静まり返っているのが何ど処こか不ぶ気き味みだ。

　美お味いしい場面にありつけるかもしれない──そう語る港みなとさんに付いていった結果、転移した先は砂の町だった。

　町の至いたる所で松明たいまつが燃え、町ゆくＮＰＣも度たび々たび見かけるものの先日のスリの件もある。多少警戒しつつ進んでいく。

　町よりもモンスターが蔓延はびこる砂漠の方が気を張らなくて済むのは何故だろうか……何処までも続く砂漠の茶色と、夜の闇を表す黒が視界の全てを支配している。

　唯一の癒いやしといえば空に輝く二つの月か。黄色の光を放つ、見み慣なれた月の隣に浮かぶ赤色の月が怪あやしく光る。

「──遂ついにこの時が来たか」

　サンド・デビルとも戦うつもりだと意気込んでいた港さんは、暗闇に包まれる砂の海に目を向けながら、絞り出すように呟つぶやいた。

　目的は以前にエンカウント遭遇したサンド・デビルとの戦闘。油断せず、全員で砂漠を進んでいく。

　──港さんの言う〝美味しい場面〟とは何を指しているのか気になったものの、追い追い分かるだろうと、ここは戦闘に備そなえて気持ちを切り替えた。
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　しばらく歩いていると、間かん欠けつ泉せんの如ごとく噴ふき出だす砂の中から見上げる程の長い巨体が現れた。

　ゴツゴツとしたミミズのような、けれども穴のような口にはびっしりと牙が並び、どこにあるかも分からない目で確認したのか、俺達の方へと口を向ける。

【サンド・デビル Lv．35】

　やはり改めて確認してもレベルが高い。港さんこそ40を超こえたものの、どれだけやれるか……いや、この程度に勝てないようでは、トーナメント上位は目指せない。

　再び砂の中に潜もぐったサンド・デビル。

　前にも見た攻撃パターンだ、次の攻撃は──。

「『地ち斬ざん剣けん』」

　試練の洞窟でのレベルアップ時に覚えた新たな技アーツを使い、跳躍の後に剣を地面に突き刺した。

　根元までブスリと刺さる剣から出た斬撃は、ひび割れた大地のようなエフェクトを生み、地中から飛び出さんとするサンド・デビルをあぶり出すようにして攻撃を加える。

　火属性攻撃も加わった地斬剣によって大きくＬライフＰポイントの削られたサンド・デビルは、堪たまらず地上へと飛び出した。

　完全に照準を狂くるわされた奴の上には誰もいない。

　空中にいるサンド・デビルを、ダリアが放つ隕いん石せきに似た火炎が容よう赦しやなく焼き尽つくす。

　ダリアの最強魔法である大いなる火炎コロナによってＬＰを半分まで減らしたサンド・デビル。

　地上にバウンドするのを合図に青のオーラを纏まとう港さんと、電撃を纏うキングが技アーツをぶつけ、トドメと言わんばかりにケビンが放った黒の竜たつ巻まきによって、サンド・デビルは光の塵ちりとなり消し飛んだのだった。

　夜の砂漠に、男の雄お叫たけびが響き渡る──そう、港さんである。

「四し肢しを食われてからというもの、俺は砂漠に来るたびに訳の分からん芋虫にビクビクしながら過ごす日々。満足にオアシスに通う事もできず、クエストをこなす事もできず……」

　嬉うれしさのあまり、熱い自分語りを始めた彼はさて置き……パーティ単位の袋叩きだったものの、俺達はサンド・デビルを無傷で討伐する事に成功したのだった。

　楽勝──と言うには少々手間取った気もする。なにせ、かの戦乙女ヴアルキユリアは複数のサンド・デビルを一撃で屠ほふっていたのだから。

　なんにせよ、港さんが喜んでいる手前、そんな無ぶ粋すいな一言を口にするのは野や暮ぼだろう。

　サンド・デビルの討伐を機きに港さんが軽い足取りで砂漠を先せん陣じんを切って進んでいく。

　俺は彼らに索さく敵てきを任せ、召喚獣達とシンクロして後ろを歩く。

『部長。ここの気温は大丈夫なのか？』

『ちょっと寒いけど大丈夫だよー』

　本来の砂漠ならちょっと寒いレベルじゃ済まない筈はずだが……毛皮に覆われている分寒さには強いとも考えられる。

『ダリアは？』

『さむくない』

　ワンピースという、決して厚着とは言えない出で立ちのダリアも特に変化はない様子。

　俺も毛皮に包まれた鎧よろいを着ているからか、特に寒さを感じずに進めている。

　火山や雪山みたく、露骨に暑そう・寒そうな場所以外、特に気にする必要もないのかもしれないな。

　一応、雑貨屋で買っておいたホットコーヒーを開けて飲んでみると、独特の苦味と旨うま味みの後に、仄ほのかに体が温まったような感覚に包まれた。
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　のんびりと砂漠を移動する俺達の前に、凄まじい光景が広がった。

　ちょうど砂丘を登ったあたりで周囲を見渡していた俺は、眼下に広がるカラフルなライトエフェクトと人の群れ、そして途と方ほうもなく巨大な黒色のサンド・デビルを見た。

　まるで砂漠の中に気味の悪い塔がそそり立ったかのような、およそ生物の大きさを超えたその姿に、思わず自分が半歩後ずさっていた事に気がつく。

　人の群れは数にして二十人前後だろうか？　皆が皆、一ひと際きわ巨大なサンド・デビルとその取り巻きに技アーツをぶつけて戦っている。

　対するは付近に湧いたサンド・デビルと、腐ふ敗はいしたアンデッド型のサンド・デビル。そしてその中心で巨体をくねらせるボス級の個体。

「港さん……あれは？」

「お！　やってるな。あれが俺の言っていた美お味いしい場面の正体だ」

　眉まゆの上に手をかざし、遠くを見るように眼下に広がる激戦を眺ながめる港さんは、ゆっくりと砂丘を下りていく。

　俺もそれに続いて下りる。

「あれはエリアボスの《砂さ漠ばくの王おうサンド・デビル》。──フィールドボスは挑戦するパーティ毎にエリアが隔かく離りされるから、同じタイミングで入ったプレイヤーとしか共闘できないが、エリアボスなら別だ。誰が戦っていても好きなタイミングで共闘する事ができる。あんな風にな」

　エリアボスといえば、北ナット森林の大きな蟷螂カマキリと同じ肩書きだ。フィールドボスとは違い、強さはソロでも倒せる程度と言われている。

　俺の知るエリアボスは二十人で寄ってたかって戦うモンスターではない。それに、砂漠王の三本あるＬＰバーは、あれだけの攻撃を受けてもまだ二本と半分程残っている。

「ＬＰが多いボスなんですか？」

「多いなんてもんじゃねえ、下へ手たすりゃレイドボス級のＬＰ量と硬かたさを誇ほこる化け物だ。……まあその分、経験値もかなり旨い。参戦するぞ」

　──砂漠の王サンド・デビルの周囲三十メートル程が薄い緑色の膜まくに覆おおわれている。

　これは《共闘エリア》というプレイヤーを優位に運ぶ特とく殊しゆな物であり、これにより同パーティ内でなくともフレンドリーファイア同士討ちが無効化されるという。

　端たん的てきに言えば誰かが周囲を巻き込む広範囲魔法で敵に攻撃した場合でも、召喚獣や魔獣を含むプレイヤー達にはダメージが通らなくなるようだ。

　敵地に向かいながら切きれ切ぎれに説明してくれた港さんの言葉を繫つなぎ合あわせると、こんな感じだろうか。

　夜にしか現れない幻のエリアボス──砂漠の王サンド・デビルは、配下のサンド・デビル、そしてサンド・アンデッドデビルを従したがえ、緑色の液体を吐き出し攻撃をしてくる。

　足元で盾を構かまえた四名のプレイヤーがそれを受け止め、後ろに控える回復役ヒーラーが随時回復を加えている。

「加か勢せいする！」

「頼む！」

　港さんが小こ手てを装備しながら駆け抜け、近くにいた魔法職が短く答えた。

　攻撃役アタツカーの面々は先に周りに湧いた取り巻きを潰つぶしにかかっているのが見え、港さんとキングがそちらに加わった。

　盾を持っているとはいえ、俺は弾きパリイ主体の特殊な盾役タンクなので、ボスの攻撃を受ける全身鎧フルプレートメイルに身を包んだ盾役タンクと同じ仕事はできない。

　赤色の剣を抜きながら燃え盛る盾を構えつつ、攻撃役アタツカーの集団の中へ加勢に入る。

【下げ僕ぼくのサンド・デビル Lv．36】

【下僕のサンド・アンデッドデビル Lv．38】

　ボスを守るように地面から生えたサンド・デビル達は数にして六体。二体ずつに区分けされているため、本体を含めた四ヶ所にて戦闘が行われていた。

　俺が参戦した場所では、こちらも盾役タンク一人が攻撃を受け、後方にいる回復役ヒーラーが回復を飛ばしている状況。残りは全員攻撃役アタツカーで、各々が隙すきをついて攻撃を加えていた。

「準盾役サブタンクやります」

「おう、助かる……って、お義と父うさん？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる盾役タンクへの挨あい拶さつもそこそこに、目の前の腐敗したサンド・アンデッドデビルと対たい峙じする。

　準盾役サブタンクとは盾役タンクの補助をする盾役タンクを指し、主に回復や強バ化フの掛け直しの時間を稼ぐ役割で敵の攻撃を短時間凌しのぐ役割を担になっている。

　ただ今回は一人が二体のモンスターを相手にしているため、俺が片方を請うけ負おう形となる。この場合は純粋な盾役タンクと変わらない。

　ダリアとケビンは既に後方の魔法攻撃役アタツカーに混ざって攻撃を始め、俺はパーティに鼓こ舞ぶ術じゆつとダリアとケビンに野性解放を発動した。

　部長とはシンクロを繫ぎ、何い時つでも回復できるように周囲に目を光らせてもらってある。

　部長がアンデッドデビルに弱体化デバフ魔法を掛けたタイミングで、奴が大きく身を捩よじらせ、その長い巨体で薙なぎはらう。

　ザザザザという砂すな埃ぼこりが舞う音と共に迫る巨体に対し、盾を傾かたむけながら構え、盾弾きシールドパリイを発動した。

　技術者の心得も相あいまって、盾の上を滑すべらせるように巨体をやり過ごしながら、一緒に体ごと飛ばされるようにして上へと撥はね上げた。

　下から斜ななめ上へと撥ね上げられた巨体に、すかさず前衛職の攻撃と後方からの魔法が突き刺さる。

　攻撃に身を委ゆだねることで威力を殺し、尚なお且かつ勢いの死にかけた攻撃をすかさず弾くパリイ。これによりＬライフＰポイントの減少を限りなく抑おさえることができる。

　連撃ボーナスも加わって、アンデッドデビルのＬＰが大きく削れる。

　しかしながら、特殊な敵なだけあってかなりのＬＰ量が設定されているらしく、今の攻撃を後二回ほど加えなければ倒せそうにない。

　かなりの長期戦になるな……なら。

　もう一人の盾役タンクへと回復を飛ばしている部長に手助けを使い、盾役タンクを含めた前衛職から強バ化フ魔法を掛けていく。

　右下に表示された部長のＭマジツクＰポイント・ＳスキルＰポイント量を気にしながら、回復薬を与えつつ味方全体の強化を図る。

　──再度、アンデッドデビルの攻撃。

　地響きと共に砂の中へと潜もぐっていく途中、すかさず挑発を入れて自分への敵視ヘイトを上げる。加えて、手助けの状態を続けたまま、後衛職の面々にも強バ化フ魔法を掛けていった。

　地面が揺れ、俺の立つ地面から砂が噴き出した事により、敵視ヘイトが自分に向いているのを確信。

　もう一人の盾役タンクが抑えているサンド・デビルとは逆の方向へと逃げ、地面から飛び出す下僕のアンデッドデビルを回避した。

「『盾投擲シールドロブ』」

　未だ空中にいるアンデッドデビルに燃え盛る盾を投げつけ一撃、魔法攻撃役アタツカー達がそれに続き、色とりどりのエフェクトを走らせながら、空中のアンデッドデビルを打ち上げてた。

　──六発、七発、八発と連撃ボーナスが重なっていく。

「『飛ひ閃せん剣けん』」

　これに加わらない手はない。

　下段から上段へと振り上げるように剣が三日月を形けい成せいし、目視可能な斬撃となって空中のアンデッドデビルを斬り裂く。

　ちょうどこの攻撃がトドメの一撃となったのか、花火のように打ちあがっていたアンデッドデビルは体を光のポリゴンへと変え、夜の闇に溶けるように消え去っていった──が、親玉は健けん在ざいだ。まだまだ気を抜く事はできない。

　俺はそのまま、隣で繰り広げられるデビルとの戦闘に加わった。

　標的が二体から一体へと減ったお陰で後衛からの火力も上がり、サンド・デビルは瞬またたく間にＬＰを減らし、爆散していく。

「助かった。他のグループの加勢に行こう！」

「了解です」

　港さんやキングが加勢したグループは既に二体を倒し終え、残すサンド・デビルも物量によって押し潰される。

　十数名の攻撃がこれほどまでの威力とは……通常よりＬＰの多いサンド・デビルも数秒の内に討伐された。

「残す所は親分一匹だ、加勢に入るぞ！」

　誰が言ったかその一言で鼓舞されたプレイヤーの大群が、後衛職と四人の盾役タンクのみで踏ふん張ばっていたエリアボス《砂漠の王サンド・デビル》へと向かっていく。

　子分達を倒されて激げつ昂こうしたのか、赤色のオーラを纏った砂漠の王が悍おぞましい雄叫びを上げた。

【砂さ漠ばく王おうサンド・デビル Lv．41】#BOSS

　後衛の魔法攻撃役アタツカーが隙を見て攻撃を与えているにもかかわらず、砂漠の王の残るＬＰはパーセンテージで表すと60％程だろうか？

　なんにせよ、これだけのプレイヤーが加われば戦況は大きく変わるはず。

　そして──プレイヤー達の猛もう攻こうが始まった。

　真正面で対峙する、要となる二人の盾役タンクが入れ替わり立ち替わりで敵視ヘイトを集め、その隙にボスの攻撃範囲外から俺達が攻撃を与えていく。

　今回は数名の回復役ヒーラーがいるため部長の負担が少ない。部長はボスへの弱体化デバフ魔法と味方へ強バ化フを随時掛け、ダリアとケビンへのＭＰ分配と、港さんとキングへのＳＰ分配を行っている。

　俺は部長のゲージを確認しつつ回復薬を与えながら、ひたすら攻撃技アーツでボスのＬＰを削る。

　一進一退──いや、寧むしろプレイヤー側が物量の差で砂漠の王を押し始めていた。

　砂漠の王は目の前の敵に向かって倒れる攻撃、アンデッドデビルがやったような薙ぎはらい攻撃、そして砂の中からプレイヤーを丸まる吞のみする地中攻撃をランダムに繰り返す。

　左からの薙ぎはらいは左の盾役タンクが受け、逆サイドは右の盾役タンクが受ける。倒れこみ攻撃は正面の盾役タンクが受け止め、その後すぐに後ろに控えていた準盾役サブタンクと入れ替えスイツチしてＬＰを回復し立て直す──そして地中攻撃は盾役タンクの掛け声を合図に、その場から離れる事で回避していた。

　最初に踏ん張っていた四人の盾役タンクに、雑魚狩りの方へ参加していた盾役タンクが準盾役サブタンクとして加わる事で更にスイッチがスムーズに進んでいた。

　部長はサボっているが、後方から盾役タンク達に回復魔法が飛んでいき、安定感は抜群だ。

「サンドストームが来る！　当たらないように左右に散って回避！」

　盾役タンクのリーダー格のプレイヤーが声を荒らげて後方へと叫ぶ。

　彼を含めた前衛職が、砂漠の王の正面から蜘く蛛もの子こを散ちらすように移動を開始し、コンマ数秒遅れて状況を把握した後衛職達がその場から動き出す。

　砂漠の王は緑色のオーラと舞い散る砂を口に溜め込むように吸収し、その体を膨ぼう張ちようさせていく。

　あの巨体から放たれる攻撃だ、どれほどの威力を孕はらんでいるか見当もつかない。

　全員が砂漠の王の正面から大きく距離をとり、回避が成功したかに思えた──が、トラブルはどの場面でも起こるのが集団行動。

　一人で果敢に魔法を放つ後衛職の少年が未いまだに移動を開始していない事に誰もが気付く。見れば砂漠の王のＬＰはごく僅わずか。

「トドメは俺がやるんだ！」

　フィールドボスと勘違いしているのか、撃げき破は報ほう酬しゆう狙ねらいの少年は倒し切れると高を括くくり、魔法の詠唱を止めようとしない。

　大人数で攻撃しているからこそ減っていた砂漠の王のＬＰは、ドット単位も減っていない。

　──倒し切れない。そう少年が悟さとったのと同時に砂漠の王の大技が完成する。

　風船のように膨ふくらんだ体を一気に萎しぼませながら、巨大な口を砲ほう台だいとして射出された竜巻と砂が合わさった凶悪な威力の砂嵐が、砂漠を抉えぐりながら少年に迫った。

　その時既に、二人の男が動き出していた。

　盾役タンクとしてリーダーを張っていた全身鎧フルプレートメイルの男性が少年と砂嵐を阻はばむように立ち、金属製の大盾タワーシールドを砂に深々と刺して構える。

　同時刻、足に緑色のオーラを纏った港さんが速度を緩ゆるめぬまま、少年を脇わきに抱えて大きく跳ちよう躍やくした。

　咄嗟に手助けを使いつつ、盾役タンクの男性に向かって魔法防御強化の強バ化フを掛けた瞬間、砂嵐が盾役タンクの男性を飲み込んだ。

　──砂嵐が一瞬、動きを止める。

　跳躍する港さんは砂嵐に片足を巻き込みながら間一髪、回避に成功し少年の救出に成功した……が、徐々に威力を弱めていく砂嵐の中に、盾役タンクの男性の姿は無かった。

「『魂の祈りソウル・プリエール』」

　間かん髪はつ入いれず回復役ヒーラーの誰かが彼を蘇生し、砂漠の王へ最後のラッシュをかける。

　大技も使い切った砂漠の王は、技による反動で動けぬまま、最後は氷の剣によって体を貫かれ爆散した。

　レベルアップを告げるエフェクトが連続して二回鳴り響く。

　ステータスを確認するとレベルが二つ上昇しており、もう少しでまた一つレベルが上がるほどに経験値が溜まっていた。

　恐ろしい経験値量……いや、そんな事よりも──と、ステータス画面を即座に閉じ、片膝をつく港さんの所へと歩み寄る。

「ナイスアシストでしたね、港さん」

「盾の奴が動いたから俺も動いただけだ。本来なら誰も死ぬ事なく倒せたんだがなあ……」

　無謀な攻めをしてしまった少年は、自分のせいで迷惑をかけたという気持ちからか、かなり落ち込んでいるようだった。

　そこへ先程死んでしまった盾役タンクの男性が声を掛ける。

「どんまいどんまい。最初のうちは死んで覚えるのが難しいゲームムズゲーの醍だい醐ご味みだからな」

　死んだ盾役タンクと同じように、数名のプレイヤーが少年に慰なぐさめの言葉を掛けると、少年はお礼を言い、その場を去っていった。

「死んだら経験値の半分ロストだから、万ばん々ばん歳ざいとは言えないだろう……まあ、終わった事は仕方ねえな」

　港さんは盾役タンクの男性に同情するように、頭を搔かきながら呟いた。

　何はともあれ、激戦の末もたらされた経験値報酬は参加プレイヤー達を沸わかせるのに十分な価値があった。

　勝利の余よ韻いんに浸ひたる──そんな表現が適切だと言わんばかりに、自らのステータスを開いたり、参加者同士で語り合うプレイヤー姿が多く見受けられる。

　勿もち論ろん、俺達パーティも例外ではなく、フィールドボス戦さながらの戦闘は濃い内容の経験を生み、どことなく満足気な召喚獣達に褒ほう美びの魔石を食べさせてやる。

　部長は『くたくたー』とダレながら、ダリアは無表情で口をモゴモゴさせながら、魔石を頰ほお張ばった。

　──ふと、プレイヤーの輪の中から先程の盾役タンクがこちらへと向かってくるのに気付いた。

　その後ろには彼のパーティらしき面々の姿もあった。

「仲間から、貴方あなたの活躍がなければ少年もろともお陀だ仏ぶつだったって聞いてね……いやあ、助かった。格好がついたよ」

　後ろ頭をガシガシと搔きながら、感謝するでも謝るでもない、曖あい昧まいな声色で盾役タンクの男性が言う。

「俺は、貴方が動いたから動いたんだ。間に合ったのは貴方の踏ん張りがあってこそだよ」

　感心するように肩を叩いた港さんの言葉に、盾役タンクの男性は照れ臭そうに笑って見せた。

　ひとしきり和なごんだ後、港さんは純粋な疑問を口にするかのように彼に言う。

「しかし、お人よしも過ぎると仲間にも迷惑がかかるぞ？　──防ぎきる自信があったのならうるさい事は言わないが……実際、攻撃前は《防御準備》ではなく《回避命令》をしていた訳だしな」

　もっともな港さんの言い分に、盾役タンクの男性は痛い所を突かれたと言わんばかりに苦笑いを浮かべ、遠慮がちに頰を搔いた。

「は……はは。無謀な特攻で〝自分〟ではなく〝他人〟を死なせてしまった。これで彼が何かを感じて成長してくれたらな……という、わ──俺のワガママかな」

　それに──と、一呼吸置きながら、盾役タンクの男性は続ける。

「盾役タンクという職業の──いわば職業病みたいな部分もあってね。そのせいで余計な死が増え、経験値が減少し、パーティに迷惑を掛けてしまい……そのつど説教だよ」

　彼が言い終わるかどうかのタイミングで、他の場所から荒々しい様子の声が飛んでくる。

「あの場合──言い方は悪いけど、彼を蘇生させた方がトータルでの損そん失しつは少なくなるのよ？　彼よりもレベルが高いと自覚しているなら、貴方は庇かばうんじゃなくて、彼の蘇生を滞とどこおりなく完了できるように動くべきよ！　大体！　いつも貴方は……」

　パーティの一人──ローブを着た女性プレイヤーが盾役タンクの男性に言葉の雨を浴びせ、男性は面めん目ぼく無ないと呟きながら頭を何度も下げていた。

　後ろのパーティメンバー達は、またこれか──と、半ば呆あきれながら二人のやり取りを眺めていた。
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　町へと戻る準備をしていた俺達の元へ、盾役タンク達のパーティがやって来る。

「ここで知り合ったのも何かの縁えん、自己紹介でもしないか？」

　盾役タンクのプレイヤーが手を広げながら提案し、皆断る理由もなく自己紹介大会が始まった。

「俺の名前は《ブロード》。見ての通りガチガチの盾役タンクでこの即席パーティのリーダーだ」

　盾役タンクの男性──改め、ブロードさんが自分が言い出しっぺだからと言わんばかりに自己紹介を始める。

　ガタイの良い人族のプレイヤーで、青色の全身鎧フルプレートメイルを纏い、背中には背丈程ある金属製の大盾ラウンドシールドを装備している。

　人の良さそうなおじさん──そんな印象を受ける顔のプレイヤーだ。

　続いて、隣を歩く港さんが自分と召喚獣達の紹介を終えると、ブロードさんを叱しかっていた女性プレイヤーが一つ、咳払いをした。

「私は《マイ》。役割は回復役ヒーラーです。先程は見苦しい姿をさらしてしまい、申し訳ありませんでした。改めて、よろしくお願いします」

　金に近い茶色の髪の亜人族。横に伸びる尖とがった耳で、エルフであることが分かる。

　所々日本人らしいパーツは見受けられるものの、エルフという属性にふさわしい容姿をしている。

　切れ長の目とハスキーな声も相あいまって、かなり気の強い女性という印象を受けた。ブロードさんを叱っている姿も見ているので尚更だ。

　──皆の自己紹介も終わり、再び雑談へ。

　会話は当然、ゲーム関連である。

「それにしても40か……ダンジョンのレイドに参加できるラインのステータスだな」

　会話の中でレベルの話になり、そこで俺のレベルを再確認した港さんがポツリと呟く。

「ダンジョンですか。中がどうなっているのか、想像できないですね」

「大体一回の攻略で──六から四時間くらいか？　内部はモンスターは勿論、罠や分かれ道が普通に存在してる。何よりレイドボス戦が熱い」

　自身が参加したレイドボス戦を思い出しているのか、興奮したような口調で語る港さん。その話に、ブロードさん達が食いついた。

「レベル40か！　ちょうど良かった。港、ダイキ、明日俺達と一緒にダンジョンに潜ってみないか？」

　ブロードさんの唐とう突とつな提案に少し困惑していると、港さんが胡う散さん臭くさそうに腕を組んで顎をしゃくってみせる。

「馬鹿言え。二パーティでどうやって攻略すんだよ」

　レイドには五パーティ──つまり三十人のプレイヤーが必要となる。

「いやいや、俺には玄人くろうとプレイできるようなＰプレイヤーＳスキルも思し考こうも無い……けど、面子メンツは一応揃ってるよ」

　無む邪じや気きな笑みを浮かべるブロードさんの台詞セリフに付け足すように、マイさんが少し呆れたような表情で続ける。

「ちゃんと説明しなさいよね……と、実は明日とあるパーティと一緒にダンジョンに潜る事になっててね、もう一パーティ呼べたら呼んでおいてって頼まれてたの」

　マイさんの補足を聞いても尚なお、違和感が残った俺は、たまらず聞き返す。

「曖あい昧まいですね……集まらなかったらパーティの足りないままダンジョンに挑戦してたんですか？」

　俺が疑問をぶつけると、マイさんは明後日の方向に目をやりながら頰をぽりぽりと指で搔いた。

「いや……まあ、向こうのパーティのリーダーが顔の広いプレイヤーで、集まらなければ当日適当に募集するって言ってたのよ」

　またなんとも曖昧な内容に、計画性が無さすぎでは？　と疑問を覚える。

　少なくとも港さんが言うレイドボスが相当手強いモンスターならば、即そく席せきパーティでどうにかなる相手ではないように思えるが……。

　俺が沈ちん黙もくしていると、港さんも同じ疑問を覚えていたようで、眉み間けんに皺しわを寄せながらマイさんに苦言を呈した。

「消費アイテムと経験値、なにより時間の無駄だと思うんだが……そんな様子じゃたとえ人数が集まっても勝てないぞ？」

　港さんの言葉にマイさんは、やっぱりそうなるわよね──と、肩を落として項うな垂だれた。

　彼女の様子から見るに、この無む謀ぼうな挑戦にあまり乗り気でない事が分かる。

　横で自信ありげに笑うブロードさんの様子から察して、彼が独断で引き受けたのではないかという残念な経けい緯いが想像できた。

　マイさんやパーティメンバーに同情していると、ブロードさんは問題ないと言わんばかりに語る。

「──なんたって向こうのパーティには回復魔法職最強のプレイヤーである《姫の王》がいるらしいからね。苦戦はあれど全ぜん滅めつはあり得ないよ」

　不意に出てきたビッグネームに、港さんが微かすかに反応を見せた。

　姫の王。

　トーナメントの優勝候補に挙げられていたプレイヤーの一人。確か相当腕のある回復役ヒーラーであり、ファンクラブがある程の人気プレイヤーだったか。

　なるほど、即席でも人を集めるだけの人気──もとい人脈はありそうだが……。

「なぜトッププレイヤーが、わざわざ勝率を下げるような即席パーティを集めてダンジョンに挑むんです？」

　いよいよきな臭いなと思いつつ言うと、マイさんは首を左右に振りながらそれに答える。

「あのプレイヤーは──ギリギリの戦力で挑む事を〝あえて〟仕向けているの。別に今回に限った話じゃなくて……何なら人が欠けた状態で参加する方がいいとも思ってるみたい」

「なんでそんな……」

「それがあいつのプレイスタイルだからな。あいつは自分を輝かせるためなら、非効率的なプレイングも厭いとわない。まあブロードの言うように、確かにそれなら全滅はあり得ないな」

　港さんは姫の王について性格を否定しつつも、実力は認めているとも取れる言い回しをする。

　ふむ──目前に迫っているトーナメント。もしも戦う事があれば、相手の情報は多い方がいい。

　それにダンジョンに潜る事自体は、結構楽しみだったりするんだよな。

「で、ダイキはどうする？」

　港さんはリーダーである俺に委ゆだねるようで、若じやつ干かん投げやり気味にこちらへ視線を送った。

　ブロードさんからの熱い眼まな差ざしもあるが、ここは──そうだな。

「なら遠慮なく、ご一緒させていただきます」

　ブロードさん達彼等との交流を深めるいい機会でもある、ここは受けていいだろう。






























































　会社から帰った俺おれは、家事を済ませて掲示板を覗のぞいた──今日行く予定の《剣けん王おうの墓はか》というダンジョンについて調べるためだ。

　事細かくは書いてなかったものの、多くの罠わな・行き止まりが存在し、ボスがとびきり強い事が分かった。

　ダンジョンレベル40が最低ラインであるものの、理想レベルは46と結構高く設定されているようだ……大丈夫か、俺。

　今回は数合わせ的な部分が強いらしいから、過か度どな活躍は期待されていないだろう。気楽に行けばいいという港みなとさんの言葉に甘えようと思う。

　ここのボスが落とす素材はどれも、市場に出回る一級品レベルの物だから、例え小こ判ばん鮫ざめ状態でも行って損そんはないらしい。

　オルさんか紅葉もみじさん、いや、マーシーさんに召喚獣達の装備を作ってもらうのもアリだな。

　そんなこんなで、Frontierフロンテイア Worldワールドにログイン。

　集合場所である王都ギルドには午後七時三十分までに行けば問題ないので、それまでの約四十分は暇ひまという事になるな。

　ワンテンポ遅れて現れたダリアと部長がこちらを見上げる。

『飯めしでも食べに行くか』

『いく』

『果物、また食べたいなー』

　光の速さで肩車定位置まで登ったダリアが、早く進めと言わんばかりに頭をぺしりと叩たたく。

　部長はこないだ食べたリンゴっぽい果物が好きになったらしく、既に妄想の中で食べているのか、口をパクパクさせて目を細めていた。

　食事がなによりの楽しみなこの娘こ達。いい食べっぷりを見せるから、こっちとしては連れていく甲か斐いがあるというものだ。

　野菜を食べないダリアが部長に野菜を渡し、肉類を食べない部長がダリアに肉類を渡す。姉妹同士で助け合う微笑ほほえましい光景も見ていて目の保養になるな。

　あっちじゃないこっちじゃないと、店から店へ移りながら、結局バイキング形式の食事処に落ち着いた。

　肉をいっぱい食べたいダリアと、野菜をいっぱい食べたい部長が納なつ得とくする店となると、大体がバイキング形式に収おさまっている気がする。

　俺としても食べ放題コースとかの方が割安なので全然問題ないんだが……彼女達には、職人による料理の盛り付けの美しさ等も楽しんでもらいたい所だ。

　時間的には夕飯時なので、店内で食事をするＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターの姿が多く見られる。

　従業員に席へと通された俺達は、その足で料理が盛ってある皿の方へと向かった。

　彼女達の食べたい料理を取るべく、何度もシンクロで行ったり来たりしながら料理を盛っていく。

『ダリア　それたべたくない』

『ダメだ、たまには野菜食べなさい』

『じゃあわたしが食べるー』

『それじゃあ意味がないんだってば。部長も好き嫌いしないでピーマン食べなさい』

『にがいから食べないよー』

　団だん子ご状態でバイキングに臨のぞむ俺達。ワガママ姉妹はあーだこーだ言って好き嫌いを無くそうとしないため、いつも偏かたよったメニューになってしまう。

　レタスと焼いた肉をあえた料理を盛ってみたり、細かく刻きざんだピーマンが入った野菜盛りなど工夫しながら盛り付けていき、最後にデザートコーナーにてフルーツを盛った。

　彼女達のステータスアップではこのデザートが最も重要となるが、ダリアは完全に惰だ性せいで食べている部分もあり、なんとか好みの物を見つけようとはしているのだが……今の所は肉以外の好物は分かっていない。

　席に戻るダリアが敷いた紙の上に部長が顎アゴを置き、フォークで刺した野菜をダリアが部長の口元へと持っていく。

　横から見れば分かるように、前足を宙ぶらりんにしていつもの《他人に食べさせてもらうためのポーズ》になる部長だったが、すっかり世話役となったダリアは嫌な顔一つせずに、妹にせっせとご飯を与えていた。

　前まではなりふり構わず口元を汚して食べていた彼女が、今はもう完全なお姉さんだ。

　こうして食べさせてもらっている部長も、妹分や弟分ができたら変わるのだろ……いや、部長はこのままな気がするな。

　部長の事はダリアに任せ、俺はメニュー画面から掲示板を開き、再び剣王の墓についての予習を始める。

　レイド単位で回避する罠もあるため、無知なまま行くのだけは避さけたい。

「ボスは人型で剣使い……剣はグレートソードと呼ばれる巨大な包丁のような形であり、レベル45の前衛攻撃役アタツカーがノーガードで斬り付けられた時は一撃で死亡した……攻撃力が高いって事か」

　載っているＵＲＬに飛ぶと、ボス戦のスクショスクリーンシヨツトが何枚かあり、ボスの風ふう貌ぼうが露あらわになる。

　身長は百八十センチ程度で筋骨隆りゆう々りゆうというよりは、引ひき締しまった肉体をしている。

　格好は緑みどりの石のような鎧よろいを纏まとい、やはりグレートソードが一ひと際きわ存在感を放っているな。身の丈たけを超えている。

『みせて』

『お、興味あるのか』

　世話役が終わったダリアが、俺の真横までずずっと迫り、背伸びして掲示板を一いつ生しよう懸けん命めい覗のぞいていた。

　一方満腹になった部長は席にコロリと仰あお向むけになって寝息を立てている。見れば苦手だったピーマンも綺麗に食べさせられていたようだ。

　ダリアと部長の間に何か会話があったはずだが、予習に没頭してて聞きそびれてしまった。

　ダンジョン内では変わらず俺の上で戦闘に加わる部長はともかく、ダリアはある程度立ち回る必要がある。

　よく見えるように膝ひざの上に乗せてやると、ダリアは一瞬だけ身じろぎした後のち、『よんで』と呟つぶやいた。

『敵の注意すべき技は、大きく剣を振ふり被かぶるように構えた後の斬撃波。勢いよく迫って放つ盾を貫かん通つうする突つき。地面に剣を突き刺してランダムに三ヶ所剣が突き出る移動剣。──とまあ、後こう衛えいが注意すべきはこの三つの……って、分かるか？』

『むずかしい』

　読み上げた内容をイマイチ理解できないのか、ダリアはコテンと首を傾かしげた。

『しょうがない。じゃあ俺が今から分かりやすい絵を描いてやるからな』

『うん』

　メニュー画面にはメモ帳という欄らんがある。そこには自分で指を使って自由に字が書ける仕様になっており、勿論絵も描く事ができる。

　小さい頃から絵が得意な方だったので、こんな分かり辛づらい文字の羅ら列れつよりも、絵を描いてやったほうが分かりやすい筈はずだ。

　俺はメモ帳で剣を持った人型が斬撃を放つ絵と、疾しつ走そう感かんのある人型が突きを放つ絵、人型が突き刺した剣がいろんな場所に突き出る絵を描かいてダリアに見せてやった。

　我われながらかなり分かりやすい。

『これで分かったか？　つまりは──』

『ダイキ　へたくそ』
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　王都ギルドは冒険者のＮＰＣ、そしてプレイヤーで賑にぎわっている。クエスト受付やダンジョン受付には列ができていた。

　腹ごしらえを終わらせた俺達は約束の時間五分前にギルドに着き、皆を探す。

「お、ダイキ。こっちだ！」

　俺をいち早く見つけた港さんが、数名が既に集まっていた円状テーブルの方から手招きをしてきた。

　その周りにはブロードさん、マイさん達パーティの姿もある。

「こんばんは。って俺達が最後ですかね？」

「普通の時間に来ていれば、最後になることはあり得ないぞ。恐らく姫の王は後二十分は来ない」

「え？」

「自分が誰だれかを待つなんてあり得ないんだそうだ。いい性格してるぜ」

　港さんは少しイライラしたようなオーラを出しながら、クエスト受けてくると席を立った。

　ケビンは港さんに付いていくが、キングは俺の足に体を擦り付けて喉のどを鳴らしている。

　ダリアの摑つかむ力が増し、髪の毛が悲鳴をあげた。

「ダイキは召喚獣にモテモテなんだなあ。流石さすがは召喚獣達の親だ」

「召喚獣達の親ってなんですか……」

「召喚獣達の親っていうか、そこの女の子の親──つまりはお義と父うさん。結構有名なのよ？」

　からかうように笑うブロードさんに加わり、マイさんが微笑みながら召喚獣達に目を向けた。

「なんでお父さんなんですかね」

「それは──ダリアちゃん、だったかしら？　この子を自分の嫁よめにしたいプレイヤーの数はかなり多いのよ。つまり親であるダイキ君は、その人達から見れば義理の父である《お義父さん》に当あたるのよ」

　なるほど、そんな経けい緯いがあったのか。マーシーさん達に呼ばれてもイマイチピンと来なかったが……。

「まあダリアも部長も誰にもやりませんがね」

「ふふ、頑がん固こ親父って感じね」

　それからしばらく、ブロードさん達と雑談をしているとクエストを受けた港さんが戻ってきた。

　指定ダンジョンの踏とう破はで報酬が出る特殊なクエストで、初めてのダンジョンアタックの前にこれを受けなければ損そんをするようだ。

　視界の隅すみに《剣王の墓》というクエストが浮かびそれをタップ、詳細が表示される。




【剣王の墓】推奨Lv．40

　剣王であり、石の町の英雄である《ノクス》が眠るとされる全六階層から成る墓。大魔法使いのお告げにより、大昔に死んだ筈の剣王の気配が復活したという知らせが入りました。冒険者は剣王の墓へと赴おもむき、状況を確認してください。

　◯王の棺ひつぎの間［未踏破］

　◯剣王ノクスの討とう伐ばつ［0/1］

　◯報酬：経験値［10,770］

　◯報酬：Ｇ［14,060］




　状況の確認も何も、討伐対象にボスが入ってるんですが……まあ、なんにせよこの剣王ノクスという人物がただのボスキャラではなく、《石の町の英雄》という肩書きを持つ人物だった事は理解できる。

　これはこのゲームのストーリーに関かかわる何かなのだろうか？　そして大昔に死んだ筈のノクスがこの世に蘇ったのは何故だろうか……とはいえ今は、ボスとして討伐するのみである。

　そして時刻は午後七時四十九分。

　集合時間から十九分の時間が経過しているものの、肝かん心じんの姫の王率ひきいるパーティは未いまだ姿を現さない。

　パーティの編へん成せいとしては俺と港さんのパーティで一つ、ブロードさん達で一つ、残りは姫の王とそのギルドのメンバーで三つの、計五パーティで攻略を進める予定となっている。

　先ほど港さんが言ってたが、本当に時間を守らない人だとは……彼の口ぶりからしても、常習犯らしいし。

「おい、いつになったら来るんだ？　あのクソガキ」

「港さん、口悪いですよ」

　港さんは筋肉質な体を丸め、膝に肘ひじを乗せ貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながらイライラを募つのらせている。

　温厚な感じのブロードさんも、しきりにメニュー画面を開き、時計を気にするようにチラチラ視線を泳がせているし、マイさんは腕組みをしながら何度もつま先で床を叩いている。

　攻略に掛かる時間を二時間とみて早めに集合時間を決めたのに、これでは無む駄だになってしまう。椅い子すの上でダラダラと待つダリア達もかなり退たい屈くつそうにしている様子。

　──と、ギルドの扉が開いたと同時に、大勢のプレイヤーがゾロゾロと中へと入ってきたのが見えた。

　共通点といえば皆が皆、男性アバターという点と、額ひたいに鉢はち巻まきをしている所か……。

　そしてその群れが誰かを通すように二つに割れ、奥から一人の小柄な女性アバターがやってきた。

「──皆、揃そろってますネ」

　ボブカットに揃えられた金色の髪がふわりと舞い、頭の上に浮く光の輪っかがクルリと回る。

　白鳥のような美しい翼がばさりと羽ばたき、ギルド内に光る純白の羽根が舞った。

　エメラルドのような光こう沢たくのある緑みどりの目をクリクリ動かしながら、まるで自らの所有地のように、ギルドを堂々と歩く──天使。

　およそ人のものではないような、恐ろしく整った顔のパーツが、小さな顔に見事な配置で収まっている。

　化粧をしているのか、頰ほおはチークを使ったように紅あかく、唇くちびるは潤うるおいをたっぷり含ふくんだ艶つやのあるピンク。それらも相あいまって、共存する事のないはずの幼さと色気を同時に醸し出している。

　およそ百四十センチ程の体は、幼児体型を隠すように白のフリル付きワンピースに包まれ、むき出しの白い腕や足は触れたら壊れてしまいそうな程に華きや奢しやだ。

　──可愛さ、美しさ、儚はかなさ、妖よう艶えんさ。一つのアバターにその全てを兼かね備そなえた《作品》に、ギルド内にいるプレイヤー達がどよめいた。

　人気もさる事ながら、圧倒的な実力で最前線のさらに上──トッププレイヤーに名を連ねる姫の王《マイヤ》は、ものの数秒でこの空間にはっきりとした存在感を刻み付けた。

　人々のざわめきをたっぷり五秒間程楽しんだ姫の王は、ワンピースの裾すそを摘つまんで淑女のお辞じ儀ぎをやってみせる。












「でハ、ダンジョンの方に参りましょうカ」

　遅れてきた事を悪びれる様子もなく、やや片言なイントネーションで一言云いった姫の王に対し、待まち惚ぼうけを食らっていた港さんが堪たまらず声を上げる。

「おいおい待てよ、集合時間にだいぶ遅れたのに詫わびも無しかよ！」

　姫の王は口角を上げながらふわりと踵きびすを返し、人ひと懐なつっこい口調に変えながらそれに答える。

「細かい男だナ。回復してあげないゾ」

「俺個人には別にいい。だが他にもお前を待っていたメンバーは大勢いる。ここで一言でも謝ってもらわなきゃ、ダンジョンを攻略するにしても蟠わだかまりが残るだろ！」

　それに対して反応したのは姫の王──ではなく取り巻いていた男性プレイヤー達だ。

　摑みかかる事こそなかったものの、様さまをつけろだの口の利きき方かたがなってないだのと大ブーイング。

　当の本人はというと、取り巻きのブーイングを五秒程楽しんだ後、華奢な手を上げ外野を静まらせる。

「以後、気をつけるヨ」

　一言──その後彼女達はダンジョンまでの移動を開始したのだった。
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「ちょっと後悔してきたぜ」

　静まり返ったギルド内に、落らく胆たんしたような声色の港さんの呟きが虚むなしく響く。

「ま、まあ腕は確かだしさ、行ってみよう」

「ブロード。触さわらぬ神に祟たたりなし……よ。性格に難なんありとは聞いていたけど、あそこまで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな感じとは思わなかったわ」

　何か思う所はあるのだろうが、特にコメントをしないまま切り出すブロードさんに、マイさんが額に手を当てながら項うな垂だれる。

　他のメンバーも困惑の表情を浮かべる人が大半であり、姫の王のインパクトにあてられた様子が窺うかがえた。

「折せつ角かく時間を合わせて準備したんですから、逆に相手を利用するような気持ちで付いて行きましょうよ」

「お、結構過激な発言するんだな」

　少し苛いら立だちを含めた口調に反応した港さんが、茶ちや化かすように突っ込みを入れる。

「反抗してもお互いメリットありませんからね。郷ごうに入っては郷に従え──じゃないですけど、彼女達のスタンスに合わせた方が気き疲づかれせずに済みますから」

「へえ、サバサバしてるんだね、ダイキ君」

「仕事でそういう場面にはいくらでも遭そう遇ぐうしてますからね」

　俺のあっけらかんとした返答に、マイさんは肩を竦すくめて苦笑いを浮かべる。

　俺のリアクションが薄いからか、他の面々も熱くなっていた頭が冷めてきているようだった。

　先行く姫の王パーティの十メートル後ろを歩く俺達。

　部長がマイさん新しい乗り物の腕の中に飛び移り、マイさんが可愛さのあまり悶もん絶ぜつするといったハプニングもあり、かなり和わ気き藹あい々あいとした雰囲気を保っている。

　姫の王のパーティ間でも会話が盛り上がっているらしく、前と後ろで別々の空間が出来上がっていた。

　他のプレイヤーから見たこの集団は、まさかこれから一緒にダンジョンに潜る仲間同士とは到とう底てい思わないだろう。

　──ムードは険悪である。

　すると突然、前の集団が二つに割れ、姫の王が満面の笑みで此方こちらへ歩いてきた。

　港さん達が思わず身構えるも、姫の王は御お構かまい無なしに俺の隣まで来て方向転換、歩くスピードを合わせてくる。

「なんでしょう」

「君、知ってるヨ。有名なお義父さんだよネ」

　くすくすと笑う姫の王に対し、あまり邪じや険けんにしても悪いと普通に対応する。

「そう呼ばれているみたいですね。俺としてはマイヤさんみたく《姫の王》とか、銀ぎん灰かいさんみたく《銀ぎん騎き士し》みたいな、強そうな呼び名が良かったんですけどね」

「マイヤのは強そうなのかナ？」

　俺が普通に返答したのが意外だったのか、それとも返答の内容が意外だったのか……姫の王は一瞬だけ沈黙した後のち、俺の顔を覗のぞき込こむように、唇に指を添そえながら可愛く聞き返す。

　あざとい──現実離れしたルックスだからこそ、より凶悪な破壊力を孕はらんでいると言える。ともあれ、ダリアと部長には及ばないと言ったら、親バカになるのだろうか。

　可愛い娘達の事を思い浮かべ、少しデレっとしていると姫の王は対象を変え、俺の上にいる存在に話を振った。

「こんにちハ」

　周りに花のエフェクトが舞うかのような満面の笑みに対するダリアの返答を聞くべく、俺はシンクロを使う。

『きらい』

　とても冷めた一言に、思わず姫の王に同情してしまう自分がいた。

　正直ダリアが人を嫌ったのは今回が初めてであり、それも一言目で断言するとは……もはや生理的に～レベルだろうか。

「すみません、ダリアは喋しやべれないので」

「あラ、残念……あの女の召喚獣は色々喋るんだけどナ」

　まあいっか。と、両手を広げてクルリと回った姫の王は、そのままブロードさん達と交流しに歩いて行く。

　その光景は異常だった──。

　まるで違和感なく人と人の間に滑すべり込こむように入り、その場でされている雑談に瞬時に合わせ、会話の主導権を握にぎる。

　最初は面めん喰くらっていた面々も次第に緊張がほぐれて《まるで最初から親しい友人だったように》話をしているのだ。

　ともすれば、彼女への不満が爆発し、帰りそうなメンバーにも話しかけ──機先を制せいしている。

　その視線運びも完璧で、一人一人の眼めをよく見て──いや、姫の王の眼まなこへ釘くぎ付づけになるように仕向けているようにも見える。

　眼は口ほどにものを言うというが……それとは一線を画かくし、まるでファンタジーによくある《魅み了りようの魔ま眼がん》にでもやられたようだ。

　港さんやマイさんとは少しギスギスしているが……いやはや恐ろしい。

　彼女は自分のペースに持っていく──つまりは主導権を握る事を念頭に行動している人のソレだ。

　感情を揺さぶる事ができれば、後はどうとでもなる──と、言っているようにも思える。

　好きの反対は無関心～とは良く聞くフレーズだが、遅刻も含めた登場シーンでわざと下げた株をここで一気に上げにきている。

　トッププレイヤーが、それもあんな太々しさを見せた人が、わざわざ全員に挨あい拶さつして回っているのだ。

　ブロードさん達のパーティメンバーの大半が『なんだアイツ』から『あれ、この人本当はいい人？』に、思考が変わり始めているのが表情で分かる。

　この短時間で株を大きく上げる術。ルックスはもちろん話術まで持っているとは、やはり恐ろしいの一言に尽きる。

　その上、彼女の役割である回復役ヒーラーは直接的な感謝を向けられやすい。そこに一言気の利いた言葉でも投げかけてやれば、回復された側としては悪い気はしないだろう。

　──この場にケンヤが居れば『うちの会社に営業としてスカウトしたいね』とか耳打ちしてくるだろうか。













　王都からほど近い、丘の上にそびえ立つ巨大な剣。よく見ると塔であることが分かるこの建造物こそが、俺おれ達が挑いどむダンジョン《剣けん王おうの墓はか》である。

　蔦ツタと苔コケの量も相あいまって、相当な年季を感じさせる。

「ここでレイドを組むからネ」

　到着早々、姫の王はリーダー全員にレイド申請を送り、俺はそれを承認。視界右下に表示される体力バーが増えていく。

　これで初めてレイドに参加したことになるな。今までは港みなとさん以外は頭の上にＬライフＰポイントバーのみ表示されていたのが、今は三本のバーが全員の頭の上に浮かんでいるのが確認できる。

　全員がレイドに組まれたのを確認した姫の王は、特に掛け声もなしに剣王の墓へと足を踏ふみ入いれた。

　それを追うように次々とレイドメンバーが消えていく。

　──よし、いくか。

　薄暗い空間に続く、石造りの階段を上るようなムービーが流れた後のち、俺達は開けた空間へと移動していた。

　この場所には総勢三十人のプレイヤーがいるわけだが、彼らが大きく距離を取っても余裕がある程度に、この場所や先に続く道はかなりの広さが設もうけられているようだ。

　部屋の周りには等とう間かん隔かくで火のついた松明たいまつが揺らぎ、マップを見ずとも目視で広さが把は握あくできるようになっている。

「じゃあ付いてきてネ。マップの開拓は済んでるかラ、問題はないヨ」

　部屋内に響くソプラノボイスと共に、姫の王率ひきいる集団が道を歩き始める。

　攻撃力の高い港さんや、盾役タンクであるブロードさんらの前衛職を先頭に置いた方が戦闘が円えん滑かつに進む気もするが……ここは彼女達に従おう。

　姫の王の集団の後を歩きながら、港さんは腕を頭の後ろに回し、退たい屈くつそうに呟いた。

「ここのダンジョンはボス以外危ない敵も出てこないし、マップが開拓されてるなら巣とか罠わなとかの心配もなさそうだな」

「巣ですか？」

《巣》という聞き慣れない単語に反応すると、雑談してなきゃやってられないといった様子のマイさんが、港さんの代わりに答えた。

「巣というのは敵が異常に湧わく特殊なエリアの名称よ。他には〝モンスターボックス〟とも呼ばれているみたいね、要するに敵の湧く罠みたいな物かな」

　それに補足を加えるように、港さんが続ける。

「厄やつ介かいなのは入り口が塞ふさがる事と、敵の強さが少しだけ変わっている事だ。基本的に開ひらけた行き止まりに存在する事が多いから、普通は避けて別の道に進むのが一般的且かつ効率的だな」

　入り口が塞がるのか……ともなれば、当たり前だが引き返す事はできない。敵の数もレイドを想定した量が湧くんだろうし、相当な混戦が予想できるな。

　マップが全すべて開拓されていれば、正規ルートも表示されている訳だから、行き止まり等で足止めを食らう必要もないという事か。

　量が量なら全滅等の危険性も出てくるだろうな。

「それと、ここに限った話じゃないんだけど、ダンジョンにはレイドボスの他にフロアボスっていう……要は中ボスがいてね」

　巣を知らなかった俺をダンジョン初心者と判断したのか、ブロードさんはやや得意げな表情で人差し指を立てた。

「実のところ、中ボス含めたこのダンジョンは《メインストーリー》に関連する物だと、攻略者の間では推すい測そくされているんだ」

　この際なので全て聞ける事は聞いてしまおうと、メインストーリーについて聞き返すと、意外な事に答えたのは先に行く姫の王だった。

　集団の真ん中で歩きつつも、俺達の会話を聞いていたらしい。

　複数の足音が反響する建物内に、甘ったるいソプラノボイスが響き渡る。

「大昔に暴れまわった強大な力を持つ存在ト、それらを退しりぞけた英雄達の物語だよネ」

　英雄達の物語か──。

　俺が進行させたストーリークエストは砂の町での一つだけ。ギルドからの討とう伐ばつクエストやＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターからの突発的な名声クエスト等など々など、俺が未まだ色々なクエストを受けていないだけで、クエストはあちこちに溢あふれている。

　ストーリークエスト等の《このゲームの世界に深く関かかわりのあるクエスト》は、世界観を知る上でかなり重要度が高いクエストと言われている。

　このダンジョンにもストーリーに関わりのある設定が組み込まれているのだろうか。

「マイヤと二人でクエスト巡めぐりしてみル？」

　唐とう突とつに、姫の王は悪戯いたずらな笑みを浮かべながら俺に提案する。

　一瞬言葉に詰まったが、クエスト関連は召喚獣達とのんびりこなしていきたい──という、自分の気持ちを優先することにした。

「重要なクエストなら尚なお更さら、自分達でじっくり世界観を楽しみたいので。申し訳ありませんが」

「ざーんねン。じゃあスグルっちはどうかナ？」

「えっあ、悪いですよ……」

　突然の振りに、ブロードさんのパーティメンバーはあたふたと慌あわて、姫の王は妖よう艶えんな笑みを浮かべたまま、彼の横にぴったりとくっついた。

「いいってバ！　マイヤは皆のお手伝いがしたいんダ！」

　そして連れん鎖さ的てきに、近くにいた他のメンバーともクエスト巡めぐりの約束を取り決めていき、上機嫌で自分のメンバーの元へと戻っていった。

　作り物とはいえ、息を飲む程の容姿を持つ美少女に言い寄られた男性陣は、心ここに在あらずといった様子で宙に花を咲かせている。

「息を吐くように愛想を振りまくな。怨うらみを買いそうな生き方してるぜ」

　額ひたいに手を当てて項うな垂だれる港さんの声は、大勢の足音によってかき消される結果となった。
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　途中で出てくる敵も、物量によって瞬またたく間に溶けていく。当然といえば当然なのかもしれないが、トッププレイヤーたる姫の王の取り巻きのプレイヤー達はかなりの高レベルの集まりのようで、ほぼ回復を必要としない程に、圧倒的な火力と防御力を備そなえていた。

　実際、一階層の終わりを告げる階段まで来た時点で、俺達の出番は殆ほとんど無かった程だ。

「二階層はエリア全体がドーム状の広い空間になっているから、完全な混戦になるね。中ボスとして大きな騎士が出てくるから、砂漠王の時みたく、俺達盾役タンクがボスの引きつけ、他のメンバーは取り巻きの殲せん滅めつが主な仕事になるよ」

　上り階段に差し掛かる一本道で、ブロードさんが俺に耳打ちで教えてくれた。

　姫の王のグループは敵の撃ち漏もらしこそ無いものの、殆どアドバイス無く進んでいってしまうため、ブロードさんのような人は初心者の俺には有あり難がたい。

　一言お礼を言いながら、俺は肩車しているダリアと、マイさんの腕の中にいる部長にシンクロを使った。

『次の階から本格的な戦闘が始まるらしい。ダリアは前みたく、ケビン達後衛陣と一緒に行動、部長は俺の頭の上に移動だ』

『がんばる』

『はーい』

　肩車からのそのそ降りたダリアは、両手でガッツポーズを取るように気合を入れる。

「すみませんマイさん。部長がマイさんの所を気に入っちゃったみたいで」

「え？　ああ、いいのよ全然！　持って帰りたいくらい！」

　マイさんも例に漏れず動物が好きだったらしく、顔を真っ赤にしながら短い別れを惜おしんだのだった。
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　一行は一人も欠ける事なく《剣王の墓　Ｆ２》へとたどり着き、大部屋前の空間で各おの々おのが戦闘の準備を進めていた。

　港さんは柔術家のような動きやすさメインの服装はそのままに、肘ひじまで伸びる赤しやく銅どう色いろの小こ手てを両手に嵌はめ、握にぎりを確認している。

　彼の召喚獣であるキングは胸や爪に金属製の防具とも武器ともとれる物を纏まとい、ケビンは黒と青の光が入り混じる禍まが々まがしい杖を装備した。

　ブロードさんは動きやすい薄い全身鎧ライトプレートメイルから鈍どん重じゆうそうな分厚い全身鎧ヘビイプレートメイルに装備を変え、身の丈ほどある金属製の大盾ラウンドシールドを背負った。腰には無ぶ骨こつな斧おのを帯びている。

　マイさんは特に変更する様子もなく、出会った時と変わらない青のラインが入った白のローブと、先に宝石が嵌はめ込こまれた木製の片手杖つえを振って具合を確かめていた。

　俺も特に変更はいらないな。見た限りだとダメージ性のある床ではないから、熟練冒険者の靴くつに履はき替かえる必要もない。

　剣を腰に下げ、左手に燃え盛る盾を装備。鎧よろいの耐久値等の確認を済ませ、戦闘準備を終える。

「あラ？　面白い装備持ってるんだネ。マイヤ、結構好きだナ」

　メラメラと燃える盾に興味を示したマイヤがとてとてと走り寄ってきた。

　フリル付きの白いワンピースはそのままに、右手に緑と黄の光球が舞う木の枝を握っているのが見える。よく見ると光でできた蝶ちようのようで、その蝶達は枝の周りで互いに戯たわむれるように飛んでいる。

「男って感じの装備ですよね。俺も結構気に入ってますよ」

「うんうン。防具の方の色合いモ、召喚獣ちゃんと合ってるネ」

　ニコニコと笑みを絶たやさないまま、体の後ろで腕を絡からめた体勢になる姫の王。

　先に部長にシンクロをしてみるも、特にこれといった反応は示さない様子。ともあれ、彼女はリンゴもどきと、乗り物になり得える物にしか今の所興味を示さないのだが……。

　俺と手を繫つなぐダリアにシンクロを移すと、ぼそりと『きらい』と呟つぶやいたのが伝わってきた。

　本人に聞かれたら冷や汗ものだが、ダリアの声が聞こえない姫の王は不思議そうに首を傾かしげている。

「あ、マイヤ様。こっちは全員戦闘準備が整いましたよ！」

　と──そこにやって来たのは姫の王のパーティメンバーの一人だった。皆、共通した緑みどりの鉢はち巻まきをしているのは一緒だが、湧わいた敵を寄せ付けないレベルだけあって、装備は素人しろうとの俺でも一目で分かるような一級品を纏まとっている。

　この人は魔法職のようで、金色の複雑な模も様ようが描かれた紺こんのローブに身を包み、大きな赤の宝石が嵌め込まれた両手持ちの杖を装備していた。

「ありがとネ、シュウ君。マイヤも皆の所へ戻るヨ」

　姫の王は此方こちらへ一礼した後のち、姫の王のパーティメンバー達のもとに戻っていった。

　シュウ君と呼ばれたそのメンバーは、戻っていく姫の王をじっと見送った後、再び俺の方へ視線を戻し、吐き捨てるように声を上げる。

「俺が彼女の騎士ナイトだ！　馴なれ馴なれしくするなよ？」

　そのままフイっと踵きびすを返し、姫の王の元へと戻っていった。

　一部始終を見ていたブロードさんが心配そうな面おも持もちで俺に声を掛けてくる。

「大丈夫か？　ダイキ」

「ちょっと釘くぎを刺さされたようですね。俺からは話しかけに行ってないんですが、刺激しないのが吉ですかね」

「そうだな──しかし騎士ナイトか。魔法職なのに何を言ってるんだ？　それを言うなら魔法使いウイザードだ！　じゃないか？」

「役職的なものじゃないと思いますけど……」

　頭にハテナマークを浮かべるブロードさんに、オイオイと突っ込みを入れておく。

　なんにせよ──予想はしていたが、彼女を取り巻く面々もなかなか接し辛そうだな。せわしなく愛想を振りまく姫の王が起爆剤になっているのが更さらにややこしい。

　彼の目に込められていた〝感情〟が何なのかはすぐに分かったものの、穏おん便びんに済ませるのは少し骨が折れそうだ。

「いくぞ！」

　皆の準備が整ったのを合図に、姫の王のパーティメンバーである盾役タンクを筆頭に開けた空間へとなだれ込む。

　殆ど作戦らしい作戦を交かわしていないものの、彼らも最前線組。誰が何を担当するかは、合理的に振り分けられている。

　中央に現れた巨大な騎士に、ブロードさん達盾役タンク組が張り付いて敵視ヘイト管理と周囲への指示を担当、数グループに分けられた盾役タンクと前衛攻撃役アタツカーの小隊が、取り巻きの腐敗した兵士の死体ゾンビとの戦闘を開始する。

　俺が盾役タンクを務める小隊は、攻撃役アタツカーに港さんとキングが付き、ブロードさんパーティの攻撃役アタツカーも二名此方に加わっている。

『部長は周囲の人達をなるべく視界に入れて、タイミングを見て回復と強バ化フと弱体化デバフを飛ばしてくれ。ダリアのＭマジツクＰポイント管理も優先的に頼む』

『まかせてー』

　なんとも気の無い返事だが、この大人数での戦闘に混乱する様子のない部長。

　俺の元に飛んできた《物理防御強化》と《魔法防御強化》を受け、役割毎ごとに強バ化フの種類を変えているのを確認する。

　続いて周囲に鼓こ舞ぶ術じゆつによる強バ化フも重ねつつ、目の前に振り下ろされた欠けた剣を盾弾きシールドパリイにて打ち上げ、挑発と磁力盾マグネツトシールドを展開した。

　統とう率そつ者しやの心得がレイド全体に掛かってるとは思えないが、少なくとも対象となっている港さんとキングがいるだけで心強い。

　港さんが放つ目にも留とまらぬ速さの正せい拳けん突づきにより、確定Criticalクリテイカルになったゾンビが後方へと吹き飛んでいった。

　挑発と磁力盾マグネツトシールドによって集まってきたゾンビの群れを、攻撃役アタツカー達が蹴散らしていく。

『気持ち悪いー』

『確かにな。けど、グロさがかなり抑おさえられていて助かった』

　正に嵐のような攻撃役アタツカー達の猛もう攻こうにより、陣じん形けいもなくただ集まってくるゾンビの群れはバッサバッサと倒れていく。

　全年齢対象なだけあって、臓器的な物も出ないし四し肢しも飛んでいったりはしないものの、部長には少し刺激が強すぎたのかもしれない。

　ダリア達後衛攻撃役アタツカーは範囲系魔法によって遊撃的に辺りのゾンビの群れを葬ほうむっているのが見える。

　やはり物量で押された時は、魔法職による一いつ掃そう系けい魔法がかなり便利だな。特にダリアが好んで使う火属性魔法はゾンビによく効きいているように思えた。

　──ボスの方に動きがあったようだ。

　誰が叫んだか盾役タンクの方から『防御体制！』という大おお雑ざつ把ぱな指示が飛んできた。

　咄とつ嗟さに鋼はがねの闘とう志しによるCriticalクリテイカル回避を使い、攻撃役アタツカーの前に立つと、目の前に燃え盛る壁と黒塗りの壁が形成された。

　ありがとう、ダリア。

　コンマ数秒後──ガラスの砕くだけたような音と共に、二枚の分厚い壁は破壊され、盾越しに鈍にぶい衝撃が加わった。

　後ろの面子メンツには余よ波はの影響もないようで、皆が皆、ボスの方へと視線を向けている。

　ボスは巨大な剣を振り切った状態で止まっており、辺りに無数に存在したゾンビもろともプレイヤー達を斬りつけたのだと推すい測そくできた。

　体を張って防御技アーツを展開した盾役タンクの頑張りもあって、地に伏したプレイヤーは見当たらない。が、俺を含める斬撃を受けた面々は少なからずダメージを受け、最もボスの近くにいた盾役タンクの頭に浮いたＬライフＰポイントバーは半分程度減少しているのが見える。

　早い所立て直さないとマズイ──。

「『聖なる大回復セイント・ハイヒール』」

　──と、一人のプレイヤーを中心に光る緑の輪が波は紋もんのように広がった。

　盾役タンクはもちろん、かなり遠くにいた俺や近くの攻撃役アタツカーも皆、ＬＰが大きく回復し、ソレを放った天使が木の枝を模もした杖を天に掲かかげる。

「マイヤがいる限リ、全ぜん滅めつなんてあり得なイ」

　皆への激励だったのか、はたまたボスへの台詞セリフだったのか──攻撃を防ぎきれなかった盾役タンクを非難する声も全て搔かき消けすような回復魔法と一言により、メンバーの士気がグンと上がったのを感じた。

　彼女が放った超広域の回復魔法は、対象がほぼ全員であるばかりか、凄すさまじい回復量を見せつけた。

　そしてその魔法に込められた二つ目の効果なのか、斬撃によって死にかけとなっていたゾンビ達は、まるで浄じよう化かされたかのように体をポリゴンに変え、一いつ斉せいに天へと昇り消えていく。

　──神秘的、且かつ神々しい。

　まるで七色に光るシャボンの玉が舞うような光景に、多くのものは息を飲み、また多くのものはソレを起こした張本人へ目を向けた。

　姫の王マイヤは無ぶ骨こつな金属のメイスを手に、単身でボスへと駆ける。

　技の反動で動けないのか、それとも例に漏れず〝見み惚とれていたのか〟、巨大な騎士は大きく跳んだ天使を、ただ眺ながめるようにして佇たたずんでいた。

　鐘かねを鳴らしたかのような、鈍い金属音の後に、騎士の体がぐらりと傾かたむいていく。

　鎧が崩れ落ちるけたたましい音と共に、メイスを振り切った状態で着地した姫の王は、今日一番の笑顔で髪を払ったのだった。
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　三階層も難なんなく突とつ破ぱし、四階層の道を探索していく一行。

　先頭を行く姫の王の周りには彼女のパーティメンバーは勿論、ブロードさんのパーティメンバーの姿もあり、皆が皆、中ボス攻略の一いつ端たんを担になった姫の王に目一杯の賞しよう賛さんを与えていた。

「やっちゃうヨー！」

　道中現れた甲かつ冑ちゆう騎士を前に、得え物ものをメイスに替えた姫の王が単身で対たい峙じし、大男が使いそうなその金属塊を軽々と振り下ろし敵を粉ふん砕さいしていく。

　本来であれば回復役ヒーラーは最後まで生き残るべき存在であるから、前線に出て率そつ先せんして戦闘に参加するのは邪道中の邪道だ。

　しかしながら、皆、中ボス戦の時に魅みせられたあの破壊力が脳裏に焼きついているため、歓かん喜きする者はあれど止める者はいなかった。──まるで舞まいを舞うように敵を蹂じゆう躙りんしていく姫の王の華か麗れいな戦闘を、彼らは恍こう惚こつの表情で見守っていた。

　その数メートル後ろを歩くのは俺と港さん、ブロードさんとマイさん、そして召喚獣達だ。

　本日何度目かの盛大なため息を吐きながら、マイさんは腕に抱く部長に顔を埋うずめつつ、くぐもった声で呟いた。

「どれほどの魔力、技能スキル補正があれば、あんな範囲も広くて質も高い回復魔法が使えるのよ。その上回復役ヒーラーにもかかわらず、攻撃役アタツカー顔負けのパワーって……」

　規格外なそのスペックを見て、マイさんはメンタル的にダメージを受けていた。

　姫の王の回復力や火力を直に見た事により、自分と比べてしまっていたらしい。

「トッププレイヤーたる実力ですかね。マイさんはマイさんの仕事をすれば、問題ないと思いますよ」

　同じ回復役ヒーラーとして部長も何か思うところがあるはずだが、全く気にする素そ振ぶりを見せない。

　マイさんの腕の中で眠る部長のような鋼鉄の精神アイアンハートで、気にせずのんびり行くのが吉だ。

「単純なレベルの差でも、かなり変わってくると思いますからね」

「……そだね」

　フォローできたか少し心配ではあったが──気にしない方向で行くのか、立ち直ったのか、少し考えるような素振りを見せたマイさんはニコリと笑う。

　とはいえ、自分で言ってて改めて思ったが……やはりトッププレイヤーとは《レベルの差》という根本的な差がある。

　中ボスとはいえ、仮にも推すい奨しようレベル40のフロアボスを回復役ヒーラーがパワーで圧倒する……ＰプレイヤーＳスキルでは説明しきれない部分もあるだろう。

　どこかでレベルを聞く機会でもあれば、参考にできるんだがなあ──。
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　しばらく進んでいくと、大きな扉の両りよう端たんに円状のプレートが置かれた奇妙な空間が現れた。

　重く閉ざされた扉を挟はさむようにして、地面に埋うまる二枚のプレート。

　上にはうっすらと魔法陣のような模様が描かれており、その円は大人三人程度の大きさがある。

　先頭が詰つまった事により、少しだけ離れていた俺達と姫の王グループとの距離が縮ちぢまっていく。

　緑の鉢巻をしたプレイヤー数名が睨みつけてくるのを、余よ所そ見みをするようにして流しながら、この部屋について質問を投げる。

「ここは、どんな仕掛けが？」

「ここは《生いけ贄にえの扉》だヨ。プレートに二人ずつプレイヤーが乗る事デ、真ん中の扉が開く仕組みになってるんダ！」

　俺の質問に姫の王が元気良く、手を挙げて答えた。

　生贄の扉か……あまり聞こえの良い物じゃないが、読んで字のごとくプレートに乗った合計四人は死ぬ──なんて、無ぶ粋すいな仕掛けじゃないだろうな。

　それに関する補足説明は、姫の王から語られる事はなかった。

　彼女を遮さえぎるように手を突き出しながら、こちらを睨む、あの魔法使いナイトが代わりに続ける。

「別に、弱い奴を捨てるゴミ箱じゃない。残された合計二十六人が開いた扉から中へ入り、敵を全部倒し切れば誰も死ぬ事はない。ものの数分で終わる」

　裏を返せば、倒し切れなければその四人は死ぬ──とも聞こえるが……。

「で、誰が入るんだ？　こんな物ぶつ騒そうな仕掛けに」

　明らかに敵意むき出しのまま、プレートの方を顎あごでしゃくった港さん。

　それに対し、鉢巻をしたプレイヤー達がニタリと笑ってみせる。

「そんなの、マイヤ様に決まってるだろ」

　誰が言ったか姫の王への宣戦布告とも取れそうな発言だが、鉢巻をしたプレイヤー達はむしろ肯定するように一いち様ように頷いた。

　──なるほど。

「姫様を救う、的な感じでしょうか？」

「違いないわね」

　隣にいたマイさんに耳打ちすると、同じ事を考えていたのか、マイさんは少し呆あきれ気味に同意した。

　ブロードさんは訳わけが分からないといった様子で、頭にハテナマークを浮かべている。

　それに関して、姫の王自身も異論はないらしく、淀よどみない動きで右のプレートの上へと歩いていく。

　問題は残りの三人になるわけだが……。

「マイヤと一緒のプレートはダイキに決定ダ！」

　──ここで姫の王が爆弾を投下してきた。

　彼女の発言に一番驚いていたのは、他でもない鉢巻をしたプレイヤーの面々。

　奥の方ではジャンケンをするのが見えていたので、どうやら彼女と一緒に生贄になるのを望んでいたらしい。

　ジャンケンで勝った奴が姫の王と二人きりになり、負けた連中が姫の王を救う騎士になる訳か。

　こいつら──思いの外ほかゲームを楽しんでるなあ。にしても、なんだって俺なんだよ……。

「あとの二人は貴方あなたと貴女あなたネ。皆、早くマイヤを助けに来てネ」

　間髪入れずに、姫の王は港さんとマイさんを指名し、異論は認めないと言わんばかりに話をピシャリと締しめ切きった。

　棒立ちになる俺の腕をとった姫の王は、ダリアもろとも俺をプレートの上まで引っ張っていく。

　他の面々は納得いかないといった様子だったが、姫の王の言葉に逆らうプレイヤーはおらず、ぞろぞろと扉の前へ並んだ。

「召喚獣も含めると三人になっちゃいますが」

「召喚獣は生贄にはカウントされないかラ、問題ないんだヨ」

　息がかかるくらいに体を密着させた姫の王は俺の耳元に口を近づけ、艶なまめかしい声で呟いた。

　俺の頭を摑つかむダリアの力が次第に強くなっていくのを感じつつ、俺は反対側のプレートに乗る羽は目めになったマイさん、港さんペアを見やる。

『部長、シンクロを繫いでおくから何かあったら教えてくれ』

『わかったー』

　都合のいい事に、マイさんの腕の中には部長がいる。彼らの安否確認は部長を介かいして行う事ができそうだ。

　ブロードさんが心配そうな面持ちで俺達を見ているが、両方のプレートに生贄が乗った事によって重厚な扉が音を立てて開き、なだれ込むようにして中へと突入する人の群れに飲まれていってしまった。

　生贄よりは危険が少ないのかもしれないが……信じて待つしかないだろう。

　問題はこっちだ。

　ゴウンゴウンと、重々しい機械音と共にゆっくりと降下していくプレート。

　例えるなら、炭たん鉱こうに設置された小さなエレベーターだろうか？　降下とは即すなわち地面に沈しずんでいくのと同義であり、視界三百六十度を囲っているのは、石を幾重にも重ねて造ったような穴。

　姫の王に密着され、ダリアに圧あつ縮しゆくされた状態が続いている。

「ねエ、ダイキ」

「何故いきなり俺の名前を？」

　さっきも呼んでいたが……。

「だっテ、皆が呼んでたかラ──呼んじゃダメ？」

　そう言いながらあざとく俺の腕に指を置き、なぞりながら見上げてくる姫の王。

　宝石のような緑の瞳が潤み、心なしか顔が紅潮しているようにも見える。

　目を逸らしたら思う壺つぼだと、俺は目が合ったそのままの体勢で「じゃあ俺もマイヤさんって呼びますね」と冷静に対応する。

　対する姫の王の瞳に一瞬、動どう揺ようとも取れる確かな揺れを見たが──流石は百ひやく戦せん錬れん磨ま、プイと視線を外して頰ほおを膨ふくらませる。

「なかなか手て強ごわいネ、キミ」

「鈍どん感かん系けい主人公かもしれませんよ？」

「自分で言う事じゃないヨ」

　姫の王は自分のペースに持ち込めないのがもどかしいのか、次の手を考えるように俯いている。──それならばと、次は俺の方から彼女に話を振ることにした。

「港さんとマイさん──いや、逆側のプレートに乗せた二人を選んだ理由は、攻略不能だったから。ですか？」

　俺の質問に対し、面白いくらいに体をビクつかせた姫の王は、ケロリとした表情を浮かべながら再び俺の顔を見上げた。

「なんのことかナ？」

「港さんは明らかに貴女の事を最初から警けい戒かいしてますし、同性であるマイさんはどうやっても靡なびかないですもんね……だから二人をわざと隔かく離りしたのかなーと思いまして」

　その後──数秒の沈黙が流れ、辺りには重々しい機械音のみが虚むなしく響いた。
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　生贄を乗せたプレートは今も尚降下を続けている。肩車されているダリアも、特にリアクションもなく大人しくしている様子。

　俯く姫の王を見て、少し弄いじりすぎたかなと反省しつつ、一度シンクロを繫いだ部長の視界をリンクさせる。

　──どうやら、向こうも同じ様な風景・同じ様なスピードを保ちつつ降下しているらしい。

　向こうにはキングとケビンの姿もあり、かなり大所帯なプレートとなっているが、味方が多いのは何より心強い。

　視界の隅すみに映る港さんが、腕を組みながら部長に向かって──いや、この場合はマイさんに向かってだよな。マイさんに向かって何かを話しているのが見える。

『大丈夫か？』

『あ、ごしゅじん。問題ありませーん』

　脳内に緩ゆるい少女ボイスが流れ、あまりの緊張感の無さにコケそうになった。

　明らかに普通じゃない状況に置かれているのに、全く動揺する気配がないな。感かん服ぷくするよ。

『二人は何て喋しやべってるんだ？　──と、俺に秘密にした方がいいような内容だとしたら、別に言わなくていいぞ』

『それはよく分かんないけど、ごしゅじんの心配と、あねきの心配と、ブローなんちゃらの心配をしてるみたいだよー』

　部長からの言葉から察するに、俺とブロードさん、──あねきってまさかダリアか？　あねきって呼んでるんだ……。

　なんにせよ、別段ハプニングも無いようで一安心だな。

　部長との視界リンクを解除し視点を戻すと──長い穴も終わりに近付いてきたらしく、足元の方から徐々に徐々に別の空間を匂わせる、緑色の光が漏れてくるのが見えた。

「マイヤさん。この先には何があるんですか？」

「……教えなイ」

「いや、いじけないでくださいよ……」

　結構カマかけたような質問だったが、驚く事に図星だったのかもしれない。

　別のプレートに二人を乗せた理由が俺の言った通りなら、一緒のプレートに俺を乗せた理由は、のらりくらりと立ち回っている俺を一気に落とす作戦──ってのは思い込みかもしれないが……。

　ペアにブロードさんを選ばなかった理由は、彼が本物の鈍感系である事にどこかで気付いたからか？　何となく、彼は難なん攻こう不ふ落らくだと思ったのかもしれないな。

　なんにせよ──計算がちょっと足りなかったな。
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　穴の終わりが腹の位置に迫り、胸、そして目線の高さで降下が終わる。

　眼下に広がったのは、発光する緑色の苔のような物に囲まれた大きな洞窟だった。

　視線を左に移しても洞窟の壁が続いているだけで港さん達の姿はない。恐らくはこの壁を越えた奥の空間を降下しているのだろう。

　どうやら合流できない仕様になっているらしい。

　洞窟の奥には鎖くさりで繫がれた巨大な人のような生き物が、完全に俺達を敵として認識しているらしく、唾つばを撒まき散ちらしながら獰どう猛もうに唸っている。

　巨人の首や腕や体に巻かれた太い鎖は、蜘く蛛もの巣のように洞窟内を通っており、それは俺達が今降りてきている場所の近くにも、例外なく張はり巡めぐらせてあった。

「おいおい冗談だろ……」

　嫌な予感が脳裏をよぎり、咄嗟に真下へと目を向ける──と、プレートが丁度終わる位置に鎖が束になって集まっているのが見えた。

　プレートが地面に着くのを待たずして飛び降りた俺は、鎖の上から押し潰すように降下するプレートに向かって剣を突き入れる。

《生贄》《恐ろしい巨人》《拘束された鎖》

　予想通りなら──。

「くそッ！」

　プレートが降下する力は人間の力では到とう底てい抗あらがうことができないと、腕が悲鳴を上げた瞬間に悟さとる。

　武器を失う訳にはいかないと剣を引くと、ゆっくりと下降してきたプレートは鎖の上に沈み、案の定、鎖の束を圧力によって捻ねじ切きった。

　じゃらじゃらと鎖が外れていく音と共に、体を拘束していた忌いまわしき物が失われたのを感じた巨人が雄叫びを上げる。

　解放された腕の力で次々に鎖を千切っていき、現れた俺生達贄を八つ裂きにするべく向かってきた。

【囚とらわれし巨人　Lv．70】#SPECIAL BOSS

「マイヤさん……これ、本当に生贄になるやつですよね？」

　明らかな格上の登場に顔が引きつるのを感じながら、俺は全てを知るであろう彼女に視線を送る。

　プレートの上から静々と降りてきた姫の王は、妖艶な笑みを浮かべてそれに答えた。

「マイヤがいる限リ、全滅はあり得なイ」

「倒せるか分かりませんよ？」

「倒すのが目的じゃなイ。マイヤ達生贄側がすべき行動ハ、逃げるか死なずに耐たえるかの二択なんだヨ。すぐに皆がここから解放してくれるかラ」

　絶望的な状況に置かれているとは思えない程、落ち着いた声色で淡々と答える姫の王に、俺も次第に落ち着きを取り戻していく。

　向こう側も心配だが、幸いにも巨人の動きはかなり遅い。

　魔法使いナイトの彼の言う事が本当ならば、何十分も逃げ回る心配もないのかもしれない。

　万が一攻撃を受けようものなら、回復役ヒーラーの有無も関係なしに戦闘不能になる可能性がある──。

「動くヨ」

　目前に迫った巨人と対峙し、俺達の肝きもの冷える鬼ごっこが開幕した。

　洞窟内の面積はかなり広い。少なくとも、巨人が自由に走り回れる程度の広さがあり、姫の王が言うように《逃げる》だけなら問題は無さそうだ。

　巨人は腕に残った鎖もろとも振り回し、壁を抉えぐりながらこちらへ向かってきている。

　──擦かすりでもしたら。

「マイヤさん。貴女が生贄に複数回選ばれていると推測した上で質問します。いつもはどんなルートで逃げていますか？」

　最悪を想定し最良の手を打つのが吉だと考え、既すでにマップ開拓まで終わっている程のベテランである姫の王に意見を聞く。

「えーっト、いつもなら巨人の足元を抜けて奥の壁をタッチしテ、同じ要領で戻って来る程度の時間で上がれるようになるヨ」

　この際彼女の意見を全面的に信用するとして──なるほど、距離的に考えてもそこまで長い時間は掛からないわけか。

　姫の王が言うルートを参考に頭の中でここの地形と巨人の股下に線を引く。

　生贄目掛けて移動する巨人の股また下したは縦三メートル、横幅四メートル程度空いており、人二人が駆け抜けるには十分な広さが確保されている。

　恐らく大きな隙ができるのは片足を前に繰り出す瞬間──つまりは初期動作を見み極きわめて滑すべり込こむ方法が、相手の意表を突くには有効だと推測できる。

「では限界までこちらに引き寄せ時間を稼ぎ、相手が片足を動かすと同時に股下を潜くぐり抜ぬけます。巨人の攻撃力がどの程度か分かりますか？」

　望み薄だが──万が一巨人の攻撃力が筋骨隆々な見掛けに反して低いのなら、多少の安心感が生まれる。

　姫の王は悪戯な笑みを浮かべながら、過去の例を思い出すかのように語る。

「レベル40の耐久特化盾役タンクガ、殴おう打だで一撃死だったかナ」

「それ、ここのレイドボスより強くないですか？」

「うン、だってこの巨人は多分《倒せないタイプ》のボスだもン」

　彼女の声色に──妙みようなリアルさが感じられた。

　他のゲームでもよく設定として存在する〝倒せないボス〟。攻撃力が高すぎたり、防御力が高すぎたり、そもそもＬＰが減らなかったりと……その類たぐいであれば交戦するだけ時間の無む駄だという事か。

　なんにせよ、港さん達にも知らせなければマズイ。

　俺は再び、部長とのシンクロによって視界をリンクさせる──と、同じ姿形の巨人が迫っている画面が飛び込んできた。

　隣で焦る港さんや召喚獣達、そして視界が激しく上下している事から部長──或あるいはマイさんが、恐怖からか息を荒くして動揺している事が分かる。

　恐怖しているのが部長なら状況は最悪だ……と、願うようにして部長へとコンタクトをとる。

『部長！　大丈夫か？』

　左画面では、急に黙った俺を不審がる姫の王が顔を覗のぞいてくる様子が映るが、肩車されたダリアが追い払うように振るった杖に目を突かれ悶もん絶ぜつする姿が見える。

『なんかでっかいのりものが来てるよー』

　──と、数秒遅れて部長からのコンタクトが返ってきた。

　プレートの位置から離れてしまっているのか、俺との物理的な距離が遠くなった事で、シンクロが届きにくくなっているのかもしれない。

　とりあえずいつも通りの部長の声に安あん堵どした俺は、姫の王の体験談と俺の考えをまとめた内容を伝える。

『でもわたし喋れないよー』

『そうだよな。困ったな……』

　内容を理解した部長は根本的な問題点を口にした。

　シンクロにより俺と心で会話する事ができる召喚獣は第三者に聞こえるように声に出して喋る事ができない。

　同時進行で港さんへ通話を試ためすもダンジョン内は圏けん外がい扱いで掛からない。メールを送ってみたが、運良く気付くかどうかだな……。

『いいこと思い付いた。わたしが実演してみれば、みんな気付いてくれるかもしれない』

　あの手この手を試していると、部長が提案めいた事を呟いた。

　口がダメなら動作で示す──部長はそう言いたいらしい。

　確かにサイズは大きいとはいえ彼女は小動物。対する巨人は読んで字のごとく体が大きく、手足は長い。

　シミュレーションをしてみる。

　部長が股下を目掛けて走り出し巨人がそれに気付いて攻撃を開始。鎖を振り回すのは脅威だが速度自体はそこまで早くない。

　不安要素があるとするならば、鎖の範囲がどの程度に及ぶのか。そして、俺は部長の走る姿を見たことがないという事だ。

『……部長、お前走れるのか？』

『こんな時のためにいつでも体力は温おん存ぞんしてあるよー』

　なんとも調子のいい答えだな。

　俺が言ったように足を繰り出すタイミングに合わせて走り抜ければ、人間が同じ事をするよりも安全度は高いはず。

　──そうだな、ここは部長に任せようか。

『巨人が限界まで近付く前に、港さんとマイさんに何でもいいから強バ化フを掛け、うまく注意を集めた後に行動開始だ。戦う素振りや、それを匂わせる会話が聞こえたらもっと早く決行してもいい』

『まかせてー』

　俺のシンクロの効果を知る港さんなら、唐とう突とつな強バ化フで気付いてくれるかもしれない。後はうまく部長の行動の意味を理解してくれるかどうかだが……。

「ダイキ！　無視しないでヨ！」

　──と、ヒステリックな声によってシンクロから強制送還された俺は、片目を涙で潤ませながら不満気な表情を見せる姫の王に目を向ける。

「すみません、何か言いました？」

「意地悪してないよネ？　……まあいいヤ。そろそろ移動しないとだヨ」

　巨人との距離はざっと二十メートル。いままでの速度から考えて、ここに手が届くようになるのは約四十秒程度だろうか。

「そうですね、では巨人の股下……左足に沿そって間を抜けます。マイヤさんは俺の前を走ってください」

「そんな心配する事ないのニ。死んでも蘇そ生せいしてあげるヨ」

　そういう問題じゃないんですよ──と、こちらを見上げる体勢だった姫の王をくるりと半回転させ、背中を軽く叩いて移動開始の合図を出す。

　巨人が左足を繰り出すタイミングで走り出した姫の王、そして俺。

　走り方まであざとい姫の王の左斜め後ろを走り巨人の行動に注意しながら股下に潜り込んだ。

　──日本サーバー最強の回復役ヒーラーが側にいるとはいえ、死ぬ訳にはいかない。これは蘇生できるできないの問題ではないのだ。

　俺が死ねば、統率者の心得の影響でパーティメンバーである港さんも巻まき添ぞえで死んでしまう。そしてダリアや部長、キングやケビンも同時に死んでしまう。

　恐怖に震えるマイさんは、いきなり味方全員が死んだら冷静でいられる筈はずがない。俺は自分が死ぬのを全力で回避しなければならない。

　巨人は生贄自ら向かってきたのを好機チヤンスと考え、右手を大きく振り払うように繰り出す──その腕の速度は、やはり遅い。

　すんなり通り抜ける事に成功した俺達は、そのまま速度を落とすことなく洞窟の一番奥……巨人が最初にいた場所まで移動する。

　獲物を逃した巨人は何も摑めなかった手をグーパーし、洞窟に響く雄叫びを上げ憤ふん慨がいしたように方向転換をした。

　ここまでは予定通りか。姫の王も、いつも通りだと言わんばかりに余裕な表情を崩さない。

　とりあえず第一目標を達成した俺は深呼吸した後のち、シンクロにて部長の視界をリンクさせる。

　と──いつもより低い視点から見上げるようにして映るのは、後ろから追ってきた港さん達の姿。

　部長の行動の意味を理解した彼らも一度目の回避に成功したらしく、安堵の表情を浮かべたマイさんが何かを言いながら部長を抱だき締しめた。

『お手て柄がらだ、部長』

『ごしゅじん。柔らかいのりものがごしゅじんに、有あり難がとうって言ってるよー』

『今回頑張ったのは部長だよ、マイさんは部長にも言ってるんだと思うぞ』

　部長が言う〝柔らかい〟だけでそれがマイさんだと分かったのは、部長が彼女のどこに居たかを考え、女性ならではの部位だと悟ったからである。

　ダリアに聞かれたら、俺も杖を目に刺されるかもしれない。

「ア、プレートが光ってるヨ！　皆の攻略が終わったみたいだネ！」

　羽をパタパタ動かす姫の王が指差す先に、青白く光を放つプレートが見える。

　なるほど、上のチームが扉の奥をクリアすれば再びプレートに乗って戻れる仕組みになっているのか。

『光るプレートに乗れば上で合流できる。最後まで気を抜かずに戻るんだぞ』

『はーい』

　一度動きを理解してしまえば問題はないだろう。最初ほど心配せずに視界のリンクを切った俺は、再びこちらに向かってくる巨人を見み据すえた。

　動き、速度共に変化なし。

「マイヤさん、後は同じ要領であのプレートまで走って乗れば終了ですね？」

「そうだヨ。はァ、ダイキとの二人きりの時間もここまでかア」

「二人一緒に死んだら、もうしばらく二人きりになれますよ」

　軽く無む駄だ口ぐちを叩く余裕もできていた。一度通過できた事実は自信に繫がる。

　部長にも言ったように、気を抜かずに落ち着いてこなせば戻ることができる。

　巨人が迫り、最後の時間がやってくる。

　むやみに攻撃等に走らない姫の王は、プレイヤーとしてある程度のマナーを有している事が分かる。

　この危機的状況でもニコニコと笑みを絶たやさない所は徹てつ底ていしているが、ふざけてもいい場面、悪い場面はしっかり理解している様子。

　堅実なプレイをすれば女性ファンも増えるのだろうが……俺の口出しできる領域ではないか。

「いくヨ」

　真剣な声色で短く言った姫の王は、目前まで迫った巨人が左足を繰り出すタイミングを見計らい、駆け出した。俺もそれに続き、先程と同じ距離で駆ける。

　タイミングは完璧……俺達は巨人の股下に差し掛かった。

　が、

「聞いてないぞ……」

　全力で駆ける俺達に鎖の付いた巨大な手の平が、ゴオオという風を切る音と共に迫る──が、予想外なのはその速度だ。先程の比ではない。

　このペースだと姫の王もろとも潰される。

　初めて見る行動パターンなのか、先行く姫の王はその光景に、まさか！　といった様子で目を見開いた後、すぐさま猟りよう奇き的てきな笑みを浮かべてメイスを具現化させた。

　どうするべきだ？

　正解はなんだ？

　置かれた状況を理解するために、思考を加速させていく。

　姫の王はどう働く？　巨人の攻撃はどこを通過する？

　──周りの風景が突然、ゆっくりと経けい過かしていくような感覚になる。

　姫の王も、巨人も、俺以外の世界が《速度を忘れたかのように》恐ろしくゆっくりしたものへと変わった。

　静かに流れる時の中で、姫の王、そして巨人を見やる。

　斜め前を走る姫の王は、右手に持った極太の金属塊で手の平を迎え撃つようにして動かしていく──が、タイミング的にも角度的にもこれは悪手だ、相そう殺さいできない。受身が取れない分余計なダメージが上乗せされる。

　巨人の手の平は俺の想像を上回る速度で繰り出された。間違いなく、走り抜けられるような速度ではない。

　彼女を抱かかえて跳ぶか？

　いや、加速が足りない、回避するには至いたらない。

　隼はやぶさ斬ぎりで加速するか？

　いや、対象に向かうあの技で回避する事はできない。

　考えたくはなかったが、結果として最悪な展開になったのは確かだ。

　俺の今の位置からなら、あと一つ可能性が残されている。

　腹をくくるのを合図に時間の流れが戻っていく──。

「返かえり討うちニ……ッ！」

　彼女がメイスを振り上げるよりも先に、炎を纏った盾が巨大な手の平に迫る。

　最悪のパターンを想定し、最も攻撃が通過しやすいルートで待ち構えていた俺は意を決し盾弾きシールドパリイを繰り出したのだ。












　俺の行動は果たして最良だったのか……いや、誰がどう見ても最悪の手であると分かる無謀な盾弾きシールドパリイ。最も死を避さけるべき人間が、最も危険な役割を請うけ負おわなければ全員が死ぬ。こんな皮肉があっていいのか。

　さっき姫の王を左斜め前に誘導したのも、相手が最も攻撃を繰り出しやすい手を〝右手〟にさせるため。

　万が一を考え、攻撃を避けられない状況になった場合、左手で装備した盾で、俺が盾弾きシールドパリイを繰り出せるように初めから想定してあった。

　成功確率は低い。

　確率は、パーセントにしてみれば二桁を割るだろうか……レベルの差が大きい上に相手はボス。当然、技術者の心得による光は、今までにない速度で拡大と縮小を繰り返している。

「決まれ！」

　自分に言ったのか、はたまた神に言ったのか。そしてそれが神に届いたのか、成功確率数パーセントの壁を越え、巨人の右手が大きく跳ね上がっていく。

　──しかし、届いた神は死神だったか。

　右手の手首から伸びる鎖が、まるで鞭むちのように向かってくる。

　盾弾きシールドパリイを繰り出した俺は当然ながら無防備であり、コンマ数秒遅れで繰り出されたメイスが今、虚こ空くうに振り上げられたのが見える。

　トッププレイヤー故ゆえの反応速度が、今回は悪い方に働いた。色濃く死の色が塗られたその凶器が擦れる金属音と共に迫る。

　死──。

　絶望が支配する意識の中で見たのは《赤き竜》。

　獅し子しよりも気け高だかい咆ほう哮こうと共に繰り出されたのは真っ赤な衝撃波。

　驚愕の表情を浮かべた姫の王の視線の先は、俺の頭上。

　途と方ほうもない威い力りよくを孕はらんだ衝撃波は鎖を弾き飛ばし、プレートへの活かつ路ろを開かい拓たくした。

　──この好機チヤンスを無駄にはできない。

　姫の王の手を引き、一直線に駆ける。続く二撃目の攻撃も加速した俺達には届かない。

　プレートの上に転がり込むように乗った俺達を、上昇を始めるプレートが運んでいく。

　徐々に小さくなっていく巨人の姿を眺めながら、俺は肺の底から安堵の息を吐き出したのだった。
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　来た時と同じペースで上昇を続けるプレートに、沈黙を続ける俺達が乗っていた。

　ダリアは、例の如ごとく話す事ができないから当然ではあるが、彼女が纏う《話しかけるなオーラ》によってなおさら重々しく口を閉ざしているように思えた。

　姫の王は姫の王で、どこか真剣な表情で顎に指を当て何かを考えるように沈黙を守っている。

　なんにせよ、まずは部長達の安否確認だ。

　無事に全員逃げ切れている事を願いながら、俺は今回の功労者ヒーローとコンタクトを取る。

『部長。無事か？』

『ごしゅじん。いま上に登ってるよー』

　俺の問いにすぐさま反応した部長。

　念のため、視界をリンクさせ状況を見てみる。

　低い位置から見上げる形になっており、正面には眉まゆをへの字に曲げ、安心と不安が入り混じるような表情で座り込むマイさんと、腕を組みながら険けわしい表情で上を見つめている港さんの姿があった。

　傍そばにはキングと、小さくなったケビンの姿もある。

　──ケビンの姿から察するに、あちらも何か思考を凝こらして脱出した模様。ともあれ、全員無事に帰れたようで一ひと先まず安心だな。

『お疲れ様。よく頑張った、えらいぞ』

『褒ほめるだけじゃなくて、ご褒美にリンゴ食べさせてねー』

　ほくほくとした口調でねだる部長に、思わず自分の顔がほころぶのが分かった。

　はっきり主張する奴だ……と、思う反面、どんよりとした雰ふん囲い気きが漂う向こうのプレートに部長の陽気さを伝えてやりたいという、もどかしさもあった。

　恐らく俺達の身を案じ、喜ぶに喜べないのだろうと思う。俺は部長を介して向こうの状況を把握できるが、向こうからこちらへは干かん渉しようできない。

　人の言葉を話す召喚獣でもいるなら、意思疎そ通つうも可能になるのだろうが……。

　部長に大仕事を頼んだ時のように二人に強バ化フでも掛けてやれば──というより、部長がその場にいるのが、俺が死なずにいる事の証明になる気もするが……上で会えばどの道一緒か。

　部長とのシンクロを終わらせた俺は、もう一人の功労者ヒーローに声をかける。

　最後の〝アレ〟がダリアによる物だと考えた俺は「ありがとな」と、頭に置かれた小さな手に自分の手を重ねるようにして置くと、彼女の体がピクンと跳ねた。

　顔を見ていないから推測の域いきだが、今のダリアが纏う雰囲気は以前、トルダと共に灼熱洞窟へ行った時──もっと言えば、シンクロを拒こばんでいた時のソレに酷こく似じしている。

　理由は考えるまでもなく、最後に俺達を助けるため咄嗟に使った、初めて見る強力な魔法の事だろう。

「聞きたい事ガ、二つあるのだけド」

　長い沈ちん黙もくを守っていた姫の王が口を開いた。

「なんでしょう？」

　ダリアに安心感を与えるためにも少し冷たい口調で返す俺に──姫の王は艶やかな髪をサラリと零しながら、頭を下げたのだった。

「その前ニ──まずは助けてくれてありがとウ。初めて見る攻撃に動どう揺ようして反応するのが遅れちゃっタ。もしあの場で全員死んでいたラ、それはマイヤのせいだっタ」

　誠せい意いのこもった彼女の行動に──俺は少なからず動揺していた。

　元を辿たどれば俺を指名したのは姫の王であるが、巨人の特殊な行動を把握していなかった点に関しては、彼女に落おち度どは無いと言っていい。

　彼女を先に走らせ、秘ひ密みつ裏りに盾弾きシールドパリイの準備をしていた俺の方が、むしろ黙だまっていた分の罪がある。

　それでネ──。と、俺が答えるのも許さぬ速さで話を切り替えニッコリと俺を見上げた姫の王は、右手で《グー》を作って俺の目の前に突き出した。

「まずひとツ。君は《電脳の天才サイバー・ジーニアス》なのかナ？」

　ビシ！　と、効果音が付きそうな勢いで、人差し指を立てる姫の王。

　彼女の口から告げられたその言葉を記憶と照らし合わせてみるも、心当たりはない。

　目を輝かせ、期待を込めた表情で俺の顔を見つめる天使に、俺は申し訳ないと偽いつわることなく返事をする。

「サイバー・ジーニアスという言葉に聞き覚えはないので、多分違うと思いますよ」

「エ!?　それは噓ウソだヨ！」

　いや、噓だと言われても……。

「だっテ、格上のボス相手に盾弾きシールドパリイなんテ、銀騎士君みたく《ＶＲ技術に完全適合した天才》じゃない限リ……ア、器用特化っていう考えもあるのかナ？」

　姫の王はブツブツと独り言を呟いた後のち、どうしても納得できない様子でまくしたてるように質問を重ねてくる。

「技能スキルを使った盾弾きシールドパリイじゃないんでショ？」

「いえ、技能スキル使ってますよ。片手盾術ともう一つ」

　淡々と答える俺に姫の王は口を結んでジロリと睨んできたが、噓は含まれていないと判断したのか、諦あきらめたように溜息を吐いた。

　流石、数多あまたのプレイヤーを虜とりこにするだけあって相手の表情や言葉に含まれた感情を読み取る才能にも長けているらしい。

　一つ咳払いをする姫の王は、未だ立てたままの人差し指の隣──中指をビシ！　と、立てた。

「ふたツ。この召喚獣の女の子は何の種族なのかナ？」

　こちらが本命とばかりに詰め寄る姫の王に、俺は両手で静止するようにして半歩下がりつつ答える。

「申し訳ありませんが、ダリアに関する質問はＮＧという事で」

「にゃんデ！」

　両手の人差し指で《×バツ》を作りながら謝るも──先程とは打って変わりどうしても気になるのかなかなか引き下がらない。

　ダリアは魔族です……と、答えるのは簡単だが、今のダリアをあまり刺激したくないという気持ちが優まさっている。

　これではキリがないと、逆に質問で返すことにする。

「なぜダリアの種族が気になるんです？」

　俺の質問に対し、姫の王はひどくあっさりとした反応でそれに答えた。

「それは簡単な事だヨ。この子が《通常魔法》と《竜属性魔法》の両方を使っていたからサ。そんな例は未いまだ存在しないからネ」

　得意げに語る姫の王に対し……俺の頭には一つの疑問が浮かんでいた。

　確か巨人と対戦した時、ダリアは他の魔法を使っていない──つまりは中ボス戦の時、あれほど暴あばれまわった状況で彼女は《ダリアが魔法を放っていた》姿を見るだけに留まらず、それを覚えていたという事になる。

　パーティメンバーに俺達の戦い方を見させていた……という考えもあるが、どちらにせよ計算してなければ難しいと理解できる。

　一度の戦闘で、どれほど頭を回して戦っているんだと戦慄を覚えると同時に、今の彼女の発言を頭の中で振り返ってみる事にする。

《通常魔法と竜属性魔法を両方使っていた》

　俺からしてみれば別段珍しいように思えないが、彼女の鬼き気き迫る口ぶりからしてもこれが普通ではない事だと推測できる。

「竜属性魔法は《竜りゆう人じん族ぞく》《竜りゆう族ぞく》の二つの種族のみが扱あつかえる特殊な魔法だけド、代わりに他の魔法は一切使えないんだヨ。設定としテ、魔法を操る器官ガ、竜属性特有のものに進化したと言われているらしいヨ」

　豆知識を交まじえつつその理由を説明する姫の王に、どうせならと深い部分に突っ込んだ質問も織おり交まぜてみる。

「設定ですか……そう言えば、以前王都を歩いてた時の話なんですが、ＮＰＣの家族とすれ違ったんですよ。父親が機き人じん族ぞくで母親が亜人族の」

　俺は、初めて王都を歩いた日へと遡さかのぼり、楽しそうに歩く子連れの夫婦の事を思い出す。

「うんうン」

「子供もいたんですが、その子は父親と母親両方の種族的特徴を引ひき継ついでました。推測の域を出るほどではありませんが、そういうケースもあるんじゃないでしょうか？　──つまりは、竜属性魔法が先に述べられた二つの種族特有のものとは言い切れないんじゃないでしょうか？」

　例えば、竜人族と人族の親を持つ子供がいた場合、その理り屈くつでいけば両方の特性──つまりは人族が使える通常魔法と竜人族が使える竜属性魔法を、それぞれ使えるような体の構造になるのでは、という意味だ。

　ダリアの種族は《魔族》であるが、確かに思い出してみれば尻尾や翼は竜の物……少なくとも、尻尾は爬は虫ちゆう類るいの物とよく似ている。

　ともすれば、どこかにいるかもしれないダリアの両親が魔族と竜人族、または竜族かもしれないし、前例のない特殊個体と決めつけるにはまだまだ情報が不足しているのではないか──むしろここで姫の王に《ダリアは竜人族の類ではないのに、竜属性魔法を使える特別な個体だ》などと憶おく測そくだけで広められてしまう方が怖い。

　異種族同士のハーフというものの存在自体は知っていたのか、姫の王も納得したような、しかしまだ腑ふに落ちないような釈然としない表情を浮かべている。

　俺としてはデリケートな部分であると考えているから、この話題はあまり長く続けたくはないな。親としては、ダリアが自分から話してくれるのを待ちたい。

「他言無用でお願いします。これを知ってるのはマイヤさんだけですから」

「マイヤとダイキだけの秘密ってことだネ。まア、それなら悪い気はしないヨ」

　保留──としてくれたようだ。

　なんにせよ、トッププレイヤーともなると、隠し要素のような隙すき間ま部分への食いつき方が違う。

　知られてしまったのが姫の王で良かったのか、悪かったのかは分からないが……。













　巨人との鬼おにごっこからなんとか生せい還かんした俺おれ達は、プレート前で生いけ贄にえの帰りを待つプレイヤー群に出迎えられる──お目当てが姫の王である事は明白だったので、俺は人混みの中に居るであろうブロードさんを探す。

　マイヤ様おかえりだの、何かされなかったか？　だのが飛とび交かう群むれの外で、こちらの様子を背伸びして必死に覗のぞこうとしているブロードさんを見つけ、声を掛ける。

「帰き還かん致いたしました」

「ああ！　ダイキ、無事だったか！」

　熱い抱ほう擁ようでもしてきそうな勢いで迫ってきたブロードさんは、心しん底そこ安心した顔で胸を撫なで下ろしている。

「ブロードさんの方も、大変だったでしょう」

「いや、強くもない雑ざ魚この群れの処理だったよ。姫の王を救うとかなんとかで、他の奴らの士し気きが異様に高かったから、瞬またたく間に終わった感じだったかな」

　士気が異様に高い……か。まあ、姫の王を取り囲むプレイヤーの様子からも、士気の根底は予想がつくな。

　恐らく今回のケース──姫の王崇すう拝はい者しやでも何でもないプレイヤーと二人で生贄となる状態──は極きわめて珍めずらしいと考えられる。

　つまりは〝お前みたいなどこの馬の骨かも分からんプレイヤーに姫の王を任せてられるか！〟という私し怨えんが原動力となったわけだな。

　人混みの向こうでは、姫の王が一人一人の目を見ながら、全すべてのプレイヤーに感謝の言葉をかけてまわっているのが見える。

　──働きに対する報ほう酬しゆうという所だろうか。こういう部分は流石さすがと言えよう。

「あ！　港みなと、マイ、良かった。無事だったか！」

　ブロードさんの歓喜の声に視線を動かすと、俺達より遅れて到着した港さん・マイさんグループが、欠員無しの状態で無事帰還を果はたした。

　マイさんに強く抱きしめられた部長が、心なしか誇ほこらしげな表情をしているように見える。

　俺達に気付くや否いなや、笑みを浮かべた港さんが俺の肩をバシッと叩いた。

「いやあ助かった。ダイキにも、部長ちゃんにも助けられたぜ！」

　港さんに続くように、マイさんも笑顔を見せた。

「部長ちゃんが道を示してくれたお陰かげで、冷静な対たい処しよができたわ。本当にありがとう」

　その後──特に弊へい害がいもなくダンジョン内を進み、次の層へと続く階段を上っていく俺達。

　明るく振舞う港さんとマイさんだったが、腹の中に姫の王への黒い感情が渦うず巻まいている事に俺も、そして姫の王もまた気付いていた。

　それは姫の王を取り巻くプレイヤーにも言える事であり、対象は違えど抱いだく感情は同じものだった。

　お互たがいの溝みぞは、深くなっていくばかりだ。
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《剣けん王おうの墓はか　Ｆ５》──時刻は午後十時十分。

　集合からダンジョン到着までの時間でだいたい八時になっていたから、ダンジョンに突入して既すでに二時間近く経過している計算となっている。

　予定では踏とう破はまで四時間を見ていたので、ハプニングもありはしたが、進行ペースは至し極ごく順調と言えた。

　五階層に出てくる敵にも別段変化はないようで、今まで通り姫の王を守るように配置されたプレイヤー達のみで湧わいた個体を片かたっ端ぱしから排はい除じよして進んでいる。

　道中、暇ひまだと言わんばかりに、姫の王が後続組の俺達の元へやって来ると、主に港さんとマイさんの表情が一段と険けわしくなるのが見て取れる。

　そして前方で戦闘を繰り広げる姫の王グループの面々もこちらへ負の感情が籠こもった視線を向け、その憂うさを敵で晴はらしているような状況だ。その中にいる、ブロードさんのパーティメンバーも、いつからか姫の王の傘さん下かに加わったように頭に鉢はち巻まきを巻いていた。

「ブロードさん。他の皆さんとはパーティ歴長いんですか？」

　たまらず、横を歩くブロードさんに彼らとの関係を聞いてしまった。

　いくら姫の王の容姿が優すぐれ、強く、コミュニケーション能力に長たけていたとしても、今まで共に旅してきたメンバーが出会って一日のプレイヤーの傘下に加わるのだろうか？　という疑問からである。

　それに対しブロードさんは困ったように額ひたいを搔かき、見み兼かねたマイさんが呆あきれるようにして代だい弁べんした。

「彼らは元々野の良らのプレイヤーの集まりで、私達が姫の王とダンジョンに潜もぐると決まった時にパーティ加入したメンバーなの。王都ギルドやダンジョンまでの道中こそ初めて会った人にも横暴な姫の王に憤いきどおっていたけど、そもそもの目的は姫の王に近付く事だったから、妥だ当とうなのよ」

　やれやれと言わんばかりに肩を竦すくめてみせるマイさんに、ブロードさんは苦笑しつつ、それに付け加える。

「俺とマイも元々の目的は彼等と同じで《トッププレイヤーと共にダンジョンに潜る》事だったんだけど、マイ……まあ、俺もなんだけど、彼女と反そりは合わなかったかな。トーナメントに向けて近くで上位プレイヤーの立ち回りを勉強できればって参加したんだけどね」

　なるほど、そもそも一緒に行動していたメンバーではないわけか。てっきりケンヤやライラさんみたく、初期からの固定メンバーとばかり……。

　──と、俺達がコソコソと話しているのが気になったのか……それとも自分の話をしていると察したのか。姫の王がスキップしながら、再び俺達の元へとやって来る。

　姫の王自身も港さん、マイさんには毛嫌いされているのを自覚しているようで無闇に絡からむ真ま似ねをしないのは唯一の救いか……それでも、まだ脈みやくアリと判断されたブロードさんと俺にはいつもの調子で話し掛けてくる。

「下の階層で戦った《囚とらわれし巨人》についてのお話、聞きたイ？　聞きたいよネ？」

　俺とブロードさんの間に入り無む邪じや気きな少女のように手を結むすんだ姫の王は、両手をブラブラと振りながら楽しそうに語る。

　ブロードさんの対応は大人が子供にするようなもので、手を繫つなぐ事に関しては何とも思っていないようだ。

　ただ、後ろを歩くマイさんがイライラしているのが伝わってくる。腕に抱いた部長に顔を埋うずめ、恨うらめしそうにこちらを見ているのが見える。

　その横を歩く港さんはさも興味無さそうにパネルを表示し、何かを調べるように手を動かしていた。

　こちらも大人の対応ってやつか。確かにそれが一番穏おん便びんに済ませられる。

　ともあれ、俺としては無闇にダリアの話題に触ふれてこない姫の王の配はい慮りよが有あり難がたい。それならばと、彼女の話に乗ってみることにする。

「剣王の墓を荒あらそうとして捕つかまり、幽ゆう閉へいされた賊みたいな存在ですかね？」

「ぶブー。それだと巨人に生贄を与えないと進めないシステムの説明がつかないヨ！」

　試ためしに持じ論ろんを用もちいて答えてみると、姫の王は得意げな顔で俺を見上げた。

　ダリアは未いまだ、大人しい。
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　そんなこんなで、他愛のない雑談を交わしつつ進んでいく俺達。

　姫の王があっちへフラフラ、こっちへフラフラとひっきりなしに動いては、孤こ立りつ気ぎ味みのメンバーに話し掛け盛り上げて回っているため、先頭の士気も落ちないまま順調なペースを保たもっている。

「──なあダイキ」

　先程まで何かを調べるようにパネルを操そう作さしていた港さんが姫の王がいない事を確認した後、口を開いた。

　その横を歩くマイさんも、言葉は発さないものの聞き耳を立てているように見える。

「なんですか？」

「二階層の混戦は覚えてるよな？　でっかい騎士が中ボスとして出てきたドーム状の部屋の事だ」

　その言葉に俺は、間を置かずして頷うなずいた。

　二階層といえど記憶に新しい、姫の王がトッププレイヤーたる片へん鱗りんを見せた場所だ。

　俺の反応を見た港さんは「そうか」と呟きながら、更さらに続ける。

「──まず言っておくが、俺は姫の王がどうも好きになれない。なんつーか、仲良くなれない……だから偏へん見けんの目で見てしまっている可能性もあるから、今から言う事を一応自分の中で整理して考えてみてほしい」

　もう一度俺が頷くと、港さんはパネルを開きつつそこに書いてあった内容を参考にするようにして話を続けていく。

「まず混戦の時──要はボスを数人の盾役タンクが抑え、他の雑ざ魚こどもを俺達で潰つぶしてた時だが……マイヤがどこで何をしていたか、お前、見てたか？」

　港さんの真剣な口調に気け圧おされつつも、その時の事を思い返す。

　俺は港さんやキング、それにブロードさんのパーティメンバー数人と雑魚の群れと対峙していた。後衛組であるマイさんやダリア、ケビン達は入り口前で固まって支援や援護射撃にて戦闘に参加していた筈はず。

　彼らのグループは道中での戦闘を見ても、姫の王以外の回復役ヒーラーはいない。

　つまりこのレイドには、マイさんと、俺の頭の上にいた部長、そして姫の王の計三人しか回復役ヒーラーが居ないという事になる。

　港さんの言葉とは関係ない終着点にたどり着いたが、三十人編成に対して回復役ヒーラー三人は、かなりキツイんじゃないのか？

　──回復役ヒーラー最強プレイヤーの姫の王が何人力かの力を発はつ揮きすれば、その限りではないのかもしれないが。

　俺は一応盾役タンク兼攻撃役アタツカーとして戦い、忙せわしなく部長の視界をリンクさせつつ動いてたため、後衛組の動きは全く目にしていない。

「いえ、姫の王どころか、後衛組のざっくりとした座標しか頭にありませんでした」

「だろうな。実は俺も戦闘に夢中で見てなかったんだが、マイが言うには姫の王が聖属性魔法《聖なる大回復セイント・ハイヒール》を使うその時まで、どこにもその姿が無かったらしい」

「これは本当よ。回復役ヒーラーの仕事は状況把握も含まれてるし、味方の姿も追っていかなければならないの。だから誰が死んでしまっているとか、誰か居ないとかは逐ちく一いち気にしてるわ」

　なるほど。

　回復役ヒーラーの動きはそこまで詳くわしくはないが、回復魔法のダブり防止のため、同じ役職同士のコンタクトは必ひつ須すだろう。

　部長は俺の専属として居たから、マイさんと姫の王のコンタクトがほぼ必然的に行われなければ戦闘は成り立たない。少なくとも、姫の王が独善的に回復作業に勤いそしんでいたとしても、マイさんはその姿・働きを嫌でも目にする筈である。

「つまり、マイさんの見た限りでは、序じよ盤ばんに姫の王の姿は無かった。と？」

「そうね」

　少し疑うような雰囲気も混ぜつつ聞いてみるも、彼女は迷う素そ振ぶりもなく答えた。

　仮に姿をくらます魔法・若もしくは技能スキルがあったとする──そしてあの場で戦闘開始と共に、それを使ったとしよう。

　それで彼女が得る利り益えきとはなにか？

「俺が考えるに、もし仮にそうだとして、姫の王が得る利益は……さしずめ《注目》でしょうか？」

「俺もそこにたどり着いた。実際、魅みせられたブロード達のメンバーはコロッと落ちちまったわけだからな」

　俺の言葉に、港さんは同意するように頷く。

　──姿をくらまし回復をマイさんに任まかせ、機きをうかがう。盾役タンクに指示を出していたのだとすれば、中ボスの大技に合わせてわざとミスをさせ、皆にダメージを負わせる事もできる。

　皆が弱った所に満を持して強力な聖属性の回復魔法を発動──ゾンビが一気に消滅したのもコレに秘密があるのかもしれないが──そして技の反動で動けないボスに、自らメイスで攻撃した事によって圧倒的な回復力とパワーを同時に見せつける事が可能となる。

　そんな所だろうか。

　確かに盾役タンクにミスをさせるのも彼女のパーティメンバーである場合は不可能ではないし、何度も来ているダンジョンなら技のタイミング・範囲・ダメージ・反動等を把握するのも難しくないだろう。

　まあ、あくまでも推測だが……。

「ちょっと出来過ぎな気もしますけどね。そこまで大掛かりにやるだけの価値が、あのプレイにあったとは思えないのですが」

「しかし実際どうだ？　俺達はなびかなかったが、他のメンバーは引き抜かれ、最初から今まで最後尾の小こ判ばん鮫ざめ状態だ。生贄も、毎回なびかなかった奴を投入してるんだろ」

　最後の方を吐き捨てるような口調で締しめ括くくった港さんは生贄にされた事を思い出しているのか、かなり不機嫌そうに腕を組んだ。

　マイさんも怯えるほど怖い思いをしていただけに、姫の王を擁よう護ごする発言は控えておいたほうが良さそうだな。

　長いようで短い内容の話だったが、確かにかなり偏かたよった意見だな。

　生贄にされ、経験値を半分ロストする以上の恐怖を味わった二人には、今更姫の王を好きになる事が考えられないのだろう。

　色々ギスギスしたレイドだが……果たしてレイドボスを無事討伐できるのだろうか。
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　長い探索を終え、遂ついに最上層部である《剣王の墓　Ｆ６》に足を踏み入れた俺達は、巨大な門の前に到着した。

　巨大な門は既に大きく開いており、奥に広がる広大なステージの全ぜん貌ぼうを外から覗く事ができる造りとなっていた。

　開けた門の先には石造りの床が一面に広がり、二階層のようにドーム状のような造りとなっている。

　──そして、真っ先に目に付くのは部屋の至いたる所に突き刺さっている剣、剣、剣だ。

　細かい剣のジャンルで言うならば文句無しに《大たい剣けん》に属する武器だろう。柄つかの長さ的に巨人族が使う武器ではない事が分かるし、何より掲示板に載っていたボスが使う武器と全く同じだった。

　不ふ揃ぞろいに刺さる数多の剣に圧倒されながら、俺達は部屋の前で、レイドボスに挑むための最終調整を行っていく。

　基本的に装備等の変更は必要ないためマイさんから渡された部長を頭に乗せ、下に降りたダリアと対面する。

　一度部長とシンクロを切りダリアとシンクロを繫ぎ、確認を兼かねて話し掛けた。

『大丈夫か？　引きずってないか？』

　大丈夫か？　とはつまり巨人から逃げ切った後の変化について。

　引きずってないか？　とは戦闘に支し障しようをきたさないかの確認だ。

『あとで　話す　大丈夫』

　コクリ。と、意を決したように小さく頷くダリアの頭を撫なで、準備完了とばかりにボス部屋の方へと向き直る。

　決戦の時だな。

　剣王の墓──というよりも、戦争で亡くなった戦士達の簡かん易いな墓。そんな印象を受ける、剣の山。

　肉厚幅広な大剣の一本一本は、俺の背せ丈たけとほぼ同等。それが床だけでなく、壁に天井に突き刺さっているのは圧巻の一言に尽つきる。

　レイドパーティ全員が足を踏み入れてもボス部屋は変わらず沈黙を保たもっており、それを知っているのか、先行する姫の王グループは風景を楽しむ様子もなく淡々と中央の剣まで歩いていく。

「レイドボス戦を始めるヨ。──ざっくりとした作戦だけド、理想形と言われる《ガン盾 Hit and Away》を採用。簡単に説明するト、大振りな強い攻撃が多いかラ、盾役タンクはひたすら防御を固めて盾受ケ。前衛攻撃役アタツカーはボスが攻撃の反動で動けないタイミングを見計らって欲張らずに一撃離脱。後衛攻撃役アタツカーは敵視ヘイトを気にしつつ随ずい時じ攻撃。回復役ヒーラーは盾役タンクにのみ回復ヲ、やりすぎくらいが丁ちよう度どいイ。盾越しじゃないト、殆ど一撃で死ぬから注意してネ」

　まとめ役である姫の王がこちらに振り返り、確認するように再度作戦を言い渡す。

　これは、ボス部屋に入る前にも彼女の口から告げられた内容だが、念には念をと言うべきか……もしかしたら俺のような初見に対しての配はい慮りよかもしれない。

　姫の王グループは彼女が発言するだけで士気が上がるため、その辺をも考えていたとしたら、やはり計算高い。

　それだけに頭の回転は早いと言えるし、作戦を決定したのも彼女だ。港さんやマイさんが危き惧ぐしていた部分も、もしかしたら、と思いたくもなる。

「でハ──始めるヨ」

　悪戯な笑みを浮かべながら、姫の王は中央の大剣にそっと手を触れる。

　突とつ如じよ、縦揺れの大きな地震が起き、共に鳴り響くは、重い何かを引きずるような音。

　後ろを振り返ると、開きっぱなしになっていた筈の扉が、見えない力によって閉ざされていくのが確認できた。

　次の瞬間──地震を含め全ての現象を起こした〝何か〟が地面を割って這はい出だすのが見え、剣の周りに走る大きなヒビから、ぬうっ、と、現れたのは、紛まぎれもなく〝人間の手〟だった。

　その手はガシリと割れた床を摑つかみ、自身の体を持ち上げる。

　まず出てきたのは、風化による変色かは分からないが緑色の石でできた兜かぶと──そして、それを被かぶる人の顔。

　両手で一気に持ち上げるようにして、大きく跳とび、その場に着地したのは筋骨隆々の大男だった。

　兜と同色・同素材の鎧を纏い、目の前で戦闘体勢になる俺達侵入者を見下ろすような形で睨にらみ付ける。

　無ぶ精しよう髭ひげのよく似合う頑がん固こオヤジのような風ふう貌ぼうだが、不明点が一つあった。

　血の気のある顔色といい、ハリのある肌といい。まるで彼が〝生きているようではないか〟。

　ここは剣王の〝墓〟であって部屋ではない。自分の部屋の地面を割って出てくるようなアグレッシブな部屋主も、なかなか可お笑かしな話ではあるが……少なくとも道中出てきたゾンビ共とは根本的に違っている。

　てっきり腐敗しているような〝濃厚な死の色〟を纏ったボスが現れるのかと思っていただけに、予想外の部分で不意打ちを貰もらってしまったな。スクショをよく見ておけばよかったと、軽く冗談めいた事を考えている俺に、横から声が掛かった。

「剣王はこの世界の〝英雄〟なんダ。英雄となった者ハ、肉体が朽くち果はてようともその魂たましいは永えい久きゆうに朽ち果てズ、彼らの存在は永遠であル。──彼は石の町が生んだ英雄でありコロシアムの覇者《ノクス》だヨ」

　目の前に出てきた〝予想外〟に驚いたのが顔に出ていたのか、いつの間にか隣に来ていた姫の王が得意げな表情で解説を始める。

　さっきまで最前線にいたと思っていたが……恐ろしい移動スピードだ。

「石の町の英雄っていうと……別の町にも英雄がいるような言い方ですね。ていうか、魂の存在なら、なぜ彼は今肉体を持っているんです？」

「他の町、他の種族でも英雄はいるヨ。今回何故その英雄と戦う事になっているのかも含めテ、まア、それはダイキ自身がストーリークエストを進めていけば分かる事だかラ、今は秘密にしておくネ。──英雄は特別な存在だかラ、死を超越してるんだヨ。技能スキルにモ、肉体を霊体に変える《霊化》って物があるけド、あれはその逆の技能スキルって言われてるヨ」

　流石はトッププレイヤーと言ったところか、ストーリーに関してもボスに関してもかなりの知識を有しているようだ。

　何とも緊張感なく腕を絡めてくる姫の王に堪こらえ切れなくなったのか、横にいたダリアが短杖を両手で槍のように持ち『えい！』と言わんばかりに、姫の王の脇わきに突きを入れた。

　姫の王は攻撃の反動で体をくの字にし、ダリアから二撃目、三撃目を受け、たまらず撤てつ退たいしていった。追い払ったダリアはどこか達成感に溢あふれた表情に見える。

　とりあえずダリアの頭を撫でておく。

　石の町の英雄か──後日行われるトーナメントの会場は石の町のコロシアムであるから、今回のダンジョンも町と多少関係がある場所なのかもしれないな。

　なんにせよ姫の王が言うように、これは他人に聞くより自分でストーリーを進めたほうが楽しそうだ。

『俺様の墓を汚す不届き者共よ、この剣の英雄──ノクスが直じき々じきに葬ほうむってくれよう』

　剣王ノクスが二本の大剣を引き抜き両の肩に担かついで俺達に語りかける。

　その口調は酷ひどく乱暴だが英雄という名に相応ふさわしいまでのプレッシャーが含まれていた。

　着込んだ石の鎧や両手に持つふた振りの大剣までもが一つの〝覇気〟としてプレイヤー全員にのしかかる。

　流石はレイドボス──今までのボス達とは根本的な〝存在感〟が違う。

【剣王ノクス　Lv．45】#RAID BOSS

　かくして──決戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされた。剣王ノクスの頭上に表示されるＬライフＰポイントバーは驚きよう異いの五本。今までに会った事のない強きよう敵てきである。

　これがレイドボス。

　ブロードさんをはじめ、最前線にいる盾役タンク達が様々な技アーツでの強バ化フを纏い、剣王ノクスに突撃していく。

　後方では姫の王が既に連続して技アーツによる支援を始めているのが見え、すかさず頭の上に乗る部長に指示を出す。

『部長。先頭の盾役タンクの人達に防御力上昇の強バ化フ。後、無駄かもしれないがボスに弱体化デバフを掛けてみてくれ』

『はーい』

　なんとも間の抜けた返事で行動を開始する部長。的てき確かくに物理防御上昇の強バ化フ魔法を掛けている部分、彼女もしっかり考えて支援している事が分かる。

　剣王ノクスへの弱体化デバフはことごとく跳ね返されているようで、効果は出ていない。ボスによくある《状態異常無効化》のような特性を持ってるのかもしれないな。

『弱体化デバフは中止。優先事項として一番は回復役ヒーラーとダリアへのＭマジツクＰポイント供給、次に盾役タンクへのＬＰ回復、最後に味方への強バ化フだ』

　剣王ノクスに向かって駆けながら、俺は攻撃役アタツカーの役目を果たすべく、熱を帯びた赤色の剣を引き抜いた。既にダリアは後衛組の組んだ陣の中で攻撃を開始している。

　純粋な盾の受け値ちの高さが求められるレイドボス戦では、メイン盾役タンク、それを補佐するサブ盾役タンクにはブロードさんのような〝耐久極振り型〟のガチガチ盾役タンクにしか声が掛からない。

　理由は至し極ごく明快で〝回復の効率化〟が主であり、下手をすればその盾役タンクすら倒される溶けるような攻撃を俺が受け損そんじて死んだ場合、それだけ回復役ヒーラーが蘇生に費ついやす時間が増えてしまうからだ。

　この蘇生は莫ばく大だいなＭＰ量を費やす上、クールタイムや発動までの時間の関係で、連続して使う事ができない。それだけ蘇生は貴重であり、不安定要素の高い俺には常にその問題が付きまとう事になる。

　上記の理由を見据えた俺が、攻撃役アタツカーに自ら志願したから外野からの声は一切掛からなかった。そのため姫の王は何とも言えない表情で、それを許可したのであった。

　器用頼りのイロモノ盾役タンクの俺を、流石の姫の王も起用する暴挙には出なかったという訳だ。
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「──『儚はかない身み代がわりの盾たて』」

　何処からか上がる姫の王の声と共に、銀色の光が片膝をつく盾役タンクを間一髪で包み込み、ノクスが放つ斬撃波によって、硝子ガラスの砕けたような音と共に弾けて消える。

　その一瞬の時間でマイさんが回復魔法を飛ばし、その盾役タンクのＬＰはレッドゾーンから六割近くまでグンと回復し体勢を立て直した。

　戦闘開始から既に二十分が経過し、盾役タンクのスイッチも攻撃役アタツカーの一撃離脱も、次第に自分達のペースにて統一感のある行動ができるようになっていた。

　ただやはり相手はＬＰ量だけでない〝強さ〟を持ったレイドボス。パターン化されているとはいえ、筋力・耐たい久きゆう・敏びん捷しよう全てが化け物級だ。

　盾で真正面から受け止めるようにした盾役タンクは、もれなく反動で硬直状態となり、続く左手のかち上げ、右手の振り下ろし・斬撃波の餌え食じきとなる。

　盾で受けられなかっただけで、耐久極振りの盾役タンクがＬＰを八割削られる様は凶悪の一言に尽きる。剣王であるノクスは筋力の高さ故に、重厚なグレートソードを消しよう耗もう品ひんのように扱い、その都度、地面や壁、天井の剣を引き抜いて嵐のように剣を振るっている。

　それでも未だ死者が出ていないのは──偏ひとえに姫の王とマイさんの活躍があってこそだ。

　部長は彼女達のＭＰ供給に精せいを出しているから間接的に手伝っている形ではあるものの、完璧なタイミングで回復と援えん護ごを使い分ける姫の王は、果たして何人力だというのか。

　彼女のペースについていこうと必死に杖を振るうマイさんは、濃い内容の緊迫した激戦によって気力・集中力共々削けずられており、コンマ数秒ではあるが回復魔法が遅れる瞬間も何度か目にした。

　勝ち急ぐのは悪あく手しゆだが……長引くと確実に集中力が削がれていく。

　耳を劈つんざくような金属音と共に、盾役タンクの構える盾に二本のグレートソードが吸い込まれるようにして叩き込まれ、剣王に大きな隙すきが生まれた。

　その瞬間を狙ねらって、俺達攻撃役アタツカーが一気に攻撃技アーツを使い攻撃を加えていく。

　後方からの魔法支援も相あいまって、連鎖する爆発のような凄すさまじい音が部屋内に響き渡り、剣王ノクスはその圧倒的物量によってＬＰを減らしていく。

「……まだ三本も残ってるのかよ」

　誰が呟いたか、絶望の色を含んだ声につられるように、剣王のＬＰバーを確認した。

　攻撃の雨が止やんだ後に表示された剣王のＬＰバーの数は未だ三本あり、余力があるのは、何度かの対戦経験が有るであろう鉢巻をしたプレイヤー達と、港さん、姫の王、そして召喚獣達……。

　マイさんはもちろん、最前線にいるブロードさんもかなり辛そうにしているのが見える。回復役ヒーラーと盾役タンクという重要度の高い役職に就つく彼らには避さけては通れない道でもあるが、それを含めてもレイドボス戦というのは想像以上の物がある。

「『儚い身代わりの盾』」

　欲張って過か剰じような攻撃を与え、回避の遅れた攻撃役アタツカーを穿うがつ巨大な鉄の刃。それの間に割って入るように飛んでくる銀色の光が、即死級の技を肩代わりして砕くだけ散ちった。

　その隙に、後衛組から放たれたダメージの無い爆破魔法によって後方へと飛ばされた攻撃役アタツカーは難を逃れ、未だ死者の数は０を維い持じしている。

　姫の王が使っている『儚い身代わりの盾』は、恐らく味方の命を一撃で刈かる攻撃に対し、一度だけ肩代わりする盾の魔法。

　効果時間がどれほどあるのかは不明だが、皆に掛けずに回避に遅れたプレイヤーにのみ使っている事から、ＭＰの消費が激しい、又は効果時間が短い等のリスクを孕はらんだ魔法だと予想できる。

　それを姫の王は盾役タンクへの回復を怠おこたらずに、命の危機に瀕ひんしているプレイヤーへと的確に飛ばしている。戦場の状態を把握し、脳内で常に計算し、無駄なく支援する様は流石の一言に尽きる。

　一進一退の攻防に歓喜した剣王ノクスは高らかに笑いながら、一度大きく距離を取って語り出す。

『──面白い。ならばこの技、受けてみよ』

「移動剣が来る！　地面が振動した部分から剣が突き出してくる！　素早く避けろ！」

　盾役タンクの一人が吠えると同時に、剣王ノクスはグレートソードを地面に突き立てた。

　前衛後衛関係なく散り散りにその場から回避を始め、攻撃の分散を図はかる。

　一撃目──盾役タンク達がいる集団の下から剣が突き出し、防御体勢をとっていた数名の盾役タンクが天高く吹き飛ばされる。

　すかさずマイさんと姫の王が回復魔法を飛ばし、姫の王は落下速度減少の魔法も同時展開した。

　二撃目──攻撃は完全にランダムらしく、正反対の場所にいたダリアが立つ地面が揺れる。

　咄とつ嗟さにシンクロでリンクする前に、ダリアは既に回避行動に移っており、突き出された剣を螺ら旋せん回転する炎の槍で破壊してみせた。

『ナイス判断』

『絵で勉強した　ダイキのおかげ』

　短いシンクロの中で、ダリアの声色に余裕を確認した。

　三撃目──姫の王が立つ地面が揺れ、剣が突き出る。姫の王は左足を軸じくにヒョイと距離を取り、体を捻りつつ右手にメイスを具現化し、天へと伸びる刃を勢いの乗った金属棒でなぎ払うように破壊する。

　音を立てて砕ける大剣は主あるじの度たび重かさなる破壊により、既に数を半分にまで減らしていた。

　技を使った後、剣王ノクスは反動で動けない。それを見み越こして、真っ先に走り出していた港さんは、右手と右足に電撃を走らせながら一気に距離を詰め、速度の乗った拳を突き出し、さらに流れるように空中で体を回転させ遠心力の乗った蹴りを、剣王ノクスの脳天に撃ち込んだ。

　並ぶ文字はCriticalクリテイカル──続く攻撃役アタツカー達の猛攻により、剣王のＬＰはじわじわと減少していく。

『部長、皆の回復の方は大丈夫か？　手が回らないようなら俺も手助けで請うけ負おうよ』

『だいじょうぶ。ちっちゃい人がほとんど回復してくれてるよー。それに自分でＭＰも回復してるみたいだから、分配もいらないみたいだねー』

　開始から今まで、いつもの緩ゆるい調子を維い持じし続ける部長。彼女の声色に疲つかれや、処理が追いつかない等の焦あせりは感じられない。

　部長に回復薬を飲ませながら、彼女の言葉に出た〝ちっちゃい人〟が誰かを考こう察さつする。

　部長に回復する手を煩わせない誰か……まあ、十中八九姫の王の事だろう。〝柔らかいのりもの〟と呼ばれているマイさんではない。

　剣王ノクスに赤の閃光剣レツド・ライトソードを繰り出しつつ、姫の王の動きを追う。

　考えてみれば、彼女の声は聞こえるが、先ほどの移動剣の際に見たきり、また姿が見えない。

　まさか、マイさんが言うように透明化の魔法で機をうかがっているのか？

　──流れ行く視界の中に、姫の王の姿を見つける。

　攻撃役アタツカー達が剣王ノクスに集中攻撃をしている間、姫の王は付近の大剣をメイスで破壊して回っていた。それも、回復や支援魔法などを完璧に飛ばしながら、片手間で相手の武器を処理していたのだ。

　集中して目で追わなければ、即座に見失ってしまうレベルのその速度に、俺は一つの疑問を抱く。

　彼女の動きを視界に入れながら回復に勤いそしむ事は可能なのだろうか？

　前衛攻撃役アタツカー顔負けのパワーに加え、目で追うのがやっとの高い敏びん捷しよう値ち。そして正確無比な支援の数々は、彼女がトッププレイヤーであるが故のスペックと言えよう。そしてそのオーバースペックな体を操るのは、彼女の中身のポテンシャルの高さである。

　彼女一人を追うだけならまだしも、ただでさえ数も少ない上、もっとも忙しいと言える回復役ヒーラーのマイさんが、メンバー全員の回復をこなしつつ姫の王を追う事は可能なのか？

　二階層──あの時は混戦であり、今回のような盾役タンクだけ回復するのではなく、フィールド上のプレイヤー全てに回復を配らなければ成立しなかった。

　現に今、マイさんは姫の王がほぼ全ての人間をフォローしている事で、盾役タンクへの回復に専念できているのだ。

　つまりは──序じよ盤ばんだけとはいえ、混戦時に全てのプレイヤーを死なせずに、マイさん一人で保もたせるのは〝不可能〟。

　大きくダメージを受ける盾役タンク数人の回復よりも、広いフィールド中に散らばるプレイヤー全てを回復支援する方が高度な技術を要する事は、誰の目にも明らかだ。

　あの敏捷値があれば、少なくとも俺を置いて巨人から逃げ出す事は容易だったはずだが……或あるいは……。

『この俺様を呼び覚ました──必ずやこの報むくいを──いずれ王都に──その時はまた──』

　数多の攻撃を体に受け、遂にそのＬＰを全ぜん損そんさせられた剣王ノクスは、最後の一本となった大剣を地面に刺し、片膝をついて切れ切れに語る。

　何かストーリーに関係する台詞なのは明確だが、その断片的な内容から得られる情報は少なかった。

　剣王ノクスの体が青き炎に包まれ、人ひと魂だまとなったそれが、割れた地面にゆっくり吸い込まれていく。

　一本だけ残された剣が虚しく佇むその部屋で、討伐完了を告げる音がなり、皆のレベルアップを告げる光が次々に発生した。

　異常に強いボスだったのは当然だが……戦い慣れたプレイヤー達と共に攻略すると、ここまでスムーズにいくのか。と、若じやつ干かん拍ひよう子し抜ぬけな部分もある。

　今思えば──途中途中で飛とび交かう指示や、姫の王が剣を壊して回っていた部分も含めて何か意味のある事だったのかもしれないが、無事攻略できたとなれば考察するのも野暮だと、莫ばく大だいな報酬を前に素直に喜びを嚙かみ締しめたのだった。

【邪悪なる力『剣』を封印しました】

　目の前に表示された報酬の山を記すパネルと共に、脳内にアナウンスが流れた。

　何故、英雄と謳うたわれた剣王が〝邪悪なる力〟とされているのかは、姫の王の言うようにストーリーを進行していかなければ分からない部分なのかもしれない。

　少なくとも〝俺達異人たちが何故剣王の墓にやって来たのか〟〝そして英雄を倒す事で何が起きるのか〟この二つの部分が、かなり気になる。どう考えてもこれが起きるクエストがあり、次に繫がるクエストもある。

　──ストーリーを進めてく上で、いつか再びこのダンジョンに潜る時が来るかもしれないな。となれば、剣王との戦いは勿論、生贄の部屋にいた巨人にもリベンジしたい所だ。

「アイテムルーレットチャ──ンス！」

　各々がパネルを操作し、ステータスを振ったり新しい技アーツを確認したりするその中で、残された最後の剣の横に立つ姫の王が元気よく腕を上げた。

　周りにいた鉢巻のプレイヤー達は場を盛り上げようと立ち上がり、宴会の開会式さながらの活気が生まれる。

　俺の隣まで、てくてく歩いてきたダリアに『お疲れさん』と声を掛けながら、ダリアを抱きかかえてブロードさん達が集まる場所まで足を進めた。

「お疲れ様でした。誰一人死なずに討伐とは、流石に出来過ぎですね」

　居るのは鎧を革製の物へと変え、両足を投げ出すように座るブロードさんと、パネルを出して腕を組む港さん。

　マイさんはヘトヘトだと言わんばかりにその場にへたり込んでおり、俺の頭の上から〝柔らかい〟に飛び込む部長を抱きとめ、癒されるとつぶやきながら顔を埋めた。

「本来ならば盾役タンク五人、支援役サポーター含めた回復役ヒーラー五人が必須だと言われるダンジョンを、盾役タンク四人、回復役ヒーラー三人で挑んだからな。壊かい滅めつしてもおかしくない」

　半ば呆れたように答える港さんに、ブロードさんも苦笑で同意してみせた。

　予定より早く討伐できたのは、その分攻撃役アタツカーが増えたからに他ならないが……やはり回復役ヒーラーは少な過ぎたのか。

「その点は──マイヤのＰプレイヤーＳスキルによって補おぎなわれてたとなれば、不満はあれど文句は言えないな」

　港さんは姫の王の実力だけはしっかり評価しているようで、その言葉には遠回しに生贄の件を水に流すような意味を含ふくんでいるように感じた。

　マイさんもその部分は同意見なようで、部長に顔を埋めながらも、小さく二回頷いた。

　どちらかが不満を声にして上げれば、必ず衝しよう突とつが起こる。一歩引いた彼らも、それを理解していたのかもしれない。

　やや暗い雰囲気に包まれそうなのを察し、俺は話題を大きく変えて姫の王へと視線を移す。

「ともあれ、姫の王が言う〝アイテムルーレットチャンス〟ってのは一体……」

「あれ？　ダイキ知らないの？　フィールドボスやレイドボスのドロップアイテムの分配を平等に決める方法なんだけど」

　俺の言葉に、ブロードさんはマジで？　みたいな表情でそれに答える。

　俺がフィールドボスを倒した時は大体ソロか身内とだったから、正直知らなかった。レイドボスも今回が初である。

「ルーレットっていうのは、ある生産者クラフターがいち早く考案して作成した──まあ、謙けん虚きよな日本人らしいやり方なの。これは海外サーバーでは無い風習らしいから、日本特有のシステムになりつつあるわ」

　どうやら俺以外の人は知っているらしく、マイさんが続けて補足を加えた。

　俺は足元に寄ってきたキングを撫で、暴れるダリアを抑えながら、それに耳を傾ける。

「１から１００までの数字が表示されるルーレットを回して、出目のより大きい人がそのアイテムを入手できる。公平なシステムだから１００が二人居たりするダブりも当然あって、その時はもう一度回して決めるのよ」

「なるほど、画期的ですね。これなら恨うらみっこなしな結果になりそうです」

「そうは言えないんだけどね……」

　マイさんは一度姫の王達の方へ視線を向け、部長の頭の上に顎を乗せながら、胡う散さん臭くさそうに続ける。

「あんな風に、姫プレイをするレイドに入ると、ほぼほぼルーレットに勝てないわね。と言っても、私達はアイテムよりも大きな物を得える事ができたから、その部分は初めから期待してないけど」

　なるほど。

　召喚獣まで取得権利があるとは思えないので除のぞくとして、俺、港さん、マイさん、ブロードさん。

　そしてそれ以外は姫の王の集団という構図であるため、相当な強運を発はつ揮きしなければ手に入れる事はできないという仕組みか──これでは、姫プレイをするプレイヤーも多いんじゃないか？　というか、それらとレイドを組むプレイヤーが少ないのかもしれないが。

「ではでハ！　目の前に出てくるルーレットのボタンを押しテ、止めてみてネ！」

　俺達の存在は御お構かまい無なしに進んでいくアイテムルーレットが、姫の王の合図で開始される。

　いつの間にか、部屋の真ん中には長机のような物が置かれ、その上には二つのアイテムが並んでいるのが見えた。

　片方は何か得体の知れない球体で、もう片方は剣王が消しよう耗もう品ひんの如ごとく壊して使っていた大剣のように見える。

「まずハ、魂たましいの塊かたまりだヨ！」と、無邪気に仕切る姫の王が何かを操作し、皆の目の前に小さなルーレットが出現した。

　やはりと言うか、召喚獣達の前にはルーレットが出現しておらず、召喚士有利とはいかないようだ。

　グルグル回るルーレットの横にある赤のボタンを指で押し、結果を見る。

《００６》

「いや、少な過すぎるだろ……」

　もはや姫プレイ有利とかそんなレベルではない数字に落らく胆たんする俺の横で、ボタンを押した状態でガックリと項垂れる港さんが見える──どうやら彼もダメだったらしい。

「俺は０７８だったよ」

「私は０２７」

　マイさんも俺達同様に肩を落として首を振っているが、ブロードさんの数字はそこまで悪くないように思える。少なくとも俺達──港さんもドングリだろうし──よりも可能性はある。

「結果ハ──《０９５》を出したシュウ君でス！　皆さん盛せい大だいな拍手ヲ！」

　どうやら上には上が居たらしい。

　どうせ全部お前の物になるんだろ。と、呆れたように悪あく態たいを吐く港さんを尻目に、二階層の辺りで突っかかってきたあの魔法職の男性が、姫の王の手から丸い玉を渡され嬉うれしそうに顔を赤らめているのが見える。

　彼は姫の王にそのまま貢みついでしまうのだろうか？　いや、あの雰囲気は貢ぐだろうな。

　彼が俺に放った言葉を思い出し肩を竦め、彼が戻っていくのを見送った。

「ね？」

「絶望的みたいですね」

　なかなか良い数字を出したブロードさんは「期待はしてなかったけど」と、苦笑してみせた。この調子だと、続く大剣も巡り巡って姫の王の手に渡るのだろう。

　何故かボス討伐時以上の盛り上がりを見せるアイテムルーレットは続き、姫の王の合図でルーレットが再び出現した。

「ん？　ダリア、やりたいのか？」

　その様子を、俺に抱かれた状態で興味津々に見ていたダリアがこくりと頷き、ボタンのある場所を指差して教えてやる。

　勝利の女神とは大おお袈げ裟さだが、俺の女神であるダリアと部長に押してもらったほうが良いかもしれないな。

　ダリアの細手がルーレットのボタンまで伸び、指先がそれに触れる。

《１００》

「女神様」

　俺は思わずダリアを抱きしめていた。

　俺のただならぬ様子に、港さんは状況を察して目を逸そらし、マイさんは微笑ましそうに見つめ、ブロードさんは目を見開いて驚いている。

　ともあれ、そんな事を気にする俺ではないので、再度数字を確認した後、姫の王へと視線を移した。

「結果ハ──なんト！　《１００》を出したダイキでス！　すごいすごイ！」

　姫の王が今日一の盛り上がりを見せるも、姫の王を取り囲むプレイヤー達は一切盛り上がっていなかった。

　頭数がいても、圧倒的な数字を出した俺に並ぶプレイヤーは居なかったようで、皆が皆、恨めしげな視線を俺に向けてくる。

　俺はその間を悠々と歩きながら、姫の王の前にたどり着く。

　姫の王は心底嬉しそうな顔でトレード画面を開き、机の上にあった大剣を俺へと渡してきた。

「ども」

「強運だネ！　１００なんて久々に見たヨ！」

「俺には勝利の女神が居ますからね」

　腕の中に抱かれたダリアが得意げな顔になり（見えないが、そんな気がした）、姫の王は引ひき攣つったような笑顔を貼り付けた。

「キミには驚かされてばかりだヨ。召喚獣ちゃんを含ふくめて、ネ」

　ニコリと笑みを浮かべた姫の王は、置いてあった机をアイテムボックス内に仕し舞まうと「それじゃア、脱出ー！」と言いながら、出口の方へと駆け出す。

　後に続く鉢巻集団の何人かに舌打ちをされつつも、特に何もトラブル無くアイテムルーレットは終わったのだった。

　向こうから歩いてくる港さん達と合流しつつ、俺たちも出口へと向かう。

「それにしても１００を出すとはなあ。流石はダリアちゃんだな」

「鉢巻の人達、相当悔くやしかったでしょうね」

　感心したように語る港さんと、悪戯な笑みを浮かべ上機嫌なマイさん。

　ブロードさんは武器の性能が気になっていたらしく、俺は皆に分かるように詳細を読み上げる。




【剣王の大剣】#ＭＶＰ報酬

　英雄ノクスが愛用したとされる大剣。肉厚幅広のグレートソードと呼ばれる物であり、数多の敵を叩き切ったとされる伝説がある。筋力強化の特殊技能スキルが備わっている。

　必要筋力：

　特殊技能『筋力強化（中）』

　筋力＋（＋40）

　耐久値＋15

　分類：両手剣




　能力値だけ見ても相当性能が高い事が分かる。俺の剣と比べてみても、上昇する筋力の値は三倍以上の差が出ていた。

　ともあれ、試しに装備してみようにも筋力の値が足りない上に、片手剣技能スキルでは扱う事ができないらしい。

　折せつ角かくの武器だが、俺のパーティにこれを扱う事のできるメンバーは居ない。

「なにその性能……竜の戦士が持つ《鋸ノコギリ砕くだき》の性能は筋力＋１４０って話を聞いた事があるけど、ちょっと強つよ過すぎるんじゃない？」

「ボスモンスターが所持する装備等は希レ少アドロップ扱いになってるから、かなり落ちる確率が低い筈だよ。大当たりだね」

　性能を知ったマイさんは、トッププレイヤーの噂うわさを用いて、その性能を比較し驚愕している。

　ともあれ、ブロードさんが言う内容が本当なら、俺の持つ灼しやく熱ねつの盾たても希レ少アドロップという事になるな。トルダにはハズレを渡してしまったかもしれない。

「まあ、たとえ自分が使えなくとも用途はあるだろ」

「売るとかですか？」

「売るとか譲ゆずるって方法もあるにはあるが、ダリアちゃんのレベルを見るに、新しい召喚獣に期待する手もあるぜ？」

　ニヤリと笑みを浮かべる港さんの言葉に、思わず「えっ？」と、間抜けな声が出てしまった。

　ダリアは道中の経験値も含め、現在のレベルがジャスト40となっており、同時に召喚術技能スキルのレベルも40になっていた。

　開いてみると、確かにそこには新しい召喚獣を召喚できる内容が書いてあり、俺は嬉しさのあまり、思わずガッツポーズを取ったのだった。
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　時刻は午前十二時二分──ダンジョンに設もうけられた転移ポータルから外へと出た俺達を、満天の星が出迎えた。

　時間の流れが現実世界とリンクしているため、当然この世界でも現在は夜。辺りを包む濃厚な闇が、輝く星々をより際立たせる。

　一際大きな赤の月はどこか不ぶ気き味みではあるが、幻想的な光景に変わりはない。手を伸ばせば届きそうな美しさに、思わず足を止めていた。

「あの土色の星からずぅ──っと下まで繫いだ部分ガ、さっき戦った剣王ノクスの星座だヨ」

「うわぁ！」

　誰かが俺の腕を摑み、体を寄せてくる。予想外の事態に変な声が出た。

「なんだヨ、人をオバケみたいに見ないでヨ」

「マイヤさん。帰ったのかと思いましたよ」

　明らかに不満を含んだ声色で呟く姫の王は、声色そのままに続けて呟いた。

「ダンジョン攻略を手伝ってくれたメンバーに挨拶もせず帰るなんテ、そんな非常識な女の子に見えル？」

　姫の王は種族によるものなのか、闇の中でも淡く発光し、その存在を主張している。

　光源は頭の上に浮く輪っかのような物からだろうか？　なんにせよ、オバケと見間違うのも無理はない気もする。

　俺は微笑しつつ「見えませんよ」と答えると、姫の王は納得したようなしてないような、曖昧な表情を浮かべた。

　星座という物も存在するとはな──地球上でも、国が違えば当たり前のように歴史も、そして伝わる神話も違う。

　ギリシャ神話、ケルト神話、エジプト神話、北ほく欧おう神話、日本神話等々、その数は両手の指では収まらない程に多い。

　とすれば、ここ、Frontierフロンテイア Worldワールドにも神話が存在し、それに因ちなんだ星座が空に描かれているという設定も、ごく自然な事かもしれない。

　姫の王が言うように、過去の英雄達が星座になっているとするならば、もしかしたら空に輝く星々にも、ストーリーに関わる何かが存在するのかもしれないな。

　そんな事を考えていると、隣にいた姫の王は、後からやってきた港さん達に歩み寄り、少しの迷いもなく頭を下げる。

「今日はありがとネ。とても楽しかったヨ」

　港さん達も、まさか姫の王から今日のお礼を言われるとは思ってもいなかったようで、三人とも、困惑しつつもそれに返答しているのが見えた。

　──常識を持った大人達の会話が、そこにはあった。

　トーナメントでまた会おうネ。最後にそう言い残した姫の王は、スキップしながら鉢巻軍団の元へと戻っていく。

　鉢巻軍団は俺の方をひと睨みした後、姫と共に夜の闇へと溶けるように消えていった。

　──なんで俺だけ目の敵かたきにされてるんだろ。

　考え直せば、ルーレットや生贄、名前の呼び捨て等々、要よう因いんを挙あげだしたらキリがないが、直接何かされた訳でもない。ここは一つ、俺も常識的な大人の対応で乗り切るとしよう。

「あー、なんだ。とりあえず王都に戻るか？」

　完全に調子を狂わされた港さんが、どうにも不満気な声色で提案する。それに対し、マイさんとブロードさんが賛成し、俺も続いて頷いた。

　港さんとブロードさんが近くの町に一瞬で移動できるアイテム帰還の翼を使い、王都への転送が始まる──。
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　王都に着いた俺達は、引き続き軽い雑談を交まじえて歩く。

　時間も時間なので、三人とも今日はログアウトするとの事だった。

　例のごとく、マイさんの腕の中には部長が気持ちよさそうに寝息を立てているのが見える。

　彼女の腕の中にいる部長は、いつ見ても寝ているな。余よ程ほど寝ね心地ごこちの良い場所なのだろう。

「ダイキは寝なくて大丈夫なのか？　もう結構いい時間だぞ？」

「俺は明日、休みなんですよ。結構リアルの仕事が変則的ですから、皆さんと休みを合わせるのは難しいんですけどね」

　俺の言葉にブロードさんは、なるほど、と呟いた後、簡単に挨拶を済ませてログアウトしていった。

　ブロードさんやマイさんとはフレンド登録も済ませてあるため、新しい召喚獣を見せに後日会う事も可能だ。その点は二人も察しているようなので、今日無理に長居する事もないと判断したようだった。

　マイさんから部長を受け取ると、彼女も続くようにログアウトしていく。

「なら明日は結構早い時間からログインしてるわけだな？」

「そうなりますね。新しい召喚獣とも、早い所仲良くなっておきたいですし」

　違いない。と、港さんは同じ召喚士として俺の意見に賛成しつつ、ログアウトしていった。

　俺の腕の中で尚も眠る部長から、足元のダリアに視線を移す。

　部長へのリンゴのご褒美は明日に持ち越しになりそうだが、ダリアには少し聞いておきたい事がある。ダリアもそれを悟っているのか、一瞬身じろぎした後、俺の背中をよじ登っていく。

『ダリア──魔族のお前が竜属性魔法を使える理由を聞かせてくれないか？』

　トッププレイヤーたる姫の王が食いつくように質問してきた内容である。彼女の口ぶりからしても、ダリアを除のぞいて例外は現状ないらしい。

　あの場を切り抜けるために出した〝異種族とのハーフ説〟が、なんとなく核かく心しんに近い部分であると予想するが、ダリアから直接聞かない事には推測の域を出ない。

　俺は『無理に答えなくてもいいぞ』と、逃げ道を作ってやるも、ダリアは意を決したように語り出す。

『ダリアは魔族と竜族の子』

　ダリアの生おい立たちに触れた、初めての瞬間だった。

　ダリアはそれ以上語らなかったが、そこから推測できる事柄は相当多いと言える。

　異種族とのハーフは両親の両方の特性を持って生まれるという説。

　強い魔力を持つのは魔族の特徴だと考えたら、竜属性魔法を操る事ができるのは竜族の特徴だ。これは単純な話だろう。

　それよりも、俺がなにより動揺した部分は──召喚獣には召喚士ではなく、血で繫がった〝親〟が存在しているということ。

　ただの〝設定〟なら分かるが、もし仮にダリアや部長は両親の元で暮らしていて、俺たち召喚士が勝手に呼び出してしまったとするならば──それは拉ら致ちや誘ゆう拐かいと何ら変わりない。

『──お父さんとお母さんは、何ど処こかにいるのか？』

　恐る恐る、という声色で、俺はダリアに質問を投げる。

　もし彼女がそれを肯定したら、本気で悩む事となるのは分かっていた。

　両親を探すために動くか？　それとも帰還を使って彼女達を文字通り〝帰らせる〟か？

　心臓の鼓動が早くなるのを感じながら待つ俺に、ダリアから言葉が返ってくる。

『ダリアたちは　魔力が固まってできたそんざい　体をくれたのはダイキ　ダイキがダリアの親』

　まるで──俺を気遣うような、安心させるような声色で、俺の頭に置いた手をギュッと結びながら言った。

　シンクロは心と心で通じる技能スキル。故にダリアが今感じている〝不安〟や〝期待〟も、俺の中に伝わってきていた。

　ダリアの生い立ちについては、何かまだ秘密があるのかもしれないが、根ね掘ほり葉は掘ほり聞くのは無ぶ粋すいだろう。彼女が打ち明けてくれた事を受け止めてあげるのが、俺がすべき事だ。

『俺はダリアも、部長も、自分の子のように想っているよ』

　帰還やログアウト時に、彼女達は何処へ帰っていくのか。なぜ自分が魔族と竜族の子だと、ダリア自身が認識しているのか。

　──明かされていない部分は多いが、彼女が言わないならそれでいい。時間をかけて知っていけばいい。

　俺の返事に安心したのか、ダリアは結んでいた手をゆっくりと開いたのだった。













　幼い女の子とカピバラを乗せて歩く異様な光景は、当然、注目を集める。しかし姉妹はどこ吹く風と上じよう機き嫌げんである。












　理由は単純で──。

「おーい、ダイキ！　こっちこっち！」

　冒険の町ポータルの下、満面の笑みで手を振るトルダが居た。

　彼女を含めたメンバーで無事に灼しやく熱ねつ洞どう窟くつをクリアーできたワケなのだが、特に苦労した部長への労ねぎらいも兼かねて、トルダがちょっとした料理を作ってくれると提案してくれたのだった。

　ダリアも部長も当然ながら大喜びでそれを了承し、一夜明けた今日、こうしてまた集まったというワケだ。

「早いな、まだ集合時間十分前だぞ？」

　俺の言葉に、「あたりまえじゃない」と、不思議そうな顔で答えるトルダ。

　物凄く楽しみにしていたのはダリア達だけではなかったようだ……。

『何作るのー？』

　部長の言葉を代だい弁べんするとトルダは悪戯いたずらな笑みを浮かべ、背伸びをして部長の頭を優しく撫なでた。

「秘密だよー！　っうげ!?」

　そしてダリアの目め潰つぶしが炸さく裂れつする。

「そんな事しちゃダメだダリア。謝りなさい」

『ごめん　なさい』

　流石さすがに厳きびしく叱しかる俺、素直に従うダリア。

　目を押さえ、しゃがみ込みながら手を振り「私も、ちょっとダイキに近付きすぎたみたい」と、何な故ぜかトルダも謝った。
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　決して綺麗とは言えないまでも、しっかり手入れされたまな板、包ほう丁ちよう、鍋なべ。ザルの上には、肉や新鮮な野菜が並んでいる。

　調理場という施設へ入る為には、手持ちの技能スキル欄らんに料理系の技能スキルが一つでもある事が条件であると、トルダが言う。今回はパーティの中に料理技能スキルを持つトルダが居るお陰かげで、俺達も調理場に入る事ができている。

　ダリアと部長が机の上にギリギリ頭が出る程度の台に乗せられ、野菜を洗うトルダをジッと見上げている。

「本当に手伝わなくていいのか？　俺だって一人暮らしだし、野菜切りの一つや二つ……」

「だーかーら、気を遣わなくていいってば」

　ビシッと、人参らしき野菜を向け、トルダが強めに言い放つ。

「大体ね、料理技能スキルを持たない人が料理しようとすると、最悪爆発するのよ！　爆発！」

「野菜切って爆発するのは納得できないが……」

　ゲームの仕様と言われれば、それまでである。とりあえず彼女に従い、大人しく座っておこう。

「だ、ダリアちゃん。ちゃんとお肉料理も作るから、調理する前の生肉盗ぬすもうとしないで。ね？」

　早速邪じや魔まをするダリアを回収し、俺の膝ひざの上に座らせておく。

『なんで？』

「なんでじゃないだろ。料理を見てるだけなら良いけど、邪魔しちゃダメ。ほら、部長は大人しく見てるだろ？」

　納得できないと言いたげな彼女の顔をグググと動かし、部長の方へと向ける。

　目の前に大好物の野菜があるというのに、部長は我が慢まんして料理する光景を……。

「あれ？　洗った野菜、どこ置いたっけ？」
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　テーブルの上に置かれた大皿、同時に漂ただよう食欲をそそる香り。膝上に滴したたるダリアのヨダレ。

　トルダが作ってくれた料理は、何かの肉野菜炒めだった。

　大きく切られた材料にはしっかりと火が通っており、匂においも相あいまってすごく旨うまそうだ。




【リザード野菜炒め】調理者：トルダ




　しっかりと下ごしらえされたリザード族の肉は非常に柔らかく、野菜との相性が良い。色合いも味も高水準。




　見た目：46／50

　味付け：47／50

　焼き加減：45／50

　合計得点：／




　効果（15分間）

　筋力＋12

　耐久＋11

　魔力＋15

　分類：料理




「イレギュラーでちょっと野菜少なくなっちゃったけど、材料はもともと多めに買ってたからお腹なかいっぱい食べられると思うよ」

　俺としても量の心配はしていたが、大皿へ山のように盛られたこの量なら彼女達も満足するだろう。

　皆でいただきますをした後、早速ダリアがフォークで肉……ではなく、野菜を刺した。

『はい　あーん』

『あーん』

　ダリアは先に、部長の口元へと野菜を運んだ。部長は例の如ごとく、食べさせてもらう体勢である。

　その光景に、自然と笑えみがこぼれる俺とトルダ。楽しい食事が始まった。

「美お味いしい？」

『おいしい』

『おいしー』

　心配そうに聞くトルダは俺の代だい弁べんを聞き、ホッと胸を撫で下ろす。

　野菜入りの料理、調理した料理を普通に食べているダリアと部長。彼女達の好き嫌いを知るだけに、これは素直に驚きである。

「……気合を入れて食べないと無くならないよ？　弱音は聞きません！　皆頑張ってね！」

　トルダの言葉に応えるように、ダリアは手を挙げ、部長は『おー』と返事するのだった。




　召喚獣達の底なしの食欲によって空になった大皿と、ヒーヒー言いながら追加の料理を作るトルダの姿は今でも忘れられない。









あとがき






　動物のわがままな行動って、やっぱりどこか憎にくめません。表面では叱しかっても、心の中では「可愛いやつめ」と、にやけてしまいます。

　ダイキの新しい召喚獣となったカピバラの〝部長〟は、そんなわがままな動物のそのまんまをイメージして書きました。最初のパートナーであるダリアとはまた違ったお転てん婆ばぶりを発はつ揮きし、これから先もダイキを振り回してくれると思います。

『Frontier World2』では召喚獣の部長の他に、今後の物語に大きく関わってくるプレイヤー達が多く出てきます。イベントに向け特訓するダイキ達と彼等がどう関わっていくのかは……乞こうご期待ですね。




　それでは、またお会いしましょう。





ながワサビ64　
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秩父出身の小説書き。大型犬が好き。絶叫マシンが苦手。

コタツになるタイプのテーブルさえあれば、他には何もいらないと思っている。『小説家になろう』で活動中。















イラスト

橘 由宇

Yu Tachibana




７月１日生まれ。イラスト、漫画、原画など様々なところで活動中。最近は某携帯ゲームやＬＯＬなどにハマっています。



















イラスト／橘 由宇

デザイン／coil
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─召しよう喚かん士しとして活かつ動どう中ちゆう─
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